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「バグで妊娠したけどなんの問題もないわ！」




【電子特典付き】








つちせ八十八





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　CONTENTS









第一章　このゲームには問題しかない

第二章　クソゲーに降臨せしは聖なる虐殺の女神

第三章　バグで妊娠したけどなんの問題もないわ！

特別付録　書き下ろし短編












　オレンジ色の太陽の下に、白波の音が響いている。

　海の音だった。ササラキの眼下には海が広がっていた。面積にしておよそ十キロ四方の小さな海だ。そこに島々が点在している。ある島には砂漠とピラミッド。その隣の島には氷に覆おおわれた巨城を。島と島の間には、移動を阻はばむ渦巻きを。

　すべてを少年、ササラキが設置した。

　なぜならササラキはゲームマスターだからだ。

　この仮想世界《ソード＆マジック・オンライン》の創造主にして絶対支配者。

　なぜ少年がゲームマスターかというと、運営が全員逃げたからだ。

　このゲームはクソゲーだ。

　二五五層もあると宣伝しておきながら、第一層しか実装されてない。そんなゲームを放って逃げた運営者達たちに代わり、ササラキは仲間達──リズナとアズラエル、二人の少女のために、ゲームマスターになることを決意したのだった。

「うーん……ひととおり島の配置は完了したけど」

　椅子型の移動装置《エア・マスター》に座って、目の前のモニターを見ながらササラキはつぶやいた。第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》の実装は、だいたい、計画通りに進行している。進しん捗ちよく率は五十パーセントといったところだ。

「でも……もっと《遊び》が欲しいかな？」

　彼をゲームマスターに任命した謎の少女、アリスの教え。

　そのもっとも重要なもののひとつに、こういうものがあった。




『ゲームマスター百箇条その四──ゲームは底を見せてはならない』




　底を見せる──すなわち《ゲームを完全に理解した》と思ってしまうと、プレイヤーはそれ以上ゲームを楽しむことができなくなる。わかりきった障害、わかりきった世界は、つまらないものなのだ。だからこそ《遊び》が必要だ。

「うん、なにかこう、意味はないけど、海辺の修道院とか欲しいよね」

『了解シマシタ』

　ササラキの前面に展開される《マスタースクリーン》にそんな表示が浮かぶ。

　とたん、島の一つに変化。氷の島にボンッと煙が上がる。

　その浜辺にひょっこりと小さな修道院が現れた。

　一瞬で世界を変更できる。これが《マスタースクリーン》の主要な機能の一つ《天地創造モード》のパワーだ。ありとあらゆる建造物、イベント、クエスト、モンスターに至るまで想像力の及ぶ限りなんでもできる。

「あ、ちょっと待って」

『チョット待チマス』

「この修道院、ドアが氷の壁に覆おおわれて入れないんだけど」

『サヨウデスカ』

「直したいんだけど」

『エー。メンドクサイ』

「…………………………」

　なんでもできる。

　が、その動作はかなりファジーなうえ、ワガママだ。

　アリス曰いわく『中には妖精さんが入っているのよ』だそうだが、テキトーきわまりない実装をされたりする。そんなんだからこのゲームはクソゲーになるのだ。誰だこんなムダに高機能なＡＩ人口知能を作ったのは。どうやらアリス自身ではないようなのだが──。

「頼むよ。これじゃ誰も中に入れないじゃん」

『壁ヲブチ壊セバ、ヨロシイ』

「よろしくない！」

『マスターハ注文ガ厳シイデスネエ。ヤレヤレ』

　やれやれと言いたいのはこっちである。このファジーな《マスタースクリーン》のせいで第二層の実装にはかなり苦労した。命令すればなんだってやってくれるが、命令の理解の仕方があまりにもテキトーなのだ。

「……ところで、第一層の攻略状況に変化はないかな？」

『了解。第一層ヲ映シ出シマス』

　今創っているのは、仮想世界の第二層。第一層を誰かが攻略すれば、みんながこのフロアに移動できるようになる予定だ。ついこの前、最前線の攻略ギルドが攻略失敗したばかりだから、まだ余裕はあるはずだが。

　スクリーンが切り替わって第一層のラストダンジョンが映し出される。

　その前に三人ほどプレイヤーがいた。

『よおし、オレ達たちだけで攻略してやるぜっ！』

『で、でも、大丈夫かなあ……攻略組でも失敗したんでしょ……？』

『情報は仕入れた、大丈夫だ！　魔物もラスボス以外はたいしたことないらしい！』

『準備は万全。臆おくする理由は何もないぞ、ソエスラ』

『う、うん……二人がそう言うなら、わたし、が、がんばってみる……』

　どうやらやる気のある三人パーティらしい。

「お、これなら攻略されそうかな？」

『ソレハ絶対ニムリト思ワレマス』

「……え、なんで？」

『見テゴ覧ナサイ』

　ダンジョンの入口、隠し扉のスイッチに、ソエスラという女の子が触れた瞬間。

　ドカーンと。

　三人が、爆発した。

　雪山に雪崩なだれが起きそうな勢いで、ファイヤーボール級の爆発が起きた。

　呆ぼう然ぜんとするササラキの目の前のスクリーンに三人の死亡ウインドウが表示された。




『プレイヤー・ソエスラは死にました　死因：禁断の地に触れた』

『プレイヤー・ダグラスは死にました　死因：禁断の地に触れた』

『プレイヤー・ゴゴッソは死にました　死因：禁断の地に触れた』




「………………………………なにこれ」

『フュリーサンガコノ前、細工シテマシタノデ』

　隠し通路のスイッチを押すとプレイヤーが爆発するように、とのことだ。

「なんで!?」

「え、特に意味はないですけど☆」

　突如として身長数十センチの妖精、フュリーが現れた。

「きみ何してくれてんの!?」

「やですねー、マスターも言ってたじゃないですかあ☆」

「何を!?」

「ゲームには遊びが重要だ──って☆」

「それ、君が遊んでるだけじゃないか！」




　その後に《マスタースクリーン》と格闘して、なんとか直してもらった。

　──このゲームはクソゲーである。

　その原因の大部分は、テキトーきわまりない実装。

　それらを生み出したのは、悪意溢あふれるゲーム開発者達たちなのだった。
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　ひととおりの実装を終えてササラキはデバッグルームに戻った。

　真っ黒な壁に囲まれた密室、デバッグルーム。その一角に女の子がいた。足が付かないほど高い丸椅子に座って、何枚もの空中スクリーンを周囲にはべらせ、映されたテキストと必死の形ぎよう相そうでにらめっこしている。

　そんなアズラエルの後ろ姿をササラキはリズナと一緒に見つめていた。

「アズラエルさん、何やってるの？」

　不思議そうに問いかけてくるリズナ。

「《離婚システム》の開発中なんだって」

　アズラエルはこのゲームのプログラマーだ。思うがままに世界のルールを変えることができる──想像力と技術力が及ぶ限り。アズラエルは想像力は人並み以上だが、技術力はなかった。ていうか素人しろうとだった。

　でもアズラエルは努力家だった。

　だから素人なりにプログラムを読み解こうとしているのだ。

「ま、ま、負けるもんですかあ……っ」

　離婚システム実装のために。もっといえば自分が離婚するために。

「……ほんと、ひどいバグだよね」

　ササラキは自分の左手を見下ろした。薬指に銀色の指輪がはまっていた。日本語で『ササラキ＆アズラエル』と彫ほられていた。アズラエルの薬指にも同じ指輪がはまっているはずだ。無駄に芸が細かい。

　アズラエルとササラキは新婚夫婦だ。

　原因はだいたいバグだ。あとゲーム開発者の悪意だ。

　だからアズラエルは必死になって離婚システムを開発してるのだった。

「ふんふん、そうだったんだ」

　隣のリズナが納得したようにうなずいた。

「だからササラキくんは『ムダな努力だなあ』って優しい視線で見守ってたんだね？」

　ササラキはズガンとずっこけた。

「違うよ!?　僕も離婚したいよ!?」

「必死なアズラエルさんかわいいもんね。私もずっと見守ってたいなー」

　聞いてないリズナである。

「でもいいのかな？　私たち、あんまりヒマないよね？」

　リズナがそばの机から一枚の紙を取り出した。

　タイトルに『サービス終了のお知らせ』と書かれている。

「あと二週間でサービスが終了しちゃうわけだし、何か手を打たないと」

「ふふ──逆に考えるのよ、リズナ」

　後ろから声。振り向くと銀髪をなびかせた少女、ゲームマスターの一人、アリスが立っていた。ムダに自信満々な笑みを浮かべている。ササラキはこの笑顔をよく知っている。だいたい、どうしようもないことを考えてる笑顔だ。

　アリスがリズナをびしっと指差して叫ぶ。












「いやいやいや！」

　想像以上にどうしようもなかった──と思ってたらアリスがくすくす笑った。

「冗談よ。離婚システム実装は、別にムダなことじゃないの」

「でもこの世界で結婚してるのって、僕とアズラエルだけだよ？」

　前開発者の悪意あるパッチで、この世界は一時的に『手をつなぐだけで結婚する』世界になってしまっていた。その影響を受けたのは二人だけのはずだ。たった二人が離婚するために手を尽くしてもしょうがない。

「ほら、他にもいろいろ、やることはあるわけだし」

　一万人のアクティブプレイヤー。それがこのゲームの継続条件だ。そして現在のプレイヤー数は一○二五五人。一日あたり二十人のペースでプレイヤーが減っており、このペースなら十三日でゲームは終了してしまう。

　どうにかしてゲームを改善して、プレイヤーを定着させる。そのためにやることは、大きくは二つ。第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》を実装して新要素を追加する。そして同時に世界崩ほう壊かいを招く致命的バグ（大量にある！）を潰つぶしていくことだ。

「第二層の実装は、アズラエルじゃなくて、私達たちでやってるでしょ？」

「でもバグはたくさん残ってるよ？」

　このゲームは重力や引力などの物理法則が、テキトー極まりない計算式で算出されているため、プレイヤーがちょっと予想外の行動を取っただけで天地が崩壊する。この前も空から雨の代わりに《ロング・ソード》が落ちてくる《剣の雨事件》が起きたばかりだ。

「大丈夫よ、アレも大してプレイヤーは減らなかったじゃない」

「よくあることでみんな慣れてるしね……でも、このままじゃダメだよ」

　慣れたプレイヤーはともかく新規プレイヤーが入ってこなくなる。

　いきなり剣の雨が降ってきて為す術なく死ぬ世界に、入りたがる人はいないだろう。

「アズラエルにはもっとバグ修正をがんばって貰もらった方が、よくない？」

「ササラキ、それは甘いわ」

「なぜに」

「プログラムの素人しろうとがＶＲＭＭＯのバグ修正なんてできるわけないでしょ」

「アズラエルの存在意義が全否定された!?」

「人の話は最後まで聞きなさい──特にゲームマスターの話は」

　アリスがふふんと笑ってアズラエルを見た。

「離婚システムって結構複雑なのよね。結婚指輪によるプレイヤー間フラグ管理とかアイテム共有とか青少年保護コード関連とか……そういう複雑なシステムに、あれだけ熱意を持って取り組めば、アズラエルもすぐに素人じゃなくなるはずよ」

　要するに『やる気があるなら勉強もラクだよね！』ということらしい。

「それに、私の方もやることがあるし」

「やること？」

「改善の方針を立てたり外の《ネオ・バーチャルワールド振興機構》に資金調達申請のための書類を用意したり──ま、つまんないことよ。そのあいだ、アズラエルにはプログラムに習熟してもらうことにしましょう」

　そういうことなら、とササラキも納得する。

　そのときアズラエルがつぶやく。

「よっし……これが恋愛パラメね……ちょっとわかってきたわっ」

　手を上げてぐーっと背伸びをするアズラエル。

　回転式の丸椅子をぐるりと回す。ササラキ達たちと目が合う。

「あ。みんないたんだ」

「気付かなかったの？　すごい集中力……だった……」

　ササラキのその後は言葉にならなかった。びゅおうと、いきなり突風が吹いたからだ。密室なのに。アズラエルの服はいつもの黒のミニスカで、だからそのスカートは、ふわふわと風に揺られて動いた。

　だから端的に言えば見えた──三角形の白い布が。

「っきゃあああああううっ!?」

　慌てて両手でミニスカを引っ張って隠す。

「ちょ……な、み、み、見えたっ!?」

　やばい、なんて言おう、でも白なんだ。なんか意外だけど似合ってるというかリアルでも白なんだろうかどきどきするいや待てこんなこと言ったらアズラエルに殺される、とにかく早く言い訳しないとっ！

「見てない！　白い布なんて見えてないよっ!?」

「完全に見えてるじゃないのーっ!?」

「わあっ！　定番のラブ会話ですね！」

「意外性が足りないわ。もっとガン見していいのに」

　リズナとアリスが不満げに理不尽なことを言っている。

「なんでっ!?　どうして室内なのに風が吹くのっ!?」

「それには理由があるわ」

　アリスが冷静な声で答えた。

「テスト区画でミニスカートをはくと、突風の発生率が＋20％されるの」

「どんなセクハラ仕様よそれえええええっ!?」

　アズラエルがミニスカートを押さえて嘆なげいた。

「ていうか今の、せ、セクハラでしょ！　フュリー、フュリー来てよっ！」

「はいはーい☆　あなたのお助け妖精、フュリーちゃんです☆」

　アズラエルが叫んだ瞬間、ドレスを着た小さな妖精が空中に出現した。プレイヤーからの苦情やバグ報告の窓口、人工知能のフュリーである。セクハラしたプレイヤーを爆殺するのも彼女の任務の一つ、というか彼女が唯一まじめに取り組む任務である。

　彼女はプレイヤーが死ぬのが楽しくてたまらないのだ。

「残念ながらフュリーちゃんはセクハラなんて目撃してません☆」

　フュリーがきゃぴりんっとかわいいポーズでササラキにウインクした。

「ササラキに私のパンツ覗のぞかれたのよっ！」

「それはセクハラではありません☆」

「んなっ!?」

「だってお二人は、システム上既すでに新婚夫婦なんですから──☆」

　フュリーはササラキとアズラエルを交互に指差した。

　それから頰ほおをぽっと染めて、口を手でそっと隠した。

　秘め事をつぶやくように彼女は言った。

「青少年保護コード違反の《いろんなこと》、して、いいんですよ☆」

「いろっ──!?」

「んなっ──!?」

　ササラキとアズラエルの声がハモる中、フュリーはくすくす笑った。

「フュリーはお役に立てましたね？　それでは失礼しまーす☆」

　フュリーがくるりんと回って姿がシュウンと消えた。

　残されたアズラエルとササラキが、同時にお互いを見つめた。




　──《いろんなこと》、して、いいんですよ☆




　さっきのフュリーの声がササラキの脳内に反響した。

　ほとんど反射的にササラキの視線がアズラエルの胸から腰、太ももに移動していく。

　いろんなことって──想像してしまい、かあっと頰が熱くなっていく。

「ちょ、こらっ、何見てるのよ！　だめ見るな想像禁止ーっ！」

　胸と太ももを隠しながら、真っ赤になって言う。

「ぜ、ぜ、絶対に離婚してやるんだからああああああああああっ！！！！」





　＊　＊　＊






　そんなわけでアズラエルは今も離婚システムの実装にやっきになっている。ササラキとアリスは二日後に迫った第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》リリースに向けた準備中。リズナはその発見をプレイヤーに伝えて盛り上げるイベンター役で、出番待ちの役者みたいに台本を持ってぶつぶつとつぶやいている。

　そんな混こん沌とんとしたデバッグルームの中央。

　アリスがみかん箱にぴょんっと飛び乗った。

「さあて、気を取り直して！」

　びしっとササラキを指差して叫ぶ。

「レッツ現状確認、ササラキ！」

「あ、うん……それじゃ第二層の実装状況を確認しようか」

　現在、ゲームマスターの総責任者はササラキということになっている。アリスの役職は《総監督補助女神役》要するに口を出すだけである。会議の進行役はササラキということになっているが、実質的には一番詳しいアリスが議長だ。

　だったらアリスが総責任者をやるべきだと思うのだが、そこは譲れないらしい。

「現状、第二層にいくつかの問題が発生しているわ」

「問題ってなに？」

「まずここが第二層の入り口なんだけど」

　アリスはデバッグルームのメインスクリーンに第二層の様子を映した。白波の打ち寄せる島。その中央に大きな穴が空いていて、鋼鉄製のらせん階段が降りている。第一層のラストダンジョンからここに登っていくしくみだ。

「このらせん階段、設定がバグってて耐久度が３しかないのよね」

「つまり？」

「誰かが攻撃したら一瞬で崩ほう壊かいして、誰も第二層に登れない」

「相変わらず終わってるバグだね!?」

　このゲームはだいたいあらゆる面で終わっている。モノはすぐ壊れるし人はすぐ死ぬし経済は崩壊している。

　それでも楽しんでいるプレイヤー達たちがまだいるのだ。

　この世界を信じて生きている人達が、一万人以上も。

　彼らの生きる世界を存続させるためには、どうすればいいのだろう？

「ササラキはどうしたらいいと思う？」

「うーん、ちょっと待って」

　アリスは最初の時から、まずササラキに意見を聞いてくる。彼女が全部決めた方が明らかに早いし効率的だし正しいと思うのだが、『ゲームマスターとしてもっと主体性を持つべし』という理念のもとらしい。

　どうも、彼女はササラキを育てることに使命感を持っているようだ。

「反重力フィールドを設置して浮くようにするとか。確か地形チップにあったよね？」

「ふんふん、いい考えかも。じゃ、やってみましょうか！」

　とりあえず三人（アズラエルだけ残した）で現地にテレポートする。

　ササラキは首から下げたペンダントを握り《マスタースクリーン》を起動する。自分の前に現れた巨大なスクリーンに対して『らせん階段の代わりにマップチップ・反重力フィールドを設置』と命令する。

『了解シマシタ、消滅セヨ』

　目の前のらせん階段が電子のチリと消えた。

　すぐに星形の《反重力フィールド》がダンジョンの地面に設置された。

「へー、こんなんなんだ。乗ってみるね！」

　リズナが言いながら《反重力フィールド》にスタッと飛び乗った。次の瞬間、すさまじいスピードでリズナは空中に打ち上げられた。飛行機が飛び立つ瞬間のように、遅れて音速の衝撃波がやってきた。ササラキが呆ぼう然ぜんと見上げていると、やがて上空で『ガコン！』という音が聞こえてきた。ひゅるるるーとリズナが落ちてきてズガンと《反重力フィールド》に激突してバウンと跳ねた。転々とした。




『プレイヤー・リズナは死亡しました。　ダメージ：６８０　死因：墜落死』




　リズナの死体の上にそう表示されていた。

　数秒の沈黙。やがてアリスがぽつりと。

「パラシュートを用意するべきかしら」

「そういう問題じゃないよ!?　ていうかリズナどうして無敵バリア切ってるの!?」

『え、だって誰も死なない世界なんてつまんないし』

　死んだはずのリズナの声が聞こえてきた。ゲームマスターの特権だ。

　三十秒待つと復活したリズナが戻ってきた。

「いいですね！　コレでいきましょう！」

「クリア直後で油断した奴やつ向けの罠わなとしてはアリね」

「そんな罠いらないよ!?　普通に設置しようよ!?」

　結局、リズナ発案で壁をロッククライミングさせることにした。

「おしごと、かいだんづくりのおしごとーっ♪」

　リズナが謎の歌を歌いながら、壁に岩を設置している。ロッククライミング用の足場になるように調整しながらだ。《マスタースクリーン》で妖精さんに頼めば自動配置してくれるが、妖精さんはお仕事がテキトーなので、テストと調整が欠かせないのだ。

　このゲームは開発ツールひとつとっても、だいたいテキトーにできている。

「アズラエルさんが頑張れば、こういうお仕事もラクになるのかな？」

「というか、そもそも、ちゃんと大人の人に頼んだほうがよくない？」

　アリスが言ったとおり、アズラエルも自分もしょせんは素人しろうとだ。

　プレイヤーの中にはもう少しマシな人材がいそうな気がするのだが。

「ササラキ……残念ながら、それはできないのよ」

　アリスが寂しそうに笑った。大人の笑みだった。

「なんで？」

「まともな判断力を持った大人がこの世界を運営したら、平均三日で逃げるから」

「納得できる理由なのが本当にどうしようもないね!?」

「それに大人を雇ったら給料払わないといけないでしょ」

　僕らはいいのか……いや別にお金に困ってるわけではないが。

「じゃ、ここは私たちに任せて、ササラキは別のテストをお願い」

「うん……あ、そろそろ時間だ。いったんデバッグルームに戻るよ」

　このゲームでは、結婚した男性は、嫁以外の女性と長時間話し続けてはいけないことになっていた。決まりを破るとアカウント抹まつ消しようである。フュリー曰いわく浮気防止機能らしい。つくづく開発者は頭おかしいと思う。

　アリスがウインクして手を振った。

「アズラエルに優しくしてあげてね」

「言い方に悪意を感じる！」

「あんな子と結婚できて、ササラキだって嬉うれしいでしょ？」

「いや嬉しいとかそんな問題じゃなくてさ、同意の上じゃなくてバグだし！」

「ほんとに理由はバグだけだって思う？」

「えっ」

　ふふっとアリスが含みのある笑みを浮かべた。

「一回抱いだいた恋心って、わりと消えないものよ？　たとえそれが──」

　アリスが手を広げて世界全体を指すように言った。

「──クソゲーの中でのできごとでも、ね」





　＊　＊　＊






「あ、まだやってる」

　デバッグルームに戻るとアズラエルがキーボードを叩たたいていた。

　いつものマントを外しているせいで、体のラインがよく見える。

　初めて会ったときから思ってたけど、やっぱり彼女のスタイルは凄すごい。

「だめだ、意識しないようにしないとっ！」

　ブンブンと首を振るササラキだった。アズラエルと結婚したのは単なるバグと勘違いであって、恋とか愛とかそういうのではない。フュリーは夫婦なんだから《いろんなこと》をしてもいいと言ってたけど──。

　と、そのときササラキにふと疑問が浮かんだ。

　この、手を握るだけで結婚するクソゲー世界で──




《いろんなこと》って、どこまで実装されてるんだろ？




「こ……こ、こんなものまでデータ化されて……いや当然なんだけど……っ！」

　と、アズラエルの独り言が聞こえてきた。

　キーボードを叩たたいて何かを操作しているようだ。

「やばい、これ、ほんとにやばい、早く離婚しないと貞てい操そうが……っ！」

　何か危機感の募つのった声である。肩をぷるぷる震わせている。

「……アズラエル、どうかしたの？」

「ひゃあうんっ!?」

　アズラエルが驚いたハムスターみたいに跳ね上がって即座に振り向いた。

　その頰ほおは真っ赤に染まっていた。親に秘密を覗のぞかれた子供みたいな、慌てている顔。

「な、ななななんでもないわっ！　とりあえずササラキ目をつむって！」

「へ……目をつむってって、なんで」

「いいから早く──」

　と、アズラエルのヒジが後ろのコンソールをカチリと叩いた。

　どうも何かのスイッチだったらしく、ブウンとメインスクリーンに電源が入る。

　そこに──とんでもないものが映し出されていた。

「や、ちょ、ばかばか見ないで見ちゃだめーっ！」

　必死で手を振るアズラエルの姿も目に入らない。そこに映っていたのはおそろしく詳細なデータだった。誰のデータかというとアズラエルだ。身長１５６センチ。体重49・８キログラム、スリーサイズは上から88・57・83──。

「ってなにこのデータ!?」

「見るな見ないでよバカああああっ！」

　アズラエルが叫びながら《魔剣グラム》を抜いてササラキに思いっきり投げた。ヘリコプターのように回る《魔剣グラム》がササラキに襲い来るが無敵バリアでカアンと弾はじかれてアズラエルに跳ちよう剣けん（※投げた剣が自分に跳ね返る事象。このゲームではよくある）してアズラエルは死んだ。

「………………………………うわあ」

　絶句しているとアズラエルが復活して戻ってきた。

「なんで私の無敵バリアは作動してないのよおおおっ!?」

「それはマスター・ランクの違いですよー☆」

　明るい解説の声。いつの間にかフュリーが隣に来ていた。

「フュリー、マスター・ランクってなに？」

「ゲームマスターのランク付けです☆」

　フュリーがぽちっとスイッチを押すとメインスクリーンが切り替わる。

　ピラミッド状に層分けされた図面が表示されていた。

「ゲームマスターの世界は厳格な階級社会なのです☆　低い順から《アソシエイト》《コーディネータ》《アドミニストレータ》《ウィザード》とランク付けされていて、今のところアズラエルさんは《アソシエイト》レベルです☆　要するに下したっ端ぱですから、上位の存在には無敵バリアなんて無意味です☆」

「なっ──！」

「え……でもプログラムの変更、アズラエルが普通にできたよね？」

「それはマスターが《ウィザード》権限で、能力を付与しただけです☆」

　フュリーがアズラエルの首に下げた《イモータル・ペンダント（偽）》を指差した。

「一時的に権限を与えるだけなら問題ありませんから☆」

「え……ちょ、ちょっと待ってよ」

　アズラエルが自分の身をぎゅっと抱きしめた。

「じゃあ私って、まさかササラキに何かされたら、抵抗できないのっ!?」

「あ、大丈夫です、何かあったら☆」

「助けてくれる？」

「ちゃんとビデオは撮ってあげます☆　はじめての記念に☆」

　絶句するアズラエル。ササラキも同じだった。どきどきどきどき。いやそれはいくら仮想空間といえどまずすぎる──いや自分が自制すれば大丈夫なのだが──うん、大丈夫だよな？

「て、抵抗できないって……」

　頰ほおを染めて悔しそうにササラキを見つめるアズラエル。

　さすがに可哀かわい想そうになって、ササラキは聞いてみる。

「あのさ、アズラエルの権限を僕と同じレベルに上げられないの？」

「《ウィザード》級のマスターは世界に一人、オンリーワンです☆」

「そんな……」

「あ、でもひとつ方法はありますよ☆」

「それって？」

「マスターがアカウントを削除すればいいんです☆」

　一呼吸があった。

「前マスターもそうやって権限を譲渡しましたからね☆」

「それは……」

　アカウント削除。それはこの世界における死と同義だ。プレイヤーとしてのササラキは消える。アカウントＢＡＮ強制削除の場合でなければ、新規で作り直すことは可能だが『不正なアカウント作成対処のため』とかいう名目で制限されており、少なくとも一ヶか月げつは再作成できない。

　一ヶ月後。そのときにはこのゲームはサービス終了しているのだ。

「うううううう……」

　アズラエルが悔しそうにつぶやく。

　まずい。彼女になんとかして納得してもらわないと。

　ゲーム存続のためには、今アカウント削除するわけにはいかないのだ。

「あのさアズラエル、僕は何もしないから」

「……だ、騙だまして結婚した詐欺師のくせにぃ……」

「うぐっ！」

　それを言われると弱い。ある意味自じ業ごう自じ得とくとはいえ事実だ。

　アズラエルはしばらくササラキをじーっと見つめていた。

　やがてぽつりと。

「──誓いなさいよ」

「え」

　そう言ったのだった。

「ヘンなことしないって、ササラキの大事なものに、誓いなさい」

「……ええと、約束しろってこと？」

　そんなことをしてもシステム的には何の意味もないのだが。

　アズラエルはコクンとうなずいて、じっとササラキを見つめる。

「ほら、早くしてよ」

「わ、わかったよ。ええと──大事なもの──」

　大事なもの。

　そう聞かれて真っ先に思い浮かべたのは二人の少女の顔だった。太陽みたいにくったくなく笑いながら、ログイン直後で孤独だったササラキを誘ってくれたリズナ。そしてまるで物語の主役のように、マントを揺らして城壁の上に一人佇たたずんでいた──。

「──アズラエル」

　自然と声が出ていた。

「……え」

　ササラキは笑っていた。

　どうしようもない世界だけれど、大事なものができた。

　それだけでも、きっと、存在する価値はあると思えるものだ。

「アズラエルに誓うよ」

「え、えっ」

　焦った表情のアズラエル。

　ササラキは目をつむって、剣をそっと床に置いた。

　アズラエルがいつもそうするように、儀礼的にひざまずく。

「最も大事なもの──アズラエルの名に懸かけて、決して不ふ埒らちなまねをしません」

「え、ちょ、ちょ、ちょ……」

　なぜか上ずった声をあげるアズラエルだった。

「……えっと、これでいい？」

「え」

　アズラエルはわたわたっと視線を左右に動かす。

　やがて、ブルブルッと首を振って。

「だ、だ、大事なモノが私って……え、えっ」

「え、何か変かな」

「ヘンっていうかそのなんていうか、それ、その意味って……」

「僕の一番大事なのは、アズラエルと……あとリズナとアリスだよ」

「え」

　かくんとアズラエルの顎あごが垂れた。

「だって一緒にゲームを遊んできた仲間なわけだから」

　アズラエルはしばらく口を閉じて固まっていた。

　やがて。

「か──勘違いさせないでよ！　仲間なら仲間って最初に言いなさい！」

「え……勘違いって、なんのこと？」

「知らないっ！　ばか！　バグで死んじゃえ！」

　ぷいっと頰ほおを染めて横を向いてしまうアズラエル。

　ちらりとササラキを見て一言。

「な、何もしないっていうのだけは……信じてあげるけど」

　どうやら少しは効果があったらしい。

「うん、ありがとう……それで、離婚の方法ってなにかわかった？」

　ササラキが聞くとアズラエルは『うっ』と気まずそうに黙った。

　予想通りではあるが、進しん捗ちよくは思わしくないようだ。

「と、とりあえず《ときめきポイント》ってシステムがあるらしいんだけど」

「《ときめきポイント》……なんか、まるで恋愛ゲームみたいだね」

　アズラエルがコクンとうなずいた。

「指輪を二回トトンと叩たたくと、相手の頭上に見えるらしいの」

「ふうん。アズラエルはやってみた？」

「だめ。男性から女性に対してしか見えないんだって」

「ずいぶん不公平なシステムに聞こえる」

「開発者のコメント読む？　なかなか怨おん念ねんがこもってるわよ」

「既すでに嫌な予感しかしないけど読むよ」

　アズラエルがコンソールのキーをカタンと叩く。

　スクリーンにテキストが映し出された。




『解説《ＴＰＴＯＫＩＭＥＫＩ　ＰＯＩＮＴ》システムについて




　ＴＰときめきポイントシステムは《恋愛システム》のサブシステムです。プレイヤー同士の愛をポイントの形で可視化すると共に、メリットを提供することで『恋愛＝打算』という現実をリア充（爆発しろ）に思い知らせるためのシステムです。

　ＴＰは様々な《ときめきアクション》を実行することで上昇します。ときめきアクションて何かって？　言わせんなこの野郎死ね。仮想空間に愛なんてつまんないものを持ち込んだヤツは誰だとにかく死ね。そして生き返るな。失礼。解説を続けます。

　また、ＴＰを使用することで奇跡を起こすことができます。愛は奇跡を起こす。起こしたらなくなります。愛は消費制です。また貯ためましょう。またＴＰは貯めすぎると爆発します。服だけ。愛は爆発。爆発しろ貴様ら全員そして社会的に死ね。




　彼女いない歴三十八年の田中』




「………………………………凄すごいね」

「でしょ!?」

　確かに怨念を感じさせる。背筋が凍りそうだ。

　つくづく自分達たちはとんでもないゲームの尻しり拭ぬぐいをさせられている。

「で、ササラキ、とりあえずポイント確認して」

「うん。いきなり（服だけ）爆発する可能性があるもんね……」

　とりあえずアズラエルに言われたとおり、指輪をトトンと指で二回叩たたいてみる。

　するとシュウンと、アズラエルの頭上にウインドウが浮かび上がった。




『現在ＴＰ：２５０　回数：00』




「現在値は２５０だって」

「それって高いのかしら、低いのかしら？」

「はいはい☆　フュリーちゃんの出番ですね☆」

　フュリーがアズラエルの頭上でパタパタと羽ばたいた。

　とたんに嫌な予感が走る。この妖精はだいたい嫌な予感しかさせない。

「まずＴＰの目安ですけど、１００以上でラブラブと認定されます☆」

「…………………………うん」

　アズラエルが凄すごい目つきで睨にらんできているのが怖い。

「貯ためすぎると爆発しますけど上限値はありません。十億でも百兆でも行きます☆　二人の愛は無限大です☆」

「そんなことにメモリ食いつぶしてどーすんの……」

「それから、ＴＰが高いといろんな特典があります」

　フュリーがニコニコ笑顔で解説を続ける。

「１５０以上でスキル《ファンタジック・キス》が解禁されます☆」

「聞きたくないけどなにそのスキル」

「相手のほっぺたにキスすると、三十秒間、攻撃力50％アップのバフスキルです☆」

「………………ぐ」

　アズラエルに上目づかいで見つめられた。その唇に思わず目がいく。ピンク色だった。確かにあの唇に触れられたら攻撃力はアップしそうだという考えを必死で打ち消しながらササラキはハハハとごまかしの笑みを浮かべた。

　アズラエルもぷいっと横を向いた。

　そうだ、自分とアズラエルは（結婚はしたが）恋人でもなんでもないのだ。

　それを忘れないようにしないと！

「も、もういいわよ。一生使う機会ないし！　これ以上貯まらないし！」

「えー☆　５００のスキルとか凄く有用だと思いますけど☆」

「一生！　使わないんだからっ！」

　バンッとコンソールを叩いて力強く断言するアズラエルだった。

「ところでＴＰの横にある回数っていうのは？」

「きゃっ☆　マスターったらエッチですねえもうコノコノ☆」

　フュリーが頰ほおに手を当ててイヤイヤと体をくねらせる。

「もちろん愛してあげた回数のことですよ☆」

「それって──」

「《粘膜接触》の回数です☆」

　妖精さんの爆弾発言。

「んなっ！」

「なあっ!?」

「あははは、二人とも想像しましたか☆　しましたねっ☆」

　アズラエルとササラキの声が同時に上がる。

「あ、もちろん粘膜接触ってキスのことですよ☆　えへへー☆」

　そんなモノまで可視化されてしまうのか!?　思わずアズラエルの顔をじっと見つめてしまう。視線を受けた黒髪の少女は、ハッと何かに気付いたように『ボンッ！』と頰を真っ赤に染めて一歩後ずさった。

「ちょ、なななに想像してるのよおっ！」

「してない！　想像なんかしてないからっ！」

「ウソ、明らかにしてた！　さっき約束したばかりでしょっ!?」

「ホントにしてないってばっ!?」

　ピコン！　クイズ番組のポイント獲得みたいな音がした。アズラエルのＴＰの横に『＋10　ほほえましい痴ち話わげんか』と表示された。ＴＰが２６０に上がった。アズラエルが半泣き顔になった。

「なんで増えるのよこれでっ!?」

「痴話げんかと判定されたら増えるしくみです☆」

「誰が判定してるのよソレッ!?」

「もちろん私です☆」

「最悪な判定機構！」

　などという感じで言い争いを続ける三人。

「じ、時間をムダにしてしまったわ……」

　ぜえはあと息をつくアズラエルである。

「とにかくっ！　一刻も早く離婚するわよササラキ！」

「あ、うん……でも方法ってあるの？」

「要するに指輪を破壊すればいいんでしょ！」

　アズラエルが左手を空中に差し出す。指輪がきらりと光る。

「結婚フラグってこの指輪で管理されてるはずだし！」

「でも、結婚指輪は《破壊不能》オブジェクトだよね？」

《破壊不能》オブジェクトとは、その名どおり破壊不可能なオブジェクトだ。逆に言えばそれ以外のオブジェクトは全すべて破壊可能である。床でも壁でも天井でも。よってはじまりの街《ハジマル》の一部は、破壊されまくって世紀末の様相を呈ていしている。

　結婚直後にアズラエルが《魔剣グラム》で叩たたきまくっていたが、ビクともしなかった。

「そもそも破壊不可能なものを破壊するって矛盾してない？」

「甘いわねササラキ！」

　アズラエルがチッチッと指を振った。

「こんなバグだらけのゲームなら──矛盾が押し通るわよ！」

「ああ……うん、確かにソレは言えるかも」

「でしょでしょっ？」

　瞬間、またピコンとＴＰプラス10。合計２７０。

「なぜにッ!?」

「今のは明らかに《ほほえましい痴ち話わげんか》ですよ☆」

　フュリーがほほえましく笑いながら言った。

「くっ……あーもう気にしない！　ほらササラキ、一緒に探してよ！」

「え、探すってなにを？」

「《破壊不能》オブジェクトを貫通できそうなアイテムとかスキルとか」

「要するにバグ探しってことだよねそれ」

「そうよ。何か文句ある？」

「いや、ないけど。ゲーム運営の役にも立ちそうだし」

《破壊不能》のオブジェクトを破壊する方法はゲーム運営上も必要なのだ。なぜかというと、フラグ設定がテキトーなせいで、時折フィールドのモブモンスターにも《破壊不能》がついていたりする。

　いわゆる《無敵モブ》というやつだ。遭遇したら逃げるしかない。フュリーは『ゲームに緊張感を与えるための仕様です☆』などと言っているが。アレを排除するだけでもフィールド上の冒険はずいぶんまともになるはずだ。

　でも本当にそんなスキルがあるのだろうか──？

「もちろんありますよ、マスター☆」

「え──フュリー、ひょっとして知ってるの？」

「もちろんです☆　言ったじゃありませんか、愛は奇跡を起こすって☆」

　フュリーが両手でハートマークを作ってポッと頰ほおを染めた。

「ＴＰ５００のスキルは《ザ・ファースト・ケーキカット》☆　二人の最初の共同作業は《あらゆる物体》をケーキのように切り裂く──ってことですよ☆」
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　ＴＰはいま２７０ポイント。

　早さつ急きゆうにあと２３０ポイントを貯ためる必要がある。

　痴ち話わげんかはどうやら回数制限があるらしく、これ以上やっても貯まらなかった。

『《粘膜接触》すれば３００ポイントアップですよ☆』

　というフュリーの案は即行でアズラエルに却下された。だが他も似たようなもので《一緒にお風呂》だの《雪山の洞ほら穴あなで体を温め合う》だの、どれもまあ、こう、開発者の欲望に溢あふれた行為だった。

　開発者はやはり頭が激烈におかしい。

「ササラキ！　《マスタースクリーン》でパラメータいじれないの!?」

「う、うん……プレイヤー領域ってプロテクトが固くて」

　確かに《マスタースクリーン》は万能ツールだが、キャラクターやアイテムのデータは《チート対策》とやらで厳重に保護されている。保護を無視するためには特定のアイテムを持つ必要があるが、そのアイテムもフュリーが廃棄済みだ。

　自分はゲームマスターのはずなのに、データひとつまともにいじれない。

　そんなんだからこのゲームはいつまで経たってもクソゲーなのだ。

　ともあれ、そんな中で二人が取った行動は──




「ササラキ！　絶対！　ぜええええったい！　振り返っちゃダメよ！」

「わ、わかってるってば。絶対振り返らないから！」

　第一層のラストダンジョン上層部、《フロストマウンテン》の洞穴。

　外からはびゅおおおうと吹雪ふぶきの音が聞こえてくる、そんな場所。

　そこで二人は体育座りをして、お互いの背中をぴとりと合わせていた。ちなみに、二人とも、背中をはだけている。ときめきアクション《雪山の洞穴で体を温め合う》を実行するためだった。十五分間、お互いの肌を温め合えばＴＰ２５０アップだ。

『こ、これが比較的マシなはず……ッ！』

　というアズラエルの苦く渋じゆうの選択によるものだった。

　確かにほかの──『恋人同士の行為』としか解釈しようがないラブラブ行為群に比べればまだ解釈の余地があった。要するに体温で温め合えばＯＫ、正面から抱き合わなければ恥ずかしくないもん！　という理屈だ。

　そしてアズラエルと背中をぴとりと合わせた。

　しばらく経った今のササラキの心境はひとつだ。




　──めっちゃくちゃ恥ずかしい。




「……………………」

「……………………」

　吹雪ふぶきの中、二人とも一言も喋しやべらない。意識は完全に背中に行っている。ぴとりと張り付いている。苦痛を緩和する《ペイン・リアリティ・コントロールＰＲＣ》が働いているため寒さは感じない。だが熱は感じるのだ。女の子の、あたたかい熱を。

　めっちゃくちゃ熱い。

　肩けん甲こう骨こつが当たる部分に血が集中しているかのようだ。

「……さ、ササラキ……どれぐらい経たった……？」

「え!?　えと……い、一分十五秒」

「たったそれだけっ!?」

　アズラエルが喋るたびに背中が震える。

　それだけでもササラキは緊張せざるを得なかった。

　なんというか──背中が熱くて、むずがゆい。

「……あ、アズラエル、やっぱりやめようかこれ……」

　正直、あと十分以上もコレに耐えられるとは思えない。












「だめよっ！　さ、さっさと、り、離婚しないといけないんだもん！」

　などと言うアズラエルもよほど恥ずかしいのか、涙混じりだった。

「そ、それに《破壊不能》属性を破壊できるなんて、運営の役に立つし……」

「いや、でもほら、じっくりポイント貯ためれば」

「その頃にはサービス終了してるでしょっ!?」

「……それはそうだけど」

　一刻も早く離婚するために《雪山の洞ほら穴あなで体を温め合う》。

　どう考えても本ほん末まつ転てん倒とうな気がする。

「ううう……こ、こんなクソゲーなんかに、絶対負けないんだから……っ！」

　プルプルとアズラエルの体が震えているのを背中に感じる。

　寒さは感じないから、きっと怒りと恥ずかしさのせいだろう。

「……ササラキ、な、なんか喋しやべりなさいよっ」

「えっ？」

「黙ってるとなんか意味深になっちゃうでしょ！　喋ってよ！」

　むちゃくちゃな理屈だがアズラエルにそう言われると弱い。

「えっと……ごめんね、わざとじゃないんだ」

「何のこと？」

「結婚のこと」

　少しの間まがあった。

「……わざとじゃないことぐらい、わかってるわよ」

　ちょっと落ち着いた声で、

「うん」

「でも絶対許さない」

「えっ」

「この告死天使を傷物にして……絶対、ぜったい、許さないんだもん」

　拗すねたような声だった。ぐすんと鼻を鳴らすアズラエルだった。

　ササラキはごくんとつばを飲んだ。申し訳なさを感じる。

「アズラエル……その、ほんとに、ごめんね」

「謝ったって、許さない」

「責任は取るから」

「え」

　ぴたりとアズラエルが止まる。

「せ、せ、責任なんて取られたって困るわよ！」

「あ、ごめん、そういう意味じゃなくて、責任取って離婚するから」

「あっ」

　ぴたりとまたアズラエルが止まる。

「そ、そういう意味よね……最初に言いなさいよ……ばか」

「ごめん」

「謝ってばっかり」

　またしばらく沈黙の時間。

「……ほんとに申し訳ないって、思ってる？」

「ほんとにほんとに！」

「どーだか」

　アズラエルが低い声でなんだか不満げに言った。

「……みんな、口先だけはそう言うものだし」

　そのまま言葉を続ける。

「どうせササラキだって……内心では、バカにしてるんでしょ」

「へ？　なにを？」

「私のロールプレイ」

　ぐすんっとアズラエルが鼻をすすった。

「前のギルドメンバーもそうだったわ。告死天使（笑）、βテスター（笑）、中二病（笑）ってバカにして。本気で取り合ってくれたのはリズナだけだった。ササラキ、あなただってどうせ私のこと……バカに、してるんでしょ」

　被害妄想である。

　もちろんササラキはアズラエルをバカになどしていない。ファンタジーの世界で冒険者として生きていく。それを本気で信じ込めるアズラエルはログイン当初からあこがれの対象だったし、今もそれは変わらないのだ。

　ただ正面からそう言っても、信じてくれなそうだ。

　今のアズラエルは、いじけているから。

「……この前リズナが死んだ時にさ」

「えっ？」

　きょとんとした声でアズラエルが反応した。ササラキは続ける。

「アズラエル、二本の剣をクロスさせて十字を作ってたよね」

「……作ったけど」

「あれ、かっこよかったよ。なんか冒険者の風習、って感じで」

「……ま、まあ、クロスを作るのは基本だものね」

　アズラエルの声がちょっと上ずった。

「あと剣を抜くとき、キィンて音が鳴るのも、気持ちいいよね」

「…………ま、まあ、アレは何度も練習したしね」

　声が更に上ずっていた。

「本気で戦うときはマントを脱ぐ習慣も、雰囲気出てるし」

「あ、き、気付いてたの。そう……」

　アズラエルはなんだかとっても嬉うれしそうだ。

「僕はずっと、アズラエルのこと、かっこいいと思ってるよ」

「……え、と」

　アズラエルがためらいがちに何かを言おうとした。

「あ…………あの、ありが……」

　そのときだった。

『アクティビティ《雪山の洞ほら穴あなで体を温め合う》クリアを確認しました』

　無機質なシステム音が響いた。いつの間にか十五分経たっていたらしい。

「よ、よっし、クリアね！　あ、絶対振り向かないでよ！」

「うん、わかってる」

　答えた直後、またシステム音声が響く。

『ＴＰ５００ポイント突破記念。スクリーンショットを撮影します』

「「え」」

　声がハモる。カシャリ。

『撮影完了。映像をスクリーンに転送しました、確認してください』

　そして空中にブウンとスクリーンが浮き上がった。見た瞬間に心臓が飛び跳ねそうになった。体育座りのアズラエルの斜め上アングルからの写真だった。谷間が見えた。大きな膨らみが見えた。そして先っぽも見えていた。ピンク色だった。

「きゃ」

　一瞬後、アズラエルが叫んだ。

「きゃあああああああっ！　見るな見るな消して消してよおおおおおおおおおっ!?」

「ちょ──アズラエル、あ、暴れたら見える！　見えちゃうってばっ！」

「え、あ、やだあああっ！　なんなのよこのクソゲーはああっ!?」

　ササラキも全くもって同感だった。このクソゲー世界。

　何をしても絶対に失敗するようにできているのではないか？
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『《ザ・ファースト・ケーキカット》解説




　このスキルはゲーム中に存在するあらゆる物体を破壊します。《破壊不能》オブジェクトすらも例外ではありません。愛しあう二人の奇跡はシステムすら超越する無敵のチカラなのです。あらゆる矛盾を押し通すのです。

　愛は万能。愛は奇跡を起こす。

　そんなリア充のふざけた妄想もゲーム中なら達成できるという意図です。

　つーか実装にすげえ手間がかかったんだけど。誰だよこんなモン考えたの。愛とか死ねよマジで。矛盾を押し通す奇跡って、それプログラムに組み込んだら奇跡でもなんでもないだろうがと田中くんは思いました。まる。』




　やっとポイントが貯たまったので、二人は第二層に移動した。

　アリスはまだ《ネオ・バーチャルワールド振興機構》への提出書類を書いている。『このゲームがいかに素晴らしく完璧な世界か』を表現している、とのことだ。リズナは来たがったがアズラエルが『見世物じゃないってば！』と拒否した。

　ここは作りかけの第二層、その海に浮かぶ小さな島の修道院だ。その中で、ササラキは白いピシッとした礼服に着替えていた。いわゆる新郎姿だった。スキルの発動に必要だといってフュリーに着替えさせられたのだ。

　そのフュリーも服をシスター姿に着替えて机にちょこんと座っている。

　ササラキを見ると、右のほっぺたに両手を当て『きゃっ』とわざとらしく笑った。

「マスター、カッコイイです☆　さすが一流の結婚詐欺師ですね☆」

「結婚詐欺は明らかに君のせいだったよね!?」

「え、でもマスターもイヤじゃなかったですよね☆」

　フュリーはぱたぱたと飛ぶと、ササラキの耳元に口をそっと近づけた。

「なんならホントにアズラエルさんを《てごめ》にしちゃいませんか☆」

「ぶっっっっっっっっっっ！」

　全力で噴いた。

「何言ってるのさフュリー!?」

「フュリーちゃんはマスターの欲望に忠実な奴隷スレイブですから☆」

　大きな胸のふくらみあたりで、ハートマークを作るフュリー。

「僕がアズラエルに殺されるから遠慮するよ！」

「あらあら？　アズラエルさんもまんざらじゃないですよ☆」

「えっ」

「マスターの機転で死の淵ふちから彼女を救ってあげたわけですし☆」

「いや、それただの間違いと勘違いだから」

「別に間違いでヤっちゃったっていいじゃないですか☆」

「よくないよ!?　間違いでそんな大事なこと──」

「あはははは☆」

　フュリーが突然、笑い出した。

「マスター、何をおっしゃるんですか。間違いこそ、この世界の真理ですよ？」

「んな──」

「だいたい」

　フュリーが細めていた目を大きく開けてササラキをじっと見つめた。

「こんなクソゲー世界、存在自体が間違いじゃないですか」

　冷たい声で言い放った。

「……な」

「マスター。そこの黒い穴、見てくださいよ」

　フュリーが修道院の壁の一角を指差した。その空間には黒い穴が浮いていた。まるで宇宙に浮かぶブラックホールのように、真っ黒な穴だった。オブジェクト間の繫つながりがバグった時に発生する《空間の切れ目》だ。

　あそこに触れた物体（プレイヤーを含む）は問答無用でテレポートする。

　このゲームによくあるバグの一つだった。

「あんな異様な現象が普通に存在してしまう──何もかもが間違ったこの世界」

　フュリーはふふっと笑って続けた。

「生も、死も、愛も、すべての価値あるものが、間違いで消え去る世界」

　その間、ササラキは何も言えなかった。

「そんな世界に生きる私達たちは、存在自体が、間違ってるんですよ」

　光のない瞳でササラキをじっと見つめるフュリー。目を離せない。

　沈黙の時間。フュリーはずっと笑っていた。

　まるでこの世界のすべてをあざ笑っているかのような──。

「──なーんて、ね☆」

　と、コロッとまた細目の笑顔に戻る。

「マスター、気にしないでください☆　フュリーちゃんのカワイイ冗談ですから☆」

「いや……なんかすごい、背筋がぞくっとしたんだけど……」

　このＡＩ妖精からはときどき、薄ら寒いほどの狂気を感じる。

　それはどことなくアリスから感じる狂気にも似ているのだが。

「大丈夫ですよ☆　スキあらばマスターを洗脳しようなんて考えは捨てましたから☆」

「昔は考えてたってことだよねそれ!?」

　このＡＩ、なんか怖すぎる気がする。

　さっきの絶望的な言動も本気で言っていたのでは──。

「あ、アズラエルさんの着替えが終わりましたよ☆」

　ギギイと修道院の奥の扉が開いた。

「ほらほら、花嫁さんをお迎えしましょうよ☆」

「いや、それよりさっきの言動を──」

　と、フュリーにツッコもうとしたときだった。

　純白の花嫁が、視界に入った。

「う……わ」

　思わず声が出た。

　見とれてしまった。

　アズラエルだ。いつもの黒い服ではなく、真っ白なウェディングドレスをその身に纏まとったアズラエルだ。長い黒髪にピンク色の髪飾りがアクセントで付いていて──ササラキはその姿をじっと見つめていた。うわ──うわ、ほんとに、ほんとの、花嫁さんだ。

　アズラエルの性格からして素直に着るとは思えなかったのだけど。

「うう……り、離婚、離婚のためだもん……」

　アズラエルの顔はなんだかちょっと赤くなっていた。

「……ササラキ。何ぼーっとしてるのよ」

「え……あ、いや、その、なんか花嫁さんだなって」

「なっ！」

　アズラエルの頰ほおが更にかあっと熱くなった。

「へ、ヘンな勘違いしないでよっ!?　ホントの結婚式じゃないんだからね!?」

「いや、わかってる！　わかってるからっ！」

　ブンブンと首を激しくタテに振るササラキ。

「ホントにわかってるの!?」

　アズラエルが右手で剣をしゅらりと引き抜いてブウンと振った。その剣の先端が先ほどフュリーが指差した《空間の切れ目》に触れ、バチッと電撃が走ったかと思うと、アズラエルの体が一瞬で消え去った。

「あっ」

　ばしゃーん。

　直後、修道院の外から水音が聞こえた。慌てて出て行くと波打ち際にウェディングドレス姿のアズラエルがぶっ倒れていた。どうやらあそこにテレポートしたらしい。《魔剣グラム》がアズラエルの横の砂浜に墓ぼ標ひようのように突き刺さっている。

「なによこのクソゲーはああああああああっ!?」

　フュリーがくすくすと笑っていた。

「ほら、この世界、間違いだらけですよね☆」
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　二人＋一匹の結婚式はつつがなく進行する。びしょびしょに濡ぬれたウェディングドレスがぺたりと肌に張り付いている（こんなところだけ作りは細かい）が、タオルでなんとか拭いた。

　神父様役のフュリーを前にササラキとアズラエルが並ぶ。

「えー、ただいまより誓いの儀式を敢かん行こうしまーす☆」

　フュリーが胸の前で両手を組んで、微笑ほほえみながら言う。

「新郎ササラキは、レアドロップ品争いのときも、バグで家の権利書を盗まれたときも、キャラクターロストしたときも、無限増殖バグで富めるときも、銀行バグで全アイテムロストしたときも、新婦アズラエルを愛し続けることを誓いますか☆」

　どれも御免である。だがこのゲームらしい誓いの言葉だ。

「……誓います」

　ともあれうなずく。スキル使用のための儀式だ、割り切るしかない。

　アズラエルをちらりと見やると、一瞬目が合ったあと、ぷいっとそらされた。

「新婦アズラエルは、新郎ササラキがアリスさんと浮気したときも、リズナさんと浮気したときも、フュリーちゃんと浮気したときも、ＧＭゲームマスター権限を悪用してそのへんの女性プレイヤーにセクハラをしたときも、新郎ササラキを愛し続けることを誓いますか☆」

「誓えるかっ!?」

「たとえですよ、たとえ☆」

「あなたのたとえはいちいち邪悪すぎるのよっ!?」

「ほら、誓うんですか、誓わないんですか☆」

「ぐ……」

　アズラエルがドレスのスカートを指でつまんで悔しそうな表情を浮かべた。

「ち、誓う……」

「よろしい☆　では誓いのキスを──」

「待った」

「待ちなさい」

　ハモった。

「え？　そこまでするの!?」

「儀式には必要ですよー☆　アリスさんに聞いてもいいですよ☆」

「な……」

　アズラエルと視線を合わせる。かあっと頰ほおが熱くなるのを感じる。

　え、キスするの？　この整った顔の黒髪ウェディングドレス少女と──？

「って待った、確か僕とアズラエルがキスすると妊娠する仕様じゃなかった？」

「しますね☆」

「したらダメじゃないの!?」

　アズラエルが叫んだ。

「でもキスしないと離婚できませんよ☆」

「離婚しても、に、に、妊娠したんじゃ何の意味も無いでしょっ!?」

　真っ赤な顔でまた叫ぶアズラエル。

「別にいいじゃないですか、結婚したんだから妊娠ぐらい☆」

「ぜんっっっっっっっっぜんよくなああああああいっ!?」

「ふふ、なんでですか☆」

　フュリーはアズラエルをじっと見つめてウインクする。

「こんなクソゲーで結婚しようと妊娠しようと──どうでもいいじゃないですか☆」

「どうでもよくないっ！」

　それにアズラエルは即答した。

「ど、どれだけクソゲーでも……」

　ちらりとササラキを横目で見てからアズラエルは続ける。

「やっていいことと悪いことがあるの！　とにかくダメッ！」

「えー、ダメですか☆」

「キス以外の方法はないのっ!?」

「ないこともないですけど☆」

　フュリーがぽっと頰ほおを赤く染めた。

「キス以外の《粘膜接触》すればいいんですよ☆」

「え──な、それって」

「要するにセック──」

「きゃああああああああああああああああああああ！」

　アズラエルがバタバタと手を振りながらフュリーの口を塞ふさいだ。

「信じらんない！　何よこのセクハラ妖精ッ!?」

「そっちなら子供はできませんよー☆」

「おかしいでしょ!?　おかしいでしょ明らかにッ!?」

「確かにおかしいね……ていうか、逆だよね……」

「なに冷静に言ってんのよササラキーッ!?」

「いやそのなんというか」

　確かにアズラエルとの──を想像するとどきどきするのだが、反面、慌てるアズラエルを見ていると、なんか逆に冷静になれるのだ。熱くなる自分と冷静な自分が同居しているような感覚。やっぱりアズラエル、反応がいちいち派手で、ほほえましい。

　フュリーがからかいたくなるのもわかる。

「で、フュリー、セッ……じゃなくてその、性行為以外の方法もあるよね？」

「もちろんありますよ☆」

「なっ！」

　この妖精の性格からして何か隠してると思った。

「どうすればいいの？」

「一個しかありませんけど、このキャンディをお互いに舐なめればいいんです☆」

　フュリーがオレンジ色のまるいアメがついた棒キャンディを二つ取り出した。

「舐めている相手と感覚を共有する《ラバーラバー・キャンディ》です」

「こんなのがあるなら、初めから出しなさいよっ!?」

「フュリーはマスターの欲望の忠実な下僕ですから☆」

　などと言い争いつつキャンディを受け取って二人で舐め始める。

　ぺろりと舐めた瞬間、いいようもない感じが舌を襲ってきた。

　ぞわ。ぞわぞわぞわる。ぬぞりんぺるるるしーじゃ。

「う、うわ、なにこれ……」

「間接キスの感覚ですね☆」

「う……ふぁ、ふぁやく食べきるわよ、しゃしゃらき」

　舐めるたびにぞわり、ぞわりとアメからおかしい感触が来る。うわ、これ、ひょっとして、アズラエルの舌の感触……耐えきれずアズラエルの方を見ると、口を押さえて『んううううう』と色っぽくあえいでいた。

　やばい。

　めちゃくちゃえっちだ。

　脳内と体中がピンク色に染まっていく。

　ていうかこれ、実際のキスよりえっちいんじゃ。

　ぬろるん。りろりん。るるるん。ぴろりろりん。

　ＴＰが上がる音が脳内に響き続ける。

「あ、嚙かんだらダメですよ☆　全部舐めきってくださいね」

「ううううう……」

　目をそっと逸そらしてしまうアズラエルとササラキだった。

　これ、ヘタすると、雪山で背中を付き合わせたときより恥ずかしい……。

「（でも……き、気にしないようにしないと）」

　これはあくまでキスではなくＴＰを上げるための事務的作業なのだ。とにかく無心。無心で舐なめきるんだ、このアズラエルの味のキャンディ、すなわちアズラエルキャンディを──ああでもおいしい──。

「マスターもなかなか変態的になってきましたね☆」

「きみ時々僕の心読んでない!?」

「フュリーちゃんはマスターと一心同体ですから☆」

　やはりこの妖精はまったく信用ならない。

　ともあれ二、三分でアメは舐めきった。味はまったく感じなかった。感触だけは、ツルツルのグミが口の中でドクドクと鼓動しているかのようで興奮を抑えるので精一杯だった。

　アズラエルも同じようで、気分を落ち着けるためかゆっくり深呼吸していた。

「ほ、ほら、誓いのキス、終わったわよ！」

「興奮しましたか☆」

「してないっ！　ほらさっさとスキルの準備っ！」

「はいはーい、準備しますね☆」

　そして五分後。

　ササラキが《マスタースクリーン》で呼び出した、身長ほどもある巨大なウェディングケーキ。その中央のクリームに、ササラキとアズラエルの《結婚指輪》をはめこむ。この結婚指輪を破壊すれば、離婚は成立するはずだ。

「ねえアズラエル……このスキルなら指輪以外も破壊できないかな？」

「奇遇ね。私もこの邪悪妖精を葬ほうむりたい気分だわ」

「ひどいお二人ですねー☆」

　くすくす笑うフュリー。

「フュリーちゃんを殺したら、この世界はホントに破滅しますよ☆」

「ぐ」

　そうなのだ。この妖精は確かに邪悪だが、プレイヤーのアカウントＢＡＮ判定だとかセクハラ判定だとか、大事な判定を司つかさどっている。いなくなったらゲーム自体、まったく回らなくなるだろう──だからこそタチが悪いのだが。

「その計画は後にしましょう。とにかく今は離婚よ、離婚」

「ケーキカットと同時に離婚。現実なら最速記録ですね☆」

「これ絶対、開発者がソレ想定して作ってるよね」

　今までの嫌がらせのような作り込みからしてそうとしか思えない。

「旧マスターの意思ということですか？　それは正確ではありませんね☆」

「え、そうなの？」

「この世界はもともと『そういう風に』できているんですよ☆」

　フュリーはくすりと笑うと、続ける。

「リアリティ・コントロール・システム──略称ＲＣＳ。このあらゆる意味で《間違った》ＶＲバーチヤル・リアリテイ世界で暮らすプレイヤーを、安全かつ幸福かつ完璧でいられるようにコントロールするシステムです☆」

「安全はともかく、幸福でも完璧でもないんだけど」

「そのへんはまあ、バグってますから☆」

「だめじゃん！」

「フュリーちゃんに言われたって困りますよ☆」

　などと言いつつアズラエルと共にケーキカット用の剣を構える。そう、ナイフではなく剣である。ていうか《魔剣グラム》である。紫色のオーラを放っている。具体的にはクリティカル率＋20％のオーラだ。

「ケーキにオーバーキル過ぎない？」

「絶対確実にぶち壊すためよ」

「ケーキが修道院ごと真っ二つになりそうだね」

　スキルの威力がどのぐらいかわからないが《愛する二人のチカラが全すべてを斬る》とかいうからには、とんでもない威力なのだろう。それに魔剣のチカラまで合わさると、とんでもないことになる気がする。

「ねえ、ふつうのナイフを使った方がよくないかな？」

「普通の結婚式みたいで、そんなのイヤよ」

「でもなんかこう、嫌な予感がするんだ」

　さっきのフュリーの言葉が頭をよぎる。この世界は《間違っている》のだと。そういう風に作られている、システムによってコントロールされていると。ヘタに工夫したら何かとんでもないバグを誘発しそうな気がする。

　というか物事が順調に進む気がまったくしない。

　が、アズラエルはフフンともう一度笑った。

「考えすぎよササラキ。心配する根拠はなによ？」

「……しいて言えば、アズラエルが工夫してることが根拠かな」

「どんな意味よそれ!?」

　だいたい裏目に出るという意味だが。

「いや、まあ、うん、やってみよっか」

　確かにまともな根拠はないのだ。

　そうだ、世界が間違っているからといって、すべてが失敗するとは限らない。ケーキカットにナイフの代わりに魔剣を使ったからといって、なんだというのだ。そんな風に自分を安心させつつ、ササラキは《魔剣グラム》の柄つかを握った。

　アズラエルがその上に手を添える。

「行くわよササラキっ！　これで私達たちは離婚完了するのよっ！」

「どういうかけ声だよ、まあいいけど──えいっ！」

　二人で魔剣を振り下ろしながら叫ぶ。

『ザ・ファースト・ケーキカット！』

　直後。

　暴風が吹き荒れた。

「えっ」

　光の奔ほん流りゆうが剣の先端から迸ほとばしり、修道院中を覆おおい尽くしたかと思うと、その光がタテの真ま一いち文もん字じに集束した。巨大な剣けん閃せんが修道院の床から天井を切り裂いた。空をも切り裂くほどの巨大さだった。少なく見つもっても数百メートルはある、光の亀裂。

　それがキィィィィンと音を立てて、ウェディングケーキに放たれた。

　床が砕けた。ウェディングケーキが砕けた。はめ込まれた指輪は──暴風でどこかにすっ飛んでいた。『あ、ちゃんと固定しておくべきだった』などと思う間もなく修道院そのものがぶっ壊れていた。

　ズザアアアアアアアアアオオオオオオオオオオオオオオオン！

　縦一文字の裂け目が、あらゆるものを破壊していく。修道院。小島。海。まるで昔読んだ聖書でモーゼが海を割るときのように、海そのものが割れていた。人の身長の幅ほどもある亀裂に向かって、海の水が流れ込んでいた。












　海の底も割れていた。

　とてつもない大きさの海の裂け目ができていて、そこに滝ができていた。

　しばらくの沈黙の後、ササラキは空を見上げた。

　ああ──空が紫色だ──いつも通りバグってるなあ。

「よし、現実逃避はここまで」

　この世界は間違っている。

　たしかにフュリーの言うとおりだった。

「ちょ……え、な、さ、ササラキ、どうしようこれっ!?」

「とりあえずアリスに相談しに行こう」

「う、うん、っていうかなんでそんな落ち着いてるのよ!?」

「いや、どうせこうなると思ってたし」

「なんでっ!?」

「マスターもだんだん慣れてきましたねー」

　くすくすと笑うフュリーだった。

　後のちに第一次《魔剣モーゼ》と記録される事件である。












　翌日のことである。

　デバッグルームに集まった四人と一匹。キュキュッとアリスがホワイトボードにペンを走らせている。『ソード＆マジック・オンライン　大規模災害緊急対策本部』と書いていた。

　アリスがバンッとホワイトボードを叩たたいて、三人に振り向いた。

「というわけで──楽しい緊急事態よっ！」

　アリスはパチンと指を鳴らした。するとメインスクリーンに見慣れた光景、はじまりの街《ハジマル》が映し出された。ひとつだけ、いつもとはだいぶ違う姿だった。空が割れていたのだ。そして割れた空から水が滝のようにドドドと落ちてきていた。

　水を受けて、街は水没しかけていた。

『うおおおおおお!?　なにこれなにこれなんのイベント!?』

『水地形はアイテムなしだと即死よ！　みんな陸に上がって！』

『空が……空が落ちてくる……っ（物理的に）』

　プレイヤー達たちの阿あ鼻び叫きよう喚かんが聞こえる。

「…………………………あう」

　隣でアズラエルがばつが悪そうにうめいた。

「……ごめんね、アリス」

　どう考えてもあの穴はササラキとアズラエルのせいである。

「謝る必要はないわ。むしろこれはチャンスよ！」

「え、チャンス？」

「ええ、ほら見なさい、助け合う美しい人々の姿を！」

　メインスクリーンを指差すアリス。

『おーい、大丈夫なのです？　《水泳ポーション》いるのです？』

『余ってるの!?　うん、ちょーだい！』

『Ｃ級のレアアイテム３個と交換なのです、Ｂ級なら１個』

『災害なのにお金取るのかよ、この外げ道どうーっ!?』

『うわははははは、大もうけなのですよ！』

　助け合い（笑）をするプレイヤー達。

「どう？　楽しそうでしょ？」

「ある意味ではね!?」

「外の世界ではこの事件が話題になって新規プレイヤーも増えてるわ」

「炎上商法みたいだね」

「むしろ浸水商法ね」

　うまいことを言う。

「ほら、キリネからのメールよ」

　アリスがパチンと指を鳴らすとメインスクリーンにメールが映し出された。

　差出人は渡会わたらい桐きり音ね。このゲームの運営会社『イーストエンド・ゲームズ』社長だ。




『アリスへ　人生わからないなあと実感中のキリネより




　こんにちは、アリス。元気にしてますか？

　私は元気かどうかは自信ありませんがとりあえず生きてます。

　生きるって、楽しいですか？

　あ、すみません、私なんかの質問はどうでもいいです。まず報告です。

　第一層が浸水した件ですけれど、かなり話題を呼んでます。政府直轄ＳＮＳ《青少年オンラインゲーム同好会》での反応は『またアホ事件ｗｗｗ』『楽しすぎだろこのゲーム（見てるだけなら）ｗｗｗ』という感じです。

　なので、一時的には、プレイヤーも増えました。ちょっとですけど。

　具体的には前日比で二十人、新規プレイヤーが増えました。

　えへ。えへへ。

　キリネさん、すごく、うれしいです。

　うれしすぎて喜びのワンカップ買ってきました。

　びば浸水！

　あ、でも、喜んでばかりもいられませんね。

　こういうイベント効果はあくまで一時的なものです。

　浸水してクエストとか一切こなせなくなってますから、たぶん長期的にはプレイヤー減ります。まず、浸水をなんとかしましょう。してください。他ひ人と事ごとみたいですみませんがアリスに頼るしかありません。最悪ですね私。やっぱり死にます。そのうち。

　私は草くさ葉ばの陰かげからみまもっています。

　アリスはがんばってくださいね。

　アリス、ガンバッ！




　お酒がおいしいので生きることにしたキリネさんより』




「相変わらず情じよう緒ちよ不安定過ぎて不安な人だね！」

　ていうか後半は確実に酔ってる。

「これでわりと有能なのよ？　書類仕事させたら右に出る者はいないわ」

　アリスが『社長だから給料もタダだしね』と続けた。

「で、話を戻すと、このとおりいいこともあるのよ。水着プレイヤーも増えてるし」

　アリスがスクリーンを切り替えると、そこには水着で泳ぐ綺き麗れいな女性プレイヤーが。

「自然な流れで女性プレイヤーが水着になってるわ。色気アップよ！」

「自然な流れ……？」

　確かに色気効果でプレイヤーが増えてはいるみたいだが。

「でも効果が持つのはせいぜい一日ね。それ以上は多分、飽きられちゃう」

「店やダンジョンが水没しちゃって、できることが殆どないもんね……」

　水没した先では一応お店が動いている。街のＮＰＣは無敵なので、水中でも営業できるからだ。しかしたどり着けるプレイヤーは一握りだ。水着に着替えたりポーションを飲んだりすればある程度泳げるが、それでも限度はある。

「とりあえずタダで水着を支給しようか？」

「援助物資ね。一万着ぐらいスク水を空からばらまきましょう」

「嫌すぎる雨だ……とりあえずフュリーに言っとくよ」

「で、水着と一緒に、何かクエストが必要ね」

「クエスト？」

「ダンジョン探索の代わりになる、みんなが楽しめるクエストよ」

　アリスがぱちりとウインクした。

「ササラキ、そのへん考えて実装してくれる？」

「いいけど、アリスはどうするの？」

「私はプレイヤーの水着姿を編集してＣＭ動画にする作業があるわ」

　ゲームマスターってなんでもやるんだなあと思うササラキだった。





　＊　＊　＊






　アリスを除く三人は第一層に来ていた。

《ハジマル》の街は水の都になっていた。盆地に広がる街で、街の中央北部にある大きな城のおよそ二階までが水につかっている。そのうえ文字どおり割れた空から、じゃぶじゃぶといまだに海水が流れ落ちているのだ。

　プレイヤーは泳げない。水泳ポーションまたは装水備着なしでは、一定量以上の水の中に入ると即死である。なので水泳ポーションまたは水着を持っていないプレイヤー達たちは屋根に上がって途方に暮れているようだ。

　たしかにこの状態で放置するとまずいことになるだろう。

「で、イベントといっても、どうすればいいのかしら？」

「一応、プレイヤー全員に呼びかけることは出来るけど」

《マスタースクリーン》の機能を使えば空に自分の姿を映し出したり、全プレイヤーに語りかけたりすることはできる。ファンタジーの神様のように『あなたに使命を与えます』とか言うことはできるだろう。

　問題は──ただの少年のササラキが語っても信用してくれなそうなことだ。

「こういうのはアリスが適任なんだけど」

　彼女はあまり表に出たがらない。

「比較的女神っぽいのはリズナかなあ……」

「え。え、え、そうかなあっ？」

　なんだか照れくさそうなリズナ。

「でも私、神様とか、慣れてないけど、だいじょうぶかな？」

「それ慣れてるのはアリスだけだと思う」

「着替えれば見み栄ばえがするんじゃない？　ササラキ、なんか良さげな服出してよ」

「うん」

　ササラキは《マスタースクリーン》を操作してアイテムを生成した。《光のはごろも》とかいう、いかにもそれらしい名前の装備だ。キラキラと黄金色に輝くシルクのローブが出現した。三人が『おおー』と声を上げた。

「すごいすごいすっごーい！　着てみるねっ！」

　そして上着を脱ぎ出すリズナ。

「った待った！」

「ん？　待つよ？」

　ササラキの言葉にぴたりと止まるリズナ。

　腕をクロスさせて、服の胸に手をかけたまんまだった。

「リズナ、なにしてんの」

「お着替え」

「平然と言ってるけど僕の前で着替えはやめるべきだよね!?」

　ゲームマスターでなければ即死しているところだ（青少年保護コード違反で）。

「え。だってめんどくさい」

「リズナはもう少し恥じらいなさい！」

　アズラエルが恥ずかしそうに叫んだ。

「ただでさえ露出度高いのに、それ脱いだら完全に下着でしょ!?」

「うん、まあ、ササラキくんなら別に見られてもいいし」

「いっ!?」

　どくどくどくんとササラキの心臓が爆発しそうになる。

　何言ってんだこのピンク髪の無防備少女は。

「よくないでしょ!?」

「え、なんで？」

　首をちょこんとかしげて問いかけてくるリズナ。

「だってゲームの中でのことだし……パンツとブラぐらい、別によくない？」

「よくない！　全然よくない！　乙女として譲っちゃいけないライン！」

「そっかなあ……ササラキくんだし、いいと思うけど……」

「僕だからいいって、どういう理屈？」

「おっぱい大きな子にしか興味ないよね」

「いわれのない風評被害だよ!?」

　そんなことないよー、とほがらかに笑うリズナ。

「ま、いっか。じゃあちょっと着替えてくるねー」

　屋根の裏側に回って、見えない場所に行く。

　待っている間、アズラエルがササラキにぼそぼそと耳打ちをする。

「あの服、露出度高すぎない？　誰が作ったのかしら、いやらしい」

「アズラエルもあんまり人のこと言えない格好だと思うけど……」

　彼女もミニスカで胸の露出度も高く目のやり場に困る。

「や、やらしい目で見ないでよっ。これが一番カッコイイ装備なだけだもん」

　カッコイイというか、装飾のキラキラが多いだけな気がするが。

　ともあれそんなこんなで数分後。

「はい、着替え終わり！　どう、女神っぽいかな!?」

　くるりんと回って元気いっぱいな表情のリズナは微笑ほほえましい格好だった。

　まるで童話に出てくる、金と銀の斧おのを差し出してくる、湖の女神のようだ。

「あ、それいいね。ちょっとそこの《伝説巨人のオノ》《デビルアクス》出してくれる？」

「こんなの持ってたら怖いよ!?」

「神様って怖いものだよね？」

　などと言いつつプレイヤー向けの作戦を練る。

「えっとね、これは魔王の陰謀だってことにするといいと思うんだ」

「第一層を水没させる陰謀ってなにさ」

「ラストダンジョンが攻略されそうになったから水没させた……とか？」

「なるほど、ありそうなことだね」

　というか実際に自分たちがやりそうなことだ。

「そこでテキトーなボス作って、そいつを倒せば水没は解決するんだよ！」

　リズナがはしゃぎながら言った。

「討伐系ってわけね。でもガチ戦闘系パーティの独どく壇だん場じようにならない？」

「じゃあ、一体一体はあまり強くない、たくさんのモンスターで」

「空を壊して海水を呼び込めるモンスターってどんなのかしら？」

「空を斬る……からをきる……からきり……からくり！　からくり兵士！」

「強引過ぎてダジャレですらないね……普通にサカナでよくない？」

　約五分の（どうしようもない）会議の結果、千体のボス級のサメ型ボス《亜空間ウォータージョーズ（命名：リズナ）》を街のあちこちに配置することにした。このボスすべてを倒せば水は引いていく……というシナリオだ。

　それをプレイヤー達たちに伝えるのがリズナの役目だ。

「よーし、がんばるよ！」

　ぐっとガッツポーズして笑みを浮かべるリズナ。

　その様子を見て、アズラエルが怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「……ちょっと女神にしては神こう々ごうしさが足りなくない？」

　ササラキの耳に口をよせてぼそりとつぶやく。

「僕もそう思った」

　どう見ても学芸会の中学生にしか見えない。

「でも、本人はやる気満々だし」

「任せるしかないわね」

　不安はあれど、とりあえずうなずきあう。

　そんなわけで、第一層の空に投影を開始する。ササラキが《マスタースクリーン》にタッチすると、賛さん美び歌かのような効果音と共に、空にリズナの姿が映し出された。ゲームマスター専用スキル、全プレイヤーに声を届かせる《女神の神託》だ。

『おお、なんだなんだ!?』

『女神っぽいな』『女神っぽいね』

『大規模イベントのお知らせと見ました』

『みんなうるさいぞ、静かにしないとノイズで聞こえないから』

　プレイヤー達の声がそのへんから聞こえる。

　リズナはこほんと咳せき払ばらいをして、緊張の声でしゃべりだす。

【みなさん聞こえますか、いまあなたの頭に直接話してます……えと、こんな感じ？】

「最後のはいらないって！　いいから続けて！」

【あ、ごめんね、ササラキくん】

「僕に謝るのもいいから！」

【うん、えーとね、あ、まず自己紹介だった。私の名前は女神リズエルトナです】

　リズナではちょっと普通すぎるので女神っぽい名前にしたのだった。

【えっと、あの、ゲームマスターをやってる、要するに運営のひとりです】

『ゲームマスターだってさ』

『あんなかわいい女の子だったの？』

『だったらアイテム消失バグも許す』

　プレイヤー達たちの怨おん念ねんめいた反応が聞こえる。

【皆さんにお伝えしたいことがあります。この海水はバグではありません】

『仕様なのか』

『どうせ仕様なんだろうね』

『このゲームにバグなんて存在しないもんね』

　もはやあきらめた感じの反応が聞こえる。

【凶悪な魔物《亜空間ウォータージョーズ》の仕業です。倒せば元通りになります】

『討伐系クエストらしいね』

『背景説明がまったくないのがこのゲームらしいな』

『予告なしで街を水没させるＭＭＯってどうなのよ？』

　しまった、理由も考えておくべきだった。

　といっても浸水事件に合理的な理由なんか付けられそうもないが。

【ちなみに千体います】

『多っ!?』

『多っ!?』

『多っ!?』

【みなさんがんばってください！　私は応援してます！　それではまた！】

　ブツン。空から女神リズエルトナの姿が搔かき消えた。

　リズナは額の汗を手の甲でぐっとぬぐうと晴れやかな笑顔になった。

「ね、どうだったかな!?」

　どうもこうも。

「……やっぱり次からアリスに頼みましょう」

「ええええええっ!?」

　当然である。
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　デバッグルームに戻った三人をみかん箱に座ったアリスが迎えてくれた。

「ま、だいたいオッケーじゃない？」

　アリスが笑顔で満足そうにうんうんとうなずいた。

　あれでいいのか。マジで。

「リズナにはがんばってもらわないと。私がプレイヤーの前に顔を出すと面倒だし」

「なんで？」

「私、海外では一応有名人だから、顔が知られると困るの」

　アリスは著名なゲームクリエイターだと自称していた。本当かどうかはよくわからないが世紀の悪法と名高い『仮想現実融和法』によりアバターと素顔の一致は義務化されている（破ると五年以下の禁固刑である）。

　実際に有名人だったら、素顔がバレたら困るだろう。

　それはともかく。

「で、水漏れの解決法、見つけたわよ」

「あっさりだね……」

「だって私、天才だもん」

　ぴっぴっと人差し指を振ってぺろっと舌をみせるアリス。かわいい。

「ササラキが《マスタースクリーン》で《土ど囊のう》を二万個用意すればいいの」

「超力技だった!?　ていうか土囊って!?」

「土囊は災害対策の万能ツールよ？」

　アリスがふんふーんと楽しげに足をぶらぶらさせた。

「いや、地形変化させるとかの方が、楽じゃない？」

《マスタースクリーン》には《天地創造モード》という地形を変化させるためのモードが搭載されている。山も谷も海も、妖精さんに《お願い》するだけで、思いのままに創造することができる、まさに神様の力だ。

「ササラキ、考えてもみなさい」

　が、アリスはウインクをしながら言った。

「妖精さんの仕事は──すっっごく、大おお雑ざつ把ぱなのよ」

　ぴんぴんと指を振るアリス。

「仕事がテキトーだから亀裂修理なんかさせたら絶対に水漏れを起こすわ」

「……………………確かに、そのとおりだね」

　第二層に修道院を配置するだけでも、あんなに苦労したのだ。

　マトモな災害対策なんかできるわけがない。

「オッケ。じゃあ第二層で土囊を作ってきてくれる？」

「なんで土囊じゃなきゃダメなの？」

「土囊なら《浸水しない》っていう属性がついてるから」

「……それって逆に言うと」

「他のすべてのオブジェクトは《浸水する》可能性があるってことね」

「わあい」

　相変わらず終わってるゲームだ、この世界は。
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「で、でもまあ、そんな世界を何とかするのが僕の役目だよね！」

　気を取り直したササラキは第二層に来ていた。アリスと二人だ。リズナとアズラエルの二人はプレイヤー達たちに出したクエストの状況を監視している。いまのところ、千体配置したうちの二十体が倒されたらしい。

　その状況に応じて、ササラキが土ど囊のうで第二層の亀裂を埋めていく。

　おそろしく地味な、土ど木ぼく工事作業である。

「土囊三千個プリーズ」

「はいはーい」

《マスタースクリーン》を操作すると天からドサドサドサと、とんでもない量の灰色の袋が落ちてきた。アリスがぱちんと指を鳴らすと、その袋がモーゼの十戒状態の海（これもササラキが《マスタースクリーン》で開けた）の底に降り積もっていく。

「神話の神様もこんな感じで世界を創ってたのかな……」

「神様には優秀な部下がいるでしょ。天使とか」

「僕らにはいないんだよねえ」

「フュリーならいるけど」

「論外すぎる！」

　悪意の塊の妖精しかいない。

「結局、僕が全部やるしかなさそうだね……」

「そうね。ササラキの《マスタースクリーン》が命綱よ」

　アリスがササラキの前面に展開されたスクリーンをびしっと指差した。

「それは制限なしで、何でもできるツールなんだから」

「うん。責任重大、だよね」

　地形生成にダンジョン生成にオブジェクト生成。キャラクター・データやアイテム・データを変更することはできないが、それ以外ならば、およそ何でもできてしまう。このツールを使って、少しでもこのクソゲーをマシにするのがササラキの使命だ。

「これが使えなくなったら大変だよね」

「大変っていうか、カンペキに詰みね」

　アリスがうなずいた。

「第二層を作ることもバグ修正も何もできなくなっちゃうし」

「どうしようもないね」

「ええ、どうしようもなくなるわね」

　数秒ほどあははと笑いあって、ぴたりと止まった。

「ねえアリス」

「言いたいことは絶望的なほどわかるわ」

　いやな予感しかしない。

　どうしようもないことに限って絶対に起きるのがこのゲームではなかったか？

「き、気のせいだよね。うん……あ、土ど囊のう一万個追加」

　土囊をドサドサドサと積み上げていく。

「失敗フラグを積み重ねる作業をしてる気分ね」

「不吉なこと言わないでよ!?」

「もう五千個追加」

「う、うん」

　ドサドサドサドサ──ぴたり。




　土囊の生成が止まった。

《マスタースクリーン》には赤文字が浮かんでいた。




『《Ｇポイント》が足りません。パワー切れです』




「…………………………アリス」

　アリスは腕組みをして、ふむ、とうなった。

「ササラキ」

「うん」

「ゲームマスターたるものは、いかなる時も冷静であるべし」

「うん」

「まずは深呼吸よ」

「うん」

　すー。はー。すー。はー。

「落ち着いた？」

「うん」

　むしろ最初から落ち着いている。どうせこうなるだろうと思っていた。

「じゃあ、対策を考えましょう」

「うん」

　そういうことになった。あと『このゲームは本当にクソゲーだなあ』と思った。
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　デバッグルームに戻って《マスタースクリーン》の説明書を見た。

「クソゲーだねこれ」

「まったくもってそのとおりのようね」

「落ち着いてる場合じゃないでしょ二人ともっ!?」

　アズラエルが叫んだ。

　メインスクリーンにはこんな説明が映っていた。




『《Ｇポイント》システムについて

　本フィーチャーはパッチ Ver.37 により追加された『とても楽しい』システムです。

　どれぐらい楽しいかというと、ゲームマスターが喜びのあまり涙を流すほどです。

　以下に概要と仕様の背景を示します。




【概要】

《マスタースクリーン》を用いてゲーム中のあらゆるオブジェクト、地形、ダンジョン、モンスター等を生成するごとに《Ｇポイント》を消費します。《Ｇポイント》がゼロになると《マスタースクリーン》が使用できなくなります。




【仕様の背景】

　ゲームマスターのアルバイト達たちから『賽さいの河原で石を積む作業のようだ』『砂漠で落としたギザ十円を探す行為のように退屈だ』という苦情があがったため、ゲームマスターの任務にもゲーム性を取り入れるべく、実装しました。




【《Ｇポイント》の獲得方法】

　初期値は一○○○ポイントです。ゲームマスターごとに設定された《クエスト》を達成するごとに《Ｇポイント》は増えていく予定です。なお《クエスト》についてはパッチ Ver.38 で実装される予定です。




　（文書はここで終わっている）』




　リズナがちょこんと首をかしげた。

「パッチ Ver.38 ってどこにあるんですか？」

「今のところこの世には存在しないわ」

「予定は未定だね」

　うなずきあうアリスとササラキ。

「落ち着いてる場合じゃないでしょ!?　どーすんのよこれ!?」

　代わりにアズラエルが叫んだ。うん。まったくもって落ち着いている場合ではない。万能ツール《マスタースクリーン》が使えなくなった。コレは一大事だ。第二層の浸水を防げなくなったし、それ以外の作業もできなくなった。

「でもまあ、なんとかなるよ、アズラエル」

「ササラキ、なんでそんなに落ち着いてるの!?」

「アズラエルが慌ててるから……かな」

「え」

「ほら、みんなが慌ててたら先に進まないから、僕がしっかりしないと」

「んなっ」

　アズラエルはちょっと嬉うれしそうに、しかしすぐに不満げに口をすぼめた。

「そ、それじゃ私が子供みたいじゃない！　余計なお世話よ！」

「そうかな」

「そうよ！」

　腕と足を突っ張らせて主張されると、ますます落ち着いてくる。

　うん、自分が冷静にがんばらなければ。

「さすがはササラキくんだね！」

　リズナがパチパチと褒ほめ称たたえてくれた。なんだか照れくさくなる。

「で、アリス、対策は思いついた？」

「二つほど思いついたわ」

「さすが天才」

「ひとつ、天才の私が何とかする。ひとつ、天才の私の仲間がなんとかする」

「……ぐ、具体的じゃないこと以外はカンペキな対策だね！」

　落ち着け、冷静になるのだ自分。さっきしっかりしようと誓ったばかりだ。

「だったら私にいい考えがあるわ！」

　アズラエルが得意げに叫んだ。

「要は《Ｇポイント》とやらをいじればいいんでしょ？」

　マントを翻してフフンと笑うアズラエル。

「プログラミングで《Ｇポイント》を何とか増加させてみるわ！」

　ぐっとガッツポーズして得意げな顔。

　ササラキにはその動作一つ一つが失敗フラグにしか見えない。

「何よその目は！」

「いや……ほんとに大丈夫？」

　前は位置ズレのバグを直そうとして、なぜか全裸になっていた。

　とても心配である。

「くっ、だ、大丈夫よ！　あれからすっごい勉強したんだもん！」

　左手に分厚いマニュアルを持って強弁するアズラエル。

「たとえクソゲーでも……が、がんばれば、まともになるのよ！」

「そっか……うん、そうだよね！　がんばろう！」

「何よその優しい視線と声はっ!?」

「アズラエルさん！　それはきっと愛です！」

「そうなの!?」

「ええっ!?　違うよ!?」

「じゃあ何ですか！　哀れみですか！」

「どちらかというと友情……かな？」

「男と女の間に友情なんて存在しません！」

「えええっ!?　じゃあ僕とリズナは!?」

「もちろん愛し合ってます！」

「もちろんじゃないよ!?」

　てんやわんやであった。

「じゃ、そっちの路線はアズラエルに任せるわ」

「アリスは？」

「私はプレイヤーが増えるように外世界で情報工作してくるわ！」

「…………がんばってね」

「お互いね」

　そういうことになった。
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　あれから二時間。

「な──なんとかなったわ！」

　アズラエルがすごい嬉うれしそうに宣言した。

　ついにプログラミングに成功したのだ──というわけでもなんでもなくて、単にパッチ Ver.38 のプロトタイプの《データキューブ》をアズラエルが発見しただけだったが、それでもとにかく嬉しそうだった。

「ほらササラキ、褒ほめ称たたえていいわよ！」

「うん。えらいね、アズラエル」

「なんか言い方がバカにされてる!?」

「いや、そんなことないよ」

　かわいいな、とは素直に思ったが。

「でも問題は中身だよね……」

　とりあえずパッチ Ver.38 の中身を調べてみた。赤色の《データキューブ》を、デバッグルームのスクリーンに放り込むと、ちゃぷんと水音を立てて沈み込んだ。そしてメインスクリーンに説明が表示された。

『パッチ Ver.38　完全完璧ゲームマスター養成プログラム』

　名前で既すでに嫌な予感しかしないが、読み進めてみる。

　想定通り《Ｇポイント》を貯ためるためのシステムだった。パッチを適用するとゲームマスターには《マスターリング》なるアイテムが与えられ《マスターズホール》なるダンジョンを任意の場所に構築できるようになる。

　そのダンジョンでプレイヤーを《幸福死》させると《Ｇポイント》が貯まるらしい。

「なんか、ダンジョンマスター……とかそういうのみたいだね」

　コンシューマＲＰＧの中には、ダンジョンの主になって冒険者を撃退するものもいくつかある。その亜種と思えばいいだろう。思えばゲームマスターの役割というのはダンジョンマスターに近いのかも知れない。

　ただ──ひとつ、疑問点がある。

「幸福死ってなにさ」

　安楽死とはかなり違いそうだ。

　アズラエルは腕組みをして『ふむ』と考え込んだ。

「たぶん幸福のうちに殺せばいいんじゃないかしら」

「……どうやって？」

「プレイヤーを幸福にすればいいのよ！」

「だから、どうやって？」

「…………そ、その方法を考えるのは」

　アズラエルが頰ほおから汗を垂らしながらササラキを指差した。

「ササラキの仕事でしょっ！」

「………………うん、そうだね」

　決して思いつかないというわけではないだろう。

　それにササラキの仕事だというのは確かだ。

「幸福にする……要は、楽しませればいいのかな？」

　将棋とかスポーツとかでも『いいゲーム』をすれば人は幸せになれる。それと同じように、このゲームでもプレイヤーを楽しませることは可能だ。ササラキ自身、何度か、自分の手でそれを実行してきた。

　リズナやアズラエルのためにチュートリアルダンジョンを作ったときとか。

　第一層のラストダンジョンでプレイヤーを皆殺しにしたときとか。

「ん……だいたい、わかったかも」

「ほんと!?」

　アズラエルが身を乗り出してきた。

「うん。たぶん、できると思うよ」

　言い切るとアズラエルはパアッと、子供のような笑みを浮かべた。

　なんか小動物みたいで、頭を撫なでたくなる笑顔だった。

「やったあ！」

　思わず見入ってしまう。

「ん、どしたのよササラキ」

「あ、いや、な、なんでもないよ」

　ぶんぶんと首を振って誘惑を振り払う。

　ここで頭に触れたらまたセクハラと言われてしまう。それは誓いに反する。

「じゃあ早速ダンジョンを作りに──」

　と、ササラキが言ったときだった。

「でも、プレイヤーさん来てくれるかな？」

　リズナが口を挟んできた。

「いま千体のジョーズを退治中だよ？」

「あ、そっか……ていうか、ダンジョン構築する場所すらないよね……」

　第一層は完全に水没してしまっている。プレイヤー達たちは水の中でも動ける《水泳ポーション》を飲んで戦っている。クエスト中にわざわざダンジョンに挑もうという物好きなプレイヤーはいないだろう。

「どうしようかな」

「そこでリズナさんにはいい考えがあります」

　ふふふとリズナが得意げに笑った。

「いい考え？」

「うん。ササラキ君がね──」

　ふふっと笑うと、人差し指でタバコを吸うマネをしてみせるリズナ。

「なにそれ」

「スパイさん」

「は？」

「スパイになって、プレイヤーさんを誘い込めばいいんだよ」





　＊　＊　＊






　水没した第一層、その上空。

　ササラキが《マスターリング》を嵌はめた指で、人の居ない屋根を指差した。木造の屋根がボコンボコンと音を立てて変形してゆく。やがて五秒ほどで、屋根に窓のような入口ができていた。

　あれが《マスターズホール》とやらの入口らしい。

「できたね」

　隣で同じく空に浮くリズナが言った。アリスは『情報操作』とやらのため部屋に籠こもっている。アズラエルは相変わらず、プログラミングで何とかしようとしている。なので二人で《Ｇポイント》を貯ためることにしたのだった。

「じゃあ早速、えもの……もとい、哀れな子羊さんを探そうか！」

「言い直した方がおかしいよリズナ!?」

「誰がいいかなー」

　リズナはササラキの言葉をナチュラルに無視する。

「いやもういいけどね……えっと、知ってるプレイヤーさんがいいと思うんだ」

「そっか。人を楽しませるには、その人を知っておく必要があるもんね」

「リズナかアズラエルを対象に出来たらよかったんだけど」

　説明の補足によればゲームマスターは《幸福死》の対象と認められないらしい。

「でもササラキくんて、ぜんぜん、友達いないよね？　大丈夫？」

「最近ナチュラルにひどいよねリズナ……友達ぐらいいるよ」

「だってアリスさんも結局、お友達じゃなくて、お師匠さんだったし」

「だからいるってば」

　確かに数は少ないが、いることはいる。

　ササラキは《プレイヤーサーチ》の機能でその友達を探す。

　ゲームマスターでなくとも、一般プレイヤーでも使える機能なのだ。

「あ、ほら、あそこにいる」

　指差したそこには、一体のジョーズと戦う金髪ロングの女の子がいた。

「リゲルっていうんだ。この前知り合ったんだよ」

「ふうん。よく死ぬモブさんみたいでいい名前だね」

「名前の第一印象が圧倒的におかしいよ!?」

　ササラキはコホンと咳せき払ばらいをした。

「と、とにかく、彼女たちを対象にしよう」

「うん。あの人達たちを幸福のうちにブチ殺してあげるんだね！」

　やはりこの少女はどこか物言いがおかしい。にへらーと危ない笑みを浮かべている。

「ササラキくん、ターゲットはパーティを組んでるよ」

「そうみたいだね」

　どうやら三人パーティらしい。ローブに魔法使いハットを被ったファイターと、軽装に身を包んだファイター。なぜファイターと断定するかというと、このクソゲーに魔法は存在しないので服装はただのファッションで、全員がファイターだからだ。

「三人ともかわいいね。殺しがいがあるね！」

「リズナ、それ外では絶対に言わないでね」

　それはともかく彼女たちの顔にも見覚えがある。たしかセシリコとサラピという、二人組の女の子だ。リゲルとパーティを組んでいたような気がする。

「じゃあササラキくん、殺す前提でナンパがんばってね！」

「だから言い方がおかしい……あれ、リズナは来ないの？」

「私、女神役だから、姿を現したらまずくない？」

「ん、そっか……何かあったら呼ぶね」

「うん、うまく騙だましてヤっちゃおうね、ササラキくん」

　最後まで満面の笑みでムチャを言うリズナだった。

　ともあれ空からスウッと降りて、リゲル達から離れた屋根に着地。それから靴に、あらかじめ用意しておいた《ニンジャシューズ》を接着剤でくっつける。水の上を歩けるようになるレアアイテムだ。

　なお、なぜ履かずに接着剤かというと、外見が未実装でポーションの形をしているせいで、足を入れることができないからだ。せいぜい小指の先っぽしか入らない。それでも足に付ければ《装備》していることになる。

　閑かん話わ休題。

　リゲルとサラピ、セシリコに近づく。

　彼女たちは《亜空間ウォータージョーズ》と熾し烈れつな戦いを繰り広げていた。リズナが命名したこのサメ型モンスターは、レベル10の冒険者五人とだいたい互角の力を持っているが……彼女たちはかなり不利のようだ。全員、ＨＰが半分を割っている。

「どうしようピンチだよセシリコちゃん！　このサメ歯が怖いよ！」

「落ち着くのですサラピ、私に名案があります」

「すごいねセシリコちゃん！　ちなみに私を見捨てて逃げるのはナシだよ！」

「……………………策はなくなった」

「ひどいよセシリコちゃん！　白馬の王子様、どうかカモーン！」

「水中だからきっとイルカに乗った王子。トリトン」

「なるほど！　というわけで、白いイルカに乗ったトリトン様かもおおんっ！」

「二人ともバカ言ってないで、まともに戦いなさいよおおおっ!?」

　リゲル達たち三人が言い合いしている。

　ササラキはなんだか微笑ほほえましくなりつつ三人の元に走って行く。

『キシャアアアアアアアアッ！』

「わああああきたよきたよきたよトリトン様こなあああい!?」

「現実逃避はやめにして、死を受け入れるのですサラピ」

「受け入れちゃダメでしょうが！　よけなさいよっ!?」

　そのとき、ササラキがすぐそばにたどり着いた。

　凶悪な歯を丸出しにしたジョーズと三人の間にわって入る。

「とりあえず──ていっ！」

　剣を一いつ閃せん。デバッグルームに落ちていた最強クラスの剣《剛剣アロンダイト》──見た目はやっぱり未実装なのでただの《ロングソード》だが──から衝撃波が迸ほとばしり、ジョーズを両断。キラキラとボスモンスターの消滅エフェクトを立てて消えていく。

　とりあえず三人は助けられたようだ。振り向くササラキ。

　そこでは少女達が『ぽかーん』と口を開けてササラキを見ていた。

「おお」

　最初に声を発したのはセシリコだ。

「サラピ。イルカに乗った王子様が来ましたよ」

「…………む」

　じいいいっとササラキの足を見るサラピ。

「どうしようセシリコちゃん、ポーションに接着剤で乗った王子様だよ……」

「人のファッションセンスにケチを付けてはいけません。確かにダサいですが」

「いや……うん、まあ、確かにかっこわるいね……」

　はははと力なく笑うササラキだった。

「って、あなた、ひょっとしてササラキ？」

「あ、うん、久しぶり」

　声をかけてきたリゲルに向かって手を上げる。

　さて、ここからが本題だ。うまく三人をダンジョンに誘い込まないと。

「ありがと、今度も助かったわ。相変わらず強いわね、あなた」

　にこりと笑うリゲル。ぐっといきなり言葉に詰まる。

　うん、まあ、強いのはチートのせいなんだけどね……と。

「この接着ポーション王子はリゲルの知り合いなのですか？」

「どういうあだ名よ……うん、知り合いよ、初ログインの時に助けてもらったの」

「つまりリゲルの初めての男」

「ロマンチックだね！」

　リゲルが無言で木製の杖つえを振りかぶると、ぶん投げた。全力投球である。

　セシリコとサラピにゴギンと直撃。

　二人とも瞬時にぶっ飛んで死んで復活まで三十秒かかった。

「ひ、ひどいよリゲルちゃん……」

「ぼうりょくはんたい」

「黙らっしゃい。セクハラ発言は青少年保護コード、アカウントＢＡＮの対象よ」

「はははは……」

　ちなみに今の発言ぐらいでは青少年保護コードフユリーは反応しない。というかフュリーの運用はひどく恣し意い的てきなので、ササラキが絡むと基本的には反応しないようになっている。

　フュリー曰いわく『マスターの場合セクハラがあった方が面白いので☆』らしい。

　あの妖精はつくづく邪悪そのものだと思う。

「ところでササラキ、あなたさっき女神様に名前呼ばれてなかった？」

「い!?　え、えっときっと、同名キャラが運営にいたんじゃないかな！」

　これから彼女たちを《幸福死》させる関係上、バレるのはまずい。

「このゲームって同名キャラ禁止でしょ、そのせいでクラウド２とかいるけど」

「バグで登録できるんだよ！」

「バグなら仕方ないわね」

　ほっと息をつく。このゲームではだいたい全部の言い訳が『バグだから』で通る。

「ところでリゲルたち、いま大丈夫？　忙しい？」

「忙しいって言うか、サメを倒す以外やることがないんだけど」

「ムチャクチャなクエストなのです。街が水没ってどういうことなのです」

　生産もできないしダンジョンにも潜れない、とブツブツ文句を言うセシリコ。

「……これホントに元に戻るのかなあ……」

　ぐさりと、サラピが何気なくつぶやいた一言がササラキの胸に突き刺さる。

　水没したのはササラキ（とアズラエル）のせいだし、元に戻るかは未知数だ。

　が、ブンブンと首を振って罪悪感を振り払う。今は気にしてる場合ではない。

「で、暇かどうかですか。ナンパですか。セシリコはいかがしますか」

「え？　うーん、ファッショセンスはともかく、顔はかわいいからセシリコちゃん的には乗ってもオッケーかなって思った」

「古くからの友人が尻軽だった件について」

「振ったのはサラピだよね!?」

「……で、ナンパではないわよね？　そもそも恋愛行為は禁止だし。なに？」

「うん、あのね──」




　──そして五分後。

　三人は水没したとある家の屋根の上にいた。

「サメ退治よりは面白そうだよね！」

「きょうみがないこともないこともある」

「へえ、屋根の上が入口なの？　なかなか風情ふぜいがあるわね」

　新しいダンジョンを発見した、と伝えると三人はあっさり乗ってきた。

　ササラキ達たちがゲームマスターだとプレイヤー達にバレるわけにはいかない。Ｇポイントの説明に《プレイヤーに知られた場合、ポイントは半分に減る》とあった。ゲームマスターとしての難易度調整のためらしい。

　ともあれ、三人で家の屋根の上の階段をのぞき込む。

「ほう。石造りの迷宮が広がっていますね」

　魔法使いハットのセシリコが言った。

「いや、ここ普通の一軒家でしょ、なんでこんなに広いの？」

「リゲルはまだ純粋なんだね。サラピは感動だよ」

「このゲームでは時間と空間が歪ひずむことなど日常茶飯事」

「………………終わってるわね」

　などと言い合いながら、薄暗い洞どう窟くつを進んでいく三人。

　その後ろ姿を見ながらササラキは思案する。




　──《幸福死》させる。

　言い換えれば、楽しませながら殺す。

　彼女たちを楽しませるにはどうすればいいのだろう。

　殺すだけなら、いつでも、どこでも、できるのだが。




「（三人のこと、実際、よく知らないんだよね……）」

　リゲルとはちょっとだけ話した。常識人、という感じだった。まあ比較対象がアズラエルとリズナで、あの二人はちょっと（もしくは、すごく）おかしいから、このぐらいが普通のプレイヤーなのだけど。

「（でも、誰にでも共通することはあるはずだよね）」

　アリスに言われたゲーム論を思い出す。

　マスターダンジョンを構築するまえに、一通り教わったのだ。




『ゲームの楽しみっていうのは、要するに『判断』と『結果』の組み合わせよ』

『判断と──結果？』

『ええ。たとえば、単純なゲームでたとえてみましょうか』

　アリスはフィギュアと模型のダンジョンを取り出した。ダンジョンは分かれ道になっていて、左側に宝物と魔物、右側には宝箱だけが配置されている。その分かれ道の手前に、冒険者のようなフィギュアが立っていた。

　アリスは二十面体ダイスを手に持って、ササラキを見つめた。

『はい、状況説明。ササラキ、あなたはこの冒険者で、ダンジョンからできるだけ高額な宝物を持って帰るのが目的よ。左の宝箱には一○○ゴールドが入ってるわ。でもダイスを振ってＸ以下の目が出たら、魔物に負けてしまう──さあ、ここで質問です』

　アリスはウインクをして、二本指を立てて折りながら説明した。

『あなたは左の宝箱を取る？　それとも右？』

『え──ちょっと待って』

『ちょっと待つわ』

『右の宝箱には何ゴールド入ってるの？　あと『Ｘ』っていくつ？』

『ふふふ』

　アリスは得意げに笑ってみせた。

『それは教えてあげなーい』

『え……いや、それじゃ判断できないよ』

『できないでしょ。だからヒントを三つあげる』

　アリスはまたふふっと笑って三本指を立てる。

『ひとつ。魔物は巨人の姿をしています。ふたつ。あなたは以前、同じ姿、ただし色違いの魔物と戦ったことがあり、そのときは簡単に勝つことができました。みっつ、右の宝箱には少なくとも五○ゴールドは入っていそうです』

『え……うーん……』

　簡単に勝てたが色違い。右には少なくとも五○ゴールド。

『はい、答えは？　十秒以内に決めなさい。きゅーう、はーち、なーな』

『え、ちょ、ちょっと待って！』

『今度は待ちませーん。ろーく、ごー』

　ササラキは考える。魔物に勝ったことがあるとはいえ、わざわざ色違いと宣言するからには違う強さのはずだ。右に少なくとも五○ゴールド入っているなら、わざわざリスクを冒して戦うことはない。誰かと競ってるわけでもないのだ。

『えーと、み、右！』

『はい、右ね』

　アリスは右の宝箱をパカリと開けた。たくさんのゴールドと、宝石が入っていた。

『一○○ゴールドとたくさんの宝石が手に入りました』

『おお』

『ちなみにＸは十九だから、左を選んだら二十の目を出さない限り死んでいたわ』

『え……たった五パーセント？』

『うん』

　じゃあ基本的には右で正解だったわけだ。

　ササラキはほっとため息をついて、笑みを浮かべた。

『じゃ、最後に質問。今のササラキの行動、どこがゲームだったでしょう？』

『え？　えーと……左か右かを、選ぶところ？』

『二十五点。左か右かを選ぶプロセス、そして、選んだ結果が正解と知ったところよ』

　アリスが指を立てて解説を続ける。

『まず左か右かを選ぶために、ササラキは思考したでしょう。魔物の強さはどれぐらいなのか、勝てる確率はどの程度か。右にはどのぐらいゴールドが入っていそうか。そもそも自分の本来の目的はなんだったか。それらから総合的に判断するプロセスが──ゲームの楽しみの、主要な一つ《判断》よ』

『なるほど……もう一つは？』

『判断には常に結果が伴うわ。自分の取った行動が正解かどうかが、明らかになる。今回はもう一つの選択肢の結果を知らせたけど、基本的には、ゲームの最終目的──どのぐらいゴールドを稼げたかとかで判断するコトになるわね』

『それがゲームの中身ってこと？』

『ホントはもっと解説したいけど……リソース配分の話とか。でも、ま、そうよ』

『うーん……なんだか、わかったような、わからないような』

『ま、ゲームマスターで実践してみなさい。良いゲームは良い実践からしか生まれない』

　アリスはダイスを手の中で転がしながらくすくす笑った。

『ちなみにクソゲーの定義はね』

　ダイスから手を離す。二十の目が出た。

　もう一回振る。もう一回二十の目が出た。

『こんな風に、ダイスの目をイカサマできるゲームよ』

『………………………………………………なるほどね』

　何をやっても成功してしまう。それは確かにつまらないゲームだろう。




　──というようなことを思い出しながら、ササラキはまた考える。

「（要するに──『適度な難易度の判断』をさせる、ってことか）」

　簡単な問題──ちょっと考えればすぐにわかる問題ではなく、どちらが正解か、確定できない問題について──判断をする。そして判断が正しいかどうか、結果を知る。その一連のプロセスこそがゲームなのだと、アリスは言っていた。

　ササラキは目の前の少女達たちを見た。

　彼女たちはいったい、どんな問題ならば考えてくれるだろう？

　どんな種類の問題ならば、楽しんでくれるだろう？

　まずはそれを見極めなければならない。

「じゃあさっそくダンジョン突入だね！　いくよリゲルちゃん！」

　と、サラピが言って腕をぶんっと振り上げ、走り出そうとする。

「待ちなさい、戦術会議もまだでしょ。そもそも自己紹介ぐらいしなさいよ」

　リゲルが言いながらサラピの首根っこを摑つかんだ。

「げふうっ！」

「自己紹介……リゲルはまるで合コンの司会みたい」

「何よそのたとえ……一緒に冒険する仲間なんだからお互い知っとくべきでしょ」

「ふむう」

　セシリコが無表情のままササラキをじーっとにらんだ。

「あなたはササラキといいましたね」

　棒読み口調でセシリコが言う。どうもこんな感じ。

「私は別にササラキのプロフィールなどどうでもいいのですが」

　いきなりひどい。

「ササラキはいかがですか」

「……どちらかというと、セシリコのことは知っておきたいな」

「なぜに」

「えーっと」

　どうすれば楽しんでもらえるか知りたい、と目的を正直には言えない。

　少し考えてからササラキは答えた。

「ほら、えっと、きみともっと仲良くなりたいし」

「………………………………」

　セシリコがじーっと五秒ほどササラキを見つめた。

　そしてサラピの方に振り返る。

「どうしようサラピ」

「どうしたのかなセシリコちゃん！」

「私、いま、すごい、ドキドキした」

「なるほど！　ひょっとして恋かなセシリコちゃん！」

「どちらかというと殺意」

「なぜに!?」

「初対面の女の子を口く説どくとか。リア充死ね」

「その理論だと初対面の男の子に口説かれた君もリア充だよね」

「……あ」

　しまった、といった風に口を押さえるセシリコ。

「むむ……じゃあ、仲良く心しん中じゆうすべき？」

「恋が一気に進展したね！」

「なにバカ言ってるのよあなた達たちは……」

　リゲルが呆あきれた風にいいながら話を戻してくれた。

「この子はセシリコ。十四歳。見ての通りヘンな子よ」

「ヘンじゃない。むしろ普通少女。普通の魔法少女」

「確かに魔法少女……っていうか、魔法使いっぽいね」

　セシリコは魔法使い風のとんがりハットをかぶりローブを着ている。髪はロング。

　ただし持っているのは杖つえではなく鉄の剣だ。このゲームに魔法使いなど存在しない。

「いいでしょう。ササラキ、あなたをこのセシリコの魔法少女剣で助けます」

「魔法少女剣……まあいっか、ありがとう、よろしくね」

「ササラキ、あなた対応力高いわね……」

　リゲルが呆れた風に言った。ササラキは笑いながらうなずいた。

　アズラエルやリズナと付き合ってればこういう子にも慣れてくる。

「で、私がサラピだよ！　よろしくねササラキくん！」

　シーフ風の緑色の軽装鎧よろいをまとっている。髪はショートカットだ。

「好きな言葉は一撃必殺！　嫌いな言葉は一目退散！　座右の銘めいは前言撤回、だよ！」

「何を言ってるのかまったくわからないけどよろしく」

「わお！」

　サラピが目をキラキラ輝かせて、パンッと手を叩たたいた。

「どうしようセシリコちゃん！　私の渾こん身しんのジョークが受け流されたよ！」

「サラピうるさい。落ち着くべき。耳元で怒鳴らない」

「うるさくないよ！　むしろ冷静沈着・冷酷無比・クールビューティの暗殺者だよ！」

　どうもサラピは暗殺者という設定らしい。かなりムチャがあると思う。

「なんでリゲルはこの二人と一緒なの？」

「んー、誘ってくれたし、それに」

　リゲルは少し笑うと、

「バカ二人だけど、一緒に居ると、なんだかんだで楽しいしね」

「ホワッツ!?」

　サラピが謎の叫び声を上げた。

「リゲルちゃんのとても珍しいデレシーンだよセシリコちゃん！」

「私、いま、すごい、ドキドキした」

「それは恋だねセシリコちゃん！」

「うん」

「百ゆ合り趣味だったんだねセシリコちゃん！」

「そうかも」

「……確かに楽しいね」

　この二人といると、退屈はしなそうだ。

「じゃ、自己紹介はこんなところで、次は戦術ね」

　リゲルが仕切る。戦術とは要するに隊列と役割分担のことだ。

　多くのＲＰＧと同様、このゲームでも最前列は最も危険だ。その理由は、罠わなを最初に踏むから……という理由もあるが、一番はたいていのバグが最前列に集中するからだ。先頭に立つ者は何の理由もなくあっけなく死ぬ。












　そしてバグを避けるには、経験が重要だ。

「じゃあササラキが先頭でお願いできる？」

「うん……あ、ちょっと待って」

　他の三人を楽しませるためには最後尾で見張った方が都合がいい。

「僕はちょっと自信ないな。最後尾を守るよ。三人の誰かに頼めないかな？」

「セシリコちゃんは華麗に断るよ、暗殺者は目立たないものだし！」

「魔法少女は中衛を守るものと法律で決まっています」

「消去法で私かあ……いいけどね」

　結局、サラピが先頭を行くことになった。

　次は役割分担である。といっても全員が戦士で魔法もないというゲームだ。戦術といえば『みんなでタコ殴り』以外は存在しない。よって決めるべきは『誰が敵の攻撃を引き受けるか』だけだ。要するに盾役である。役割名はタンクという。

　死がひたすら安い世界とはいえ、好んで死にたがる人は少ない。

「タンク役はササラキに任せちゃっていいのよね？」

「うん」

「ちょっと待ったった！」

　と、サラピが突然口を挟んできた。

「ここはこの！　華麗なる暗殺者サラピに、お任せして欲しいな！」

「……あなた防御力もレベルも回避力も、ササラキより低いじゃない」

「ふっ、新参者にタンクという一番目立つ重大任務を負わせるわけにはいかないよ！」

　ササラキをびしいっと指差して得意げに（小さな）胸を張るサラピ。

「サラピちゃんの華麗なバック転流タンクをお見せしよう！」

「だめよ、だめだめ」

　リゲルがぴしゃりと言った。

「セシリコ。あなたも何か言ってやって」

「サラピ」

「うん」

「タンク・サラピを期待してる」

　サラピはハイタッチの構え。

「了解ッ！」

　パアンッと小気味よい音を立てて二人の少女はお互いの健闘を祈った。

「って待ちなさあああああいっ!?」

「こうなったらサラピは聞かないのです」

「あの、でもね、効率ってものがね？」

　なおも食い下がるリゲル。

「こんなクソゲーで効率を気にしても仕方ありませんよ」

「うわあ」

　たしかにその通りだが、なんて身もふたもないことをいう少女だ。

「セシリコ。それは違うわ」

　リゲルが力強く断言した。

「確かにこのゲームはクソゲーよ」

「はい。この世界に比類無きクソゲーです」

「だからって私達たちはそれを受け入れていいの？」

　リゲルは自分自身の胸をドンと叩たたいて続ける。

「かつてとある偉人はこう言ったわ──諦めたらそこでゲーム終了だと！」

「……リゲルはスポ根系の人だったですか」

「だいたいイメージどおりだね！」

「たとえクソゲーであっても、私達は私達のベストを尽くすべきよ」

「へえ……」

　ササラキはなんだか胸が温かくなるのを感じた。

　リゲルが積極的に、真剣にゲームを楽しもうとしてくれているのがわかる。

　そうなるとこちらとしても、彼女を楽しませてあげたいと思う。

「ふむう」

　あごに手を当てて考え込むセシリコ。

「とはいってもサラピの説得なんて世界が滅亡しても不可能ですし」

「そこまでなの!?」

「この子は一度決めたら死んでも意見を変えません。アホですから」

「そこを何とか説得しましょう」

「無駄ですよ。いま証明します」

　セシリコが剣を振りかぶると両手で勢いよくサラピに振り下ろした。

　ズガギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイン！

　不意打ち効果でクリティカル。ダメージ八○。




『プレイヤー・サラピは死にました。死因：プレイヤー・セシリコの一いつ刀とう両りよう断だん』




　三十秒後にサラピが復活した（復活ポイントはすぐそこだ）。

「なにするのセシリコちゃん!?」

「サラピ、意見は変わりませんか？　殺しましたよ？」

「殺した後に聞いてどうするの!?　変えるつもりゼロになったよ!?」

「ほら」

「なんで得意げなのよセシリコ……」

　額に手を当ててふうっとため息をつくリゲルだった。

「リゲル。ここは逆に考えるのです」

「逆って何よ」

「私達たちがクソゲーで遊んでるのではありません。私達、この四人パーティこそがクソゲーそのものなのです」

「その考え方、何の解決にもならないわよね？」

「クソゲーとは一切問題が解決しないゲームです」

　深く深くため息をつく、疲れた顔のリゲルだった。

「……わかった、わかったわよ……あなた達に効率を求めた私がバカだったわ」

　結局、リゲルが譲る形になり、タンク役はサラピになった。

　リゲルは呆あきれた風にため息をついていた。。

「（なんか、三人の関係がわかった気がする……）」

　リゲルが一緒だとツッコミがラクでいいなとササラキは思った。
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　そんなわけでサラピを先頭にダンジョン探索である。屋根の上に突き出た部屋の窓に入ると地下への階段が広がっていた。窓を通り抜けて、かがみこみながら暗い木造の通路を下っていく。そんな中でササラキは考えていた。

「（さて……どうやって三人を楽しませるか）」

　今回は、チュートリアルダンジョンを作った時とは違って、ダンジョンの中身は、あらかじめ実装されているらしい。構造はササラキも知らない。どんな中身か（どうせクソゲーだろうが）確認しつつ、楽しませるために罠わなや宝箱や魔物を調整していこう。

　そんな思いを胸に入口の階段を下ると、そこは行き止まりだった。

「いやいや！」

　どう見ても行き止まりである。

「隠し扉はあるかしら？」

「ないみたいだよ！」

　コンコンとレンガの壁を叩たたきながらサラピが答えた。

　ふむ、とセシリコがつぶやいて、サッと手を上げた。

「では解散ですね。お疲れさまでした」

「開始三秒でダンジョンクリアだね！　新記録達成だね！」

「いやいやいやいや！」

　ここでクリアされたってササラキが困る。

「（ちょ……どうなってるの!?）」

『ササラキくん、ササラキくん、聞こえるかな？』

　と、リズナの声が頭の中に響いた。メッセージを送ってきたようだ。

　なお、彼女はデバッグルームのモニタリングルームからササラキ達たちを見ている。

『調べたらそのダンジョン、入口以外まったくないみたい』

「（どーすんのそれ!?）」

『ササラキくんが作ればいいってアリスさんが言ってた』

「（新手の無む茶ちやぶりだね!?）」

『がんばって！　わたしは信じてるよ！』

　がんばるにも限度ってものがある。

「（といっても……とにかく、やるしかないんだよな）」

　未実装、未試験、未調整がこのゲームの三大要素だ。この程度の未実装など日常茶飯事なのである。そして、この程度の未実装に負けていては、クソゲーをまともに改善することなど、とてもおぼつかない。

『ダンジョン構築用のツール、持ってるよね？』

　リズナに言われて手元を見る。ササラキはいま、数学で使うような方眼紙ノートを持っている。Ver.38 パッチで追加された、ゲームマスター専用の《超万能汎用イメージ具現化装置》なるアイテムだ。

　これにマッピングしていくだけでダンジョンが作れるらしい。

　相変わらず、冗談みたいにアバウトなゲーム開発ツールだ。

　ノートを一枚ペラリとめくると方眼紙の一マスに階段の絵。

　そして、それ以外は完全に白紙だ。自由の白い海が広がっている。

「ササラキ、帰りましょ。今回は運がなかったわ」

　リゲルが声をかけてきた。が今それに従うわけにはいかない。

「ちょ、ちょっと待って！　ちょっとだけ！」

「なんで？」

「ほら、もっと探せば隠し通路が見つかるかもしれないし！」

「希望を捨てないその姿勢──さてはこいつ主人公か」

「ヒロイン三人に囲まれてるのもそれっぽいね！」

　この少女達と話してるとすぐに話が脱線する。

「とにかくみんなで探そう！　最初に見つけた人が優勝だから！」

「なにに優勝するのよ、なにに……」

　とにかくなんとか（強引だが）ごまかせたようだ。

　ササラキは扉を探す振りをしつつ、方眼紙を指でなぞってマップを作る。とりあえず階段の北方向に十マス伸ばす。するとゴゴゴゴオオオオオオ！　凄すさまじい地響きと共に、サラピの正面の壁が左右に開いていった。

「おおおお！　カクシツーロ、隠し通路発見！　サラピの優勝だよ！」

「……いや、いまサラピ何かした？」

「ボケ顔をボーッと晒さらしてましたね」

「ボケ顔を見せるのが条件だったのかしら？」

「いきなりひどいよみんな!?」

「（よし、強引だったけどオッケーだ！）」

　背中から汗を垂らしながらササラキはこっそりガッツポーズ。

　この調子でなんとかしていこう。

　レンガ造りの単純な通路を進みつつササラキは必死で頭を回転させる。

「（まずは──時間を稼がないと！）」

　ダンジョンを作るだけの時間を確保する。とりあえず魔物を出そうか？　いや、戦闘になったらササラキも戦わないと不自然だ。手が塞ふさがってしまう。そうこうするうちにもセシリコはどんどんと歩いていく。

「と、とりあえず……罠わなかな？」

　とりあえずその先に落とし穴を設置してみる。

　やり方は、方眼紙に『オトシアナ』と書くだけだ。

　直後、ボシュン。

「ふぎゃうんっ!?」

　サラピの悲鳴があがった。サラピが腰まで床にズボンと埋まっていた。

「罠ね……感知できなかったの？」

　リゲルが呆あきれた風に言った。

　サラピのジョブは暗殺者。罠感知はお手の物のはずなのだ。

「ち、ちがうよ！　直前までは普通の床だったハズだよ！」

「サラピ、みぐるしいです」

「ちがうんだよー!?」

　はいあがりながらうるうると涙するサラピ。

「（……あ、なんかいいかも）」

　胸が痛いが──同時に、ちょっと心地よい。

　なんというかイケナイことをしちゃってる感覚だ。

「（ってこんなこと考えてる場合じゃないや、このスキに）」

　かきかきかきっと方眼紙に書き込むササラキ。

「あらササラキ、なにそれ？」

「ぎくうっ!?」

　リゲルに話しかけられてびびびびびる。

「い、いや、ダンジョンをマッピングしてるんだ」

「へえ……なるほど、私がやりましょっか？」

「慣れてるから大丈夫」

　ナチュラルに噓うそがつけるようになったなあ……と自分で感心する。

　ゲームマスターというのは、噓をつくのが仕事なのかもしれない。

　ともあれサラピを罠わなから助けて、更に進んでいく。ササラキは書いていく。

「（えっと……普通のダンジョン……じゃつまんないよね）」

　せっかく自由にダンジョンが創れるのだ。

　だったら、三人のための特別なものを創ってあげたい。

　ササラキはさっき聞いた三人の設定を思い出す。暗殺者。魔法少女。リゲルは特に設定はないみたいだったが《メインスキル》はドラゴン関係のものだった。何か三人に共通するクエストを創れないだろうか──。

　考えた瞬間、方眼紙がポウッと金色に輝いた。

『仰セノママニ、マスター』

「えっ……」

『クエストを実装シマシタ』

　どうやら方眼紙に宿る妖精さんがササラキの意図をくみ取ってくれたようだ。

　直後、サラピが『おおーっ！』と叫んだ。

「みんな、牢ろう屋やを発見したよ！　イベントの匂いだよ！　投獄されたい人！」

「ことわる」

「私も遠慮するわ。だいたい先客がいるじゃない」

　リゲルが鉄てつ格ごう子しで区切られた牢屋の中を指差す。中には白骨死体。その上にぼうっと、青白い半透明の人ひと形がたの幽霊が浮いていた。革の服を着た男性姿だ。ササラキ達たちに敵意はないようで、オオオと何か声をあげている。

　ササラキは疑問に思う、あれはなんだろう──自分でもわからない。

　このツールはえらくファジーで、勝手に要素が実装されていくのだ。

　たぶん中にフュリーに似た人工知能が搭載されてるのだろう。

「幽霊！　殴り殺そう！」

「既すでに死んでるものを殺すのは不可能」

「じゃあ半殺しにしよう！」

「なるほどそれは名案」

「脳がハッピーな会話してないで話を聞くわよ、ほら」

　リゲルがまともな反応を返してくれるので本当に助かる。

　リゲル達たちが近寄ると、幽霊はリゲルをじっと見据えた。

　そして何かを話し出す。

『君は……君たちは……まさかここに生せい者じやが来るとは……』

「あなたは誰？　ここはどこ？」

「定番の問いだね！　次に」

「サラピは黙ってて」

『私は暗殺者アサシンギルドの一員……そしてここは暗殺者ギルドの廃はい墟きよ……』

「なんと！　あった！　アサシンギルドは本当にあったんだよ！」

「サラピうるさい」

「……で、どうして廃墟になったの？」

『ドラゴンの背中に乗った悪の魔法少女が……ギルドを攻め滅ぼした……』

「なんと。魔法少女は本当にいた」

「いやいや待ちなさい」

　リゲルが呆あきれた風に言った。

「何よこの取って付けたようなテキトーな設定は！」

「このゲームではよくあることだよ！」

「ははは」

　ササラキは乾いた笑みを浮かべた。

　まずい。まちがいなく自分のお願いの仕方が悪かったせいだ。

　ツールの仕様のせいでゴチャゴチャになったらしい。

『どうか我々の恨うらみを……奥に陣取る魔法少女とドラゴンを倒してくれ……』

「なんと！　ドラゴン退治だよ！　ファンタジーの王道だよ！」

「悪の魔法少女……わたしの敵に違いない」

「意味が既すでにわからない……もう帰りたい……っ！」

　リゲルが額に手を当てて天井を仰いだ。ササラキもだいたい同じ気分だった。

「で、でもそういうわけにも行かないよ、とりあえず奥に進もう？」

『おお、ありがたい……奴やつらを倒せば、君たちに報酬を提供しよう……』

「報酬って何よ」

『ドラゴンのツノとツメだ……』

　ぴくっとリゲルが反応した。

「……え、それってひょっとして、鍛か冶じスキルで素材に使える？」

『むろんだ……滅めつ多たに市場には出回らないレアものだぞ……』

　やけに親切な幽霊だ。

　ぴくぴくっとリゲルが更に反応した。

「ふ、ふーん、なるほどねえ……」

　なんだかそわそわと体を揺らしているリゲル。

「よしみんな、進みましょうか」

「現金なリゲル」

「愛らしいね！　大好きだよリゲルちゃん！」

「きゃ！　ちょ、ひっつくな、こらっ！」

「ははは」

　ササラキは笑みを浮かべた。今度は本気の笑顔だった。

　すごいムチャクチャな導入だが、とにかく楽しんではくれているようだ。
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　話しているうちにだんだん三人が求める冒険がわかってきた。

　サラピはとにかく新しい刺激、セシリコはとにかくカオス、リゲルは論理的推理。

　というわけで、それぞれ実践してみる。




「うお、新モンスターだよセシリコちゃん！」

「ぶた人間ファイターの色違いですね」

「スゴいね！　感激だよ！」

　サラピはとにかくちょろかった。




「うおお、このブタ目からビーム撃ってきたよセシリコちゃん！」

「ほう、興味深い」

　セシリコもかなりちょろかった。




「うおおお、このブタ弱点を突かないと殺せないって額に書いてるよリゲルちゃん！」

「目からビーム出してるんだし……ひょっとして目が弱点？」

「てい目つぶし！　（ボウン）うおう爆発した!?」

「ほう、興味深い」

「ふふふ、私のおかげね」

　リゲルも同じくちょろかった。




　とにかくこんな感じで三十分。

　ボス部屋（と設定した）部屋の前で四人は相談していた。

「じゃあタンクの私が最初に突撃するよ！　あとにつづけー！」

「待てや」

　がっしりとリゲルがサラピの首根っこを摑つかむ。

「あのね、ザコはいいけどボスはだめよ。タンクはササラキに任せなさい」

「えー！　やだ、やだ、やだーっ！」

「ドラゴンなんて何レベルかわからないわよ、死ぬのは嫌じゃないの？」

「どちらかというと嫌だよ！」

　このゲームでのデスペナルティは、少量の経験値＋低確率でアイテムだ。

　経験値はともかく、アイテムを失うのは誰にとっても嫌なことである。

「だったら……」

「でも、やだ」

　と、サラピが真剣な表情を浮かべた。

「ここまでがんばってきたんだし！　最後までタンクを貫きたいよ！」

「サラピ、タンクは貫くものではありませんよ」

「どっちにしても、やだ！」

「うーん」

　どうしたものかと首をひねるリゲル。

　ササラキも迷う。リゲルの言うことは確かに正論だ。

　ただサラピの言うこともわかる。彼女は論理的な攻略など重視してない。

　どちらかが妥協するしかないのだが──。

「ササラキ、あなたはどう思う？」

「んー」

　少し考えてからササラキは言った。

「僕が、タンクになるよ」

「えー！　なんで!?」

「いや、さっき、誰がタンクをやるかで、リゲルが意見を譲ったでしょ？」

「譲ったっていうか、諦めたってカンジだけどね……」

「でも、連続で譲っちゃいけないよ」

　サラピの目をまっすぐに見てササラキは続けた。

「仲間って──譲り合うものだと、僕は思う」

「ほう」

「ほへ」

　セシリコとサラピが同時に驚いた風な態度を取った。

「え……ど、どうかした？」

「ちゃんと自分の意見を持ってる男の子だったんだなあと感心してました」

「ただの流されヘタレだと思ってたよ！」

「失礼すぎるね君ら!?」

「うん、でも、言いたいことはわかった！」

　サラピはほがらかな笑顔になるとササラキをびしっと指差した。

「私達たちは仲間だもんね！　今回は、ササラキちゃんに任せるよ！」

　ちゃん付けになった。なんだか嬉うれしい。

「じゃあ作戦を練りましょう。まずササラキが、ありったけのバフ系ポーションを飲んで突撃。攻撃が集中してる間に、サラピとセシリコが横から攻撃。その間にタイミングを見て私がメインスキルでドラゴンを召喚するわ」

「ドラゴン対ドラゴン！　ロマンだね！」

「でもそれ、僕が怪獣大決戦に巻き込まれてブレスで消し炭にならない？」

「召喚する直前に合図するから、そしたら下がって」

「了解」

　作戦は完了。リゲルはふふっと笑った。

「ふふふ、わくわくするわね」

「すごいね！　一分の隙もないカンペキな作戦だよ！」

「このゲームがクソゲーなことを考慮していないこと以外はカンペキですね」

「あなたたち……あーもういいわ、ササラキ、みんな、行くわよ！」

「よおし！　では突撃いいいいいい！」

「なんであなたが号令をかけるのよ!?」

　サラピの号令一いつ下か、ドラゴンの部屋にササラキを先頭に突入した。




　──そして予定どおり全滅した。





　＊　＊　＊






　時は飛んで、三十分後。

　冒険を終えたササラキは、泳いで水没したテレポーターに向かっていた。デバッグルームに戻るためだ。《マスタースクリーン》を使えば一瞬で戻れるが、それだけで《Ｇポイント》を使用するので、例の隠しコマンドを使うことにした。

　その途中、ササラキは『うーん』とうなっていた。

「いちおう、楽しんではくれたみたいだよね……」

《マスタースクリーン》で《Ｇポイント》の表記を見ると五○○ポイント貯たまっていた。どんな判定が行われたのかわからないが、リゲル達たちを《幸福死》させるという任務はいちおう達成できたようだ。

　でも、あれで本当によかったのだろうか？

　疑問に思いつつ水没した魔法陣にたどり着いて起動する。

　シュウンと視界が切り替わり、黒い部屋──デバッグルームに戻った。

「ただいま」

　戻るとアズラエルは相変わらずコンソールに向かいプログラミング中。

　リズナは寝転がって自分の鼻と口を押さえていた。

「……なにやってるの？」

「え、窒息死だけど」

「……なんで？」

「窒息するのって気持ちいいよね？」

　ときどきリズナは現実に本当に戻れるのだろうかと心配になる。

「いや、いいけどね……ところでアリスは？」

「モニタリングルームにいるよー」

「了解」

　このデバッグルームにはいくつもの小部屋がある。モニタリングルームはそのひとつでプレイヤー達のプレイ中の姿を見るための、一軒家のお風呂ぐらいの広さの部屋だ。アリスはそこにいることが多い。

　ササラキが隠し扉を開けてそこに入る。

　アリスの周りをキラキラと光るディスプレイ群が回っていた。

　椅子に座ってそのディスプレイを眺めるアリスは、笑っていた。

　めっちゃくちゃ、楽しそうだ。

「んっふふふふふふふへへ」

　普段からは想像もつかないだらしない声だった。

　顔をのぞき込むと、なんか、よだれをたらしていた。

「ふにゃ？」

　恍こう惚こつとディスプレイを眺めていたアリスがササラキに焦点を合わせる。

　と、すぐに瞳が理知的な輝きに満ちた。

「あらササラキ、おかえりなさい」












「……ただいま」

　切り替え早いなー、と思いつつ返事をする。

「で、どうだった？」

　アリスがニコニコ笑顔で問いかけてきた。

「全滅した」

　ササラキも笑顔で答えた。

　ドラゴンのレベルが三○もあったせいでブレス一発で消し炭になった。

　あのときの選択は、まったく意味がなかったわけだ。クソゲー過ぎる。

「でも……まあ、楽しんでは、くれたみたいだよ」

　消し炭になった後、三人の少女はひたすらこのゲームを罵ののしっていた。とくにリゲルが。バランスってものを考えなさいよとか、なんで第一層でレベル三○のドラゴンが出てくるのよとか、作戦が全部ムダだったんじゃないの！　とか。本気で怒っていた。

　申し訳なく思いつつ、最後に冒険の感想を聞くとリゲルは言ったのだ。

『ん？　そうね──最後以外は、悪くなかったわ』

　ぱちりとササラキに向かってウインクをして。

『あなたと一緒に冒険できて、楽しかった』

　そう言ってくれたのだ。

「そう！　おめでと！」

　ぱちぱちぱち、と拍手するアリス。

　足をぶらぶら揺らして楽しそうだ。

「ササラキもわかってきたじゃない」

　経緯を話すと、アリスはぱちりとウインクをした。

「その人の人となりを知れば、目的を満たす冒険を提供することで、楽しませられる」

「うん、そうだね」

　あの三人は特別にわかりやすかったが。

　きっと、もっと大勢の人たちに対してもそうしていくべきなのだろう。

「アリスは何をしてたの？」

「ん？　ササラキと同じよ」

「僕と同じって……」

　見回すと数千枚ものスクリーンがアリスの周りを回っている。

「楽しむプレイヤー達たちを、見てるの」

　アリスはにこりと笑うと。

「えへへ。すごく、すごく──幸せよ」

「そうなんだ？」

「ええ。あなたもリゲル達と冒険して楽しかったでしょ？」

「うん、それはまあ」

「私はその三千倍楽しかったわ」

「えっ」

「だって、三千人のプレイヤーを見ていたから」

　アリスは両手をいっぱいに広げると。

「自分のゲームをみんなが楽しんでくれる──これ以上に幸せなことがあるかしら？」

「…………」

　アリスの言葉に噓うそ偽りはなさそうだった。

　なんとなく──目の前の幸せそうに笑う少女が、うらやましくなる。

　リゲルを楽しませた時はとても楽しかった。アリスはそれ以上に楽しいらしい。

「すぐにササラキにもわかるわよ」

「そうかな」

「そうよ」

　相変わらず何の根拠もないが、アリスの言葉を聞くと不思議とその通りに思えてくる。

「で、詳しく話を聞かせてくれるかしら？」

　アリスに請こわれて冒険の経緯を説明する。三人と出会ったところから、魔法少女と暗殺者とドラゴンが融合して意味不明なダンジョンになったこと、それから最後にドラゴンを倒すために突入したこと。

「……最後の判断は、よかったのかなあ」

「サラピに妥協させたところ？　なんで？」

「もっといい選択肢とかあったんじゃないかなって」

「ふむふむ」

　アリスが腕組みをして、ほっぺたに指を当てた。

「いい機会だから──プレイスタイルについて解説しようかしら」

「プレイスタイル？」

　アリスがぱちんと指を鳴らすとスクリーンが切り替わる。

　タテヨコの二軸のグラフで、タテが『効率追求』ヨコが『ＲＰ追求』だ。

「効率はわかるけど……ＲＰって、なに？」

「ロールプレイ──役割を演じることの略称よ」

　アリスがひょいっと机に飛び乗って、すちゃりと眼鏡めがねをかけた。

「なにそれ」

「解説用メガネ」

「意味あるのそれ？」

「うん。これがロールプレイよ」

　ニコニコしながら答えられた。

「つまり、役割を演じること──精神的な気分を重視するかどうかってコト」

「ＲＰＧだから、みんな重視するんじゃないの？」

「人によって全然違うわ。アズラエルとあなたじゃ、全然違うでしょ？」

　確かに自分はあそこまでゲーム中の設定になりきれていない。

「で、グラフを見てくれる？　便宜上の名称だけど、効率とＲＰ、両方とも低い人を『エンジョイ勢』、効率だけ高い人を『ガチ勢』、ＲＰだけ高い人を『演技派勢』、二つとも高い人を『イデアル勢』と呼ぶわ」

「ほかはわかるけど『イデアル』って何さ」

「英語で『理想を体現する人』ってコト」

「理想なんだ」

「うん、だって両方楽しめるのが一番でしょ」

「……言われてみれば、そうだね」

　ＲＰＧにはどっちの楽しみ方だってあるのだ。

　どちらも楽しめるのが、一番なのかもしれない。

「ちなみにこのゲームのプレイヤーの分布は、私の調査だとこうなってるわ」

　アリスがまたパチンと指を鳴らす。円状のグラフにプレイヤーが映った。





　ガチ勢　　　：　　　八　人

　エンジョイ勢：九八三○　人

　演技派勢　　：　六九八　人

　イデアル勢　：　　　○　人






　ゼロ人って。

「え、だってクソゲーで理想的プレイなんてできるわけないでしょ？」

「だめじゃん!?」

「そこを何とかするのが私達たちってコトよ」

　明らかにだめだった。

「ま、それはともかく《Ｇポイント》は貯たまったみたいね」

「いきなりどっと疲れたけど……うん、貯まったよ」

「アズラエル、ササラキが頑張ってくれたわよー」

　アリスがパチンと指を鳴らした。壁がスッと消え、もうひとつの部屋と繫つながった。

　机に向かうアズラエルがいた。こっちと目が合う。なんか、疲れた表情だった。

「……そっちはうまくいったの？」

「そっちは、ってことはアズラエルは」

「うっ」

　アズラエルは浸水をプログラム的に何とかする手段を探っていたはずだ。

　どうも、うまくいかなかったらしい。

「わ、笑いたきゃ笑いなさいよ……無能って、ダメダメ天使って……」

　見事にいじけている。どうしたものか。

　アリスが腕組みしながら『ふむ』とうなった。

「だいぶネガが進行してるわね」

　ぼそりとササラキにつぶやく。

「どうしよう？」

「どうにかするのがゲームマスターの仕事よ」

「ゲームマスターって何でもどうにかするのが仕事だね」

「よくわかってるじゃない」

　このアリスには皮肉も通じない。

　とはいえ自分が何とかするしかないようだ。

　ササラキは机に上半身を投げ出すアズラエルに一歩近づく。

「アズラエル、今から浸水解決しに行くけど一緒にどう？」

「やだ」

　一いつ刀とう両りよう断だんである。

「そっか、残念……アズラエルと一緒なら心強かったのに」

「えっ」

　たたみかけるチャンス。

「アズラエルがいてくれれば予期しないバグにも対処しやすいし」

「え……で、でも、それって、私じゃなくてもいいんじゃ」

「このゲームの仕様を（アリスの次に）一番理解してるのはアズラエルだよ」

　多分本当にその通りだと思う。いちばん被害に遭ってるのは彼女だ。

「だから、お願い」

　最後は深々とお辞儀をする。

　アズラエルがちょっと照れくさそうに笑った。

「ふ、ふん、そこまで頼まれたらしょうがないわねっ！」

「おおー」

　アリスが感嘆の声を上げた。ぱちぱちと小さな動作で拍手する。

「ササラキ、あなた、アズラエルの操縦うまいわね」

「車の運転みたいに言わないでよ!?」





　＊　＊　＊






　はじまりの街《ハジマル》、その最さい奥おう部にある城の頂上で、ササラキとアズラエルは割れた空を見上げていた。青空に黒い亀裂が何本も走っていて、そこから滝のように水が流れている。空の裂け目だった。

　第二層の方から土ど囊のうを積む作業は既すでに終えている。今は場所の関係上、どうしても下層からしか届かない穴を塞ふさぐ作業に入っていた。直すためには、あそこのすぐそばまで、近寄らなければいけない。




　──どうやって？




　このゲームにおいて、第一層の天井は三百メートル上空である。そしてゲーム中で最も高い建造物は《アークハジマル城》で、高さは五十メートルだ。その間の二百五十メートルを、本来ならテレポートなり飛行なりですぐに縮めることができる。

　が、今のササラキはゲームマスターとしての能力を自由に使えない。飛行するだけで一秒ごとに一ポイント《Ｇポイント》を使ってしまうし、完全テレポートならば一○○ポイントだ。今まで稼いだ《Ｇポイント》は五○○。大量の土ど囊のうを生成するだけで使い切ってしまう数字だった。ムダにするわけにはいかない。

　そんなわけでササラキ達たちが取った行動は──。

「このポーションの山はどういうことよ、ササラキ」

　リュックサックに大量のポーションを詰めながら文句を言うアズラエル。

「買ってきたんだよ」

「なんで？」

「それで空を登るんだ」

「空を登るって……何言ってるのよあなた」

「いや、このゲーム、自由にオブジェクトを置けるよね」

「そうね」

「ポーションは一瓶につき高さ一○センチあるよね」

「そうね」

「積み重ねていけば二五○○個で二五○メートルになるよね」

「……つまり？」

「今からポーションタワーを作る」

　ほら、こんな感じの、と言いながらササラキはポーションを積み上げていく。十個ほどポーションをタテに積み上げると、腰の高さほどのポーションタワーができた。その上にひょいっと乗ってみせる。

　棒の上に乗るサーカスの曲芸師のようにササラキはバランスを取って見せた。

「いやいや!?　バランス的に、おかしくないそれ!?」

「大丈夫、見た目より当たり判定広いんだ、この瓶」

　ササラキは笑って答えた。実際、グラグラ揺れることもない。

　一度設置したアイテムは、基本的に移動することはない。

　その特性を利用すればこんな曲芸技も可能だ。

　ササラキが数週間前に発見したバグの応用である。

「……つまりポーションをブロックにして登ってくってこと？」

「うん。他のアイテムでもいいけど、これが一番大量調達しやすいし」

「このゲームに『バランス』なんて言葉はないから大丈夫だよ」

　オブジェクトはどこにでも置ける。針の先にダンベルだって置ける。

「何も大丈夫じゃない気がするわ」

「大丈夫、最初からこのゲーム、何もかも大丈夫じゃないから」

「やっぱり大丈夫じゃないじゃない！」

　文句を言うアズラエルだったが代案があるわけではなかった。

　そんなわけで、二人で作業に入る。

　ポーションの瓶の先っぽにポーション瓶を置いていく。それをひたすら繰り返す。アズラエルがポーションを取り出す役で、ササラキが置いていく役だ。三十個ほど置いたところで背が届かなくなったので、ポーションの塔に左手でしがみつく。

　そんな賽さいの河原で石を積むような作業を繰り返す。残りは二四○○個だ。

「ササラキ……私達たちは何をやっているの……？」

　ポーションタワーにつかまったアズラエルが、うつろな目で問いかけてきた。

「もちろん、ゲームマスターだよ」

「ゲームマスターってポーションの瓶を空中に詰むのが仕事なの!?」

「なんとなく違う気もする」

「なんとなく、じゃなくて明らかに違う！」

　ううー、と涙目になるアズラエル。

　どうも、彼女はこの仕事はお気に召さないらしい。

「でもまあ、元々の原因は僕らにあるわけだし……」

「はうっ！」

　と、アズラエルの動きが止まってしまった。

「そ、そりゃあ悪かったとは思ってるけど……離婚はしなきゃダメだもん」

「うん……まあ、僕のせいだよね」

「そうよっ」

　ジト目でササラキを見やるアズラエル。

　己の体を隠すように両腕で抱えている。

「け、結婚とかそういうのは、本当に好きあってないと、ダメなの」

「確かにそうだけど」

　クソゲー世界でのおままごとみたいな結婚だが。

　アズラエルは、相当、気にしているようだった。

「うう……ママとかおばあちゃんに、どう説明すればいいのよ」

「いや、それは単に説明しなければいいのでは」

「ダメよ！　家族報告は大事でしょ！」

　意外に家族思いな彼女だった。

　そんなこんなで、ぶつくさ言うアズラエルに付き合いつつ一時間。

　ようやく、青空に空いた黒い穴の付近まで到達した。

「ふわ……流石さすがに……すごいわね、風景は」

　眼下に広がる広大な草原とちっぽけな街。

　水没してしまった家々がキラキラと輝いている。

　そんな広がる風景にアズラエルは見入っているようだった。

　──綺き麗れいだな、と思った。

　その姿を見て、ぴんっと閃ひらめくものがあった。

「ねえ、アズラエル。アズラエルが穴を塞ふさいでみる？」

「え──」

「僕が権限を分け与えれば、できるよ」

　アズラエルは空を見上げた。五メートル四方の黒い穴が空にぽっかり空いていて、そこから海水が滝のように流れ落ち続けている。当初の計画では、あそこに土ど囊のうをササラキが詰める予定だ。およそ五千個を生成すればＯＫのはずだ。

　自分がやる予定だったが、アズラエルに任せようと思った。

《マスタースクリーン》を使えば、アイテム生成能力を彼女に渡すことができる。

「それ、何か意味があるの？」

「意味はないけど」

　ササラキはにこりと笑うと。

「天使様が空の穴を塞ぐ──って、なにか絵になる気がしない？」

　言い切るとアズラエルはパチパチとまばたきをした。

　ササラキの提案を頭の中で反はん芻すうしているかのようだった。

　やがて。

「ふ、ふーん。まあ、興味ないこともない……かしら？」

「（めちゃくちゃあるんだね……）」

　キラキラと瞳を輝かせるアズラエル。

　エサを待つハムスターみたいでなんだかかわいい。

　そしてアズラエルがポーションの瓶の上に立った。つま先立ちだ。その様子をササラキは横から見ていた。ポーションタワーに挟むようにして置いた、透明のアクリル板の上だ。アズラエルが何か詠唱をしているようだった。

『……黄昏たそがれよりも深き者よ……っ！』

　なんだかとっても楽しそうな声だった。

「（どこからああいう呪文持ってくるんだろ……）」

『世界を我が手で──修復してみせん！　たあっ！』

　アズラエルがぶんっと剣を振る。

　と同時に、左手でササラキの渡した《マスタースクリーン》を操作する。水のしたたる暗い割れ目が、ゴゴゴゴと音を立てて狭せばまっていく。やがてゴトン！　アズラエルのすぐ頭上で、巨大な割れ目は閉じきった。

　任務──第一段階は完了だ。

「やったわササラ──あっ」

　直後のことだった。

　ブオウと、凄すさまじい衝撃波が上からやってきた。おそらく裂け目が閉じきったことによる反動だろう。ポーションタワーには影響はなかった。アズラエルには影響があって、まるで天使のようにフワリと浮きあがった。

　そして落ちた。

　ばびゅーんと二五○メートル落下していった。

　アズラエルは飛べないのでそのまま地面に叩たたきつけられた。

　なお、このゲームでは五メートル以上の落下ではメートル×十のダメージを受ける。

　そのへんまで思い出したところで、下の方から『ぺしゃん』と音がした。




『プレイヤー・アズラエルは死亡しました　死因：墜落死』




「………………………………」

　なんとも言えない気分でササラキはえっちらおっちらとポーションタワーを下った。下まで降りると復活したアズラエルが待っていた。頰ほおを赤くして、歯をかみしめて、恥ずかしげだった。

　目を合わせて何を言おうか迷っていると、アズラエルが先に切り出した。

「今のは合ってるわ」

　フフンと笑って見せた（なお頰には汗が伝っている）。

「わざとだと」

「ええ。役目を終えた天使は翼を失うものなの」

「なるほど」

「ホントよ」

「わかってるから」

「ホントだってば！」

「わかってるから」

　だいたいわかってる。

　アズラエルはまあ、一事が万事、こんな調子なのだ。

　そしてそれを好ましいと思う、自分がいることも。
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　楽しいポーションタワー構築＆登はん作業を終えて、ササラキ達たちはまたデバッグルームに戻った。アリスがメインスクリーンに映る水没した街を腕組みして見すえて、ふむふむ、とつぶやいていた。

「ん？　あ、戻ったのね、おつかれさま」

「うん、うまくいったよ。次は何？」

「元栓は閉めたから、次は水抜きよ」

「なんかお風呂みたいだね……」

　言いながらササラキはメインスクリーンを見た。プレイヤー達は空を見上げて『空は戻ったぞ！　もう少しだ！』とか『水っていつ抜けるんだろ？』とか言ってる。いつ抜けるかなんてこっちが知りたい。

「ところで《亜空間ウォータージョーズ》の方はどんな感じ？」

「とっても順調だよ！」

　リズナが答えてパッと手元のスクリーンに状況を映した。

「えーと、倒されたジョーズが六六八体。死亡したプレイヤーが三八二○人。キルレシオはだいたい六対一（六人殺す間に一体死ぬ）カンジだから、わりと緊張感があるんじゃないかな♪」

　相変わらずプレイヤーの死については楽しそうに話す少女である。

「でも、このペースだと水を抜く前に全滅しちゃわない？」

「うーん、そっか……じゃあちょっと強化するね」

　リズナがくるりんと回って女神の格好になる。

　そして《マスタースクリーン》を操作して空に浮かび上がった。

【みなさん、がんばってるみたいですね！　三分の二のジョーズが倒されましたよ！】

『あ、女神リズエルトナだ』

『笑顔のわりにどす黒い女神だ』

『ドジッ子のうえに腹黒くてかわいい女神だ』

　どうもプレイヤーの間ではそういう評価になってるらしい。

【この調子──と言いたいところですが、ちょっと問題が発生しました！】

『問題って、このゲーム問題しかないじゃん』

『そもそもこのジョーズ何の意味があるんだ？』

『間違いなく何の意味もないと思うぞ』

　さんざんなことを言われてる。事実だから困る。

【えーとですね！　ジョーズの体力が今から十倍に増えます！】

『なぜに』『どうして』『なんでやねん』

　ツッコミの数々。

『え、理由？　ジョーズさんが、えーと、仲間を殺されて復ふく讐しゆうに燃えてます！』

『燃えないだろ』『ジョーズは燃えないよね』『水生だしね』

　ツッコミの数々（その二）。

『と、とにかくみなさん、がんばってくださいっ！　リズエルトナでしたーっ！』

『投げた』『投げ出した』『投げ出し女神』

　ブツン。

　映像は途切れ、リズナはふうっとため息をついた。

「どうかなササラキくん！」

「……………………うん、がんばったね！」

　もうツッコまないことにした。

「えーと、気を取り直して……水抜き作戦だね！」

　うんうんとアズラエルとうなずき合う。

「どうやって水を抜けばいいのかな」

「同じことをすればいいのよ」

　アリスが言った。

「つまり？」

「もっかいＴＰを貯ためて、一層の最下部を《ザ・ファースト・ケーキカット》よ」

「……え」

　アズラエルと目を合わせてぱちくり。

　同時にかあっと、ササラキ自身とアズラエルの両方の頰ほおが熱くなる。

「あ、ちょ、ちょっと待って！」

「ちょっと待つわ」

「アレって一回しか使えないんじゃないの？」

「別にそんな制限はないわよ。何回だって使えるわ」

　ファースト（初めて）とはいったいなんだったのか。名前がバグっている。

　もっともこのゲームで名前とスキル効果が一致しないなど日常茶飯事だ。

　あんぐりと口を開けるアズラエルであった。

「一層の最下部って……そんなところ開けて、大丈夫なの？」

「大丈夫。設計書では最下部に行ったデータは最上部に回ることになるわ」

「なにその昔のファミコンみたいな仕様……あと最上部って？」

「ここよ」

　アリスがデバッグルームの天井を指差した。

「で、あらかじめシュレッダーに水が行くように水路を作ればＯＫよ」

「なるほど……それなら確かに、いけそうだけど」

　チラリとアズラエルを見やる。胸がどきどきしてくる。アズラエルともう一度ああいうことをしなければいけないのか……いや、嫌なわけではないが。しかし、アズラエルのほうは嫌だろう。あの事件以来、ササラキをずいぶんと嫌っているのだ。

「そーゆーわけでアズラエル、ちょっと水着になって」

　などと考えてたらアリスがわけのわからないことを言い出した。

「何がどういうわけで水着!?」

「今のままじゃＴＰが足りないでしょ。一層の最下部に行く途中に、水着デートすればたくさん増えるわよ」

　パチンとアリスが指を鳴らすと、たくさんのマネキン人形が床から生えてきた。女性形のマネキンである。それぞれが水着を着ていて、ハイレグやらビキニやら黒やらピンクやら、とにかくよりどりみどりだ。

「どれがいい？」

「なぜ僕に」

「え、だってササラキの好み通りじゃないとポイント五割減よ？」

「誰よそんなムダに高度なシステム作ったヤツはーッ!?」

「もちろんフュリーちゃんの旧マスターですよ☆」

　相変わらず最悪だ旧マスター。

「で、ササラキくん、どれがいいのかな？」

「え、ちょ、いや、あの」

　リズナににっこり笑顔でせまられてたじろぐ。

　どれがいいって……いや、そんなこと言われても。

「リズナおねーさんにだけしょーじきに教えて？」

「しょ、正直っていっても」

「やっぱり一番おっぱいが目立つビキニ？　清純な感じのワンピース？　とにかく露出してればなんでもいい？　色はあまあまなピンクかな、オトナな黒かな、元気ッ子な黄色かな、それともシルバーかな？」

　たたみかけてくるリズナ。ていうか近い。近すぎる。どきどきどきどき。

「いや、僕は──なんていうか──」

　リズナから視線を逸そらして周囲を見る。と、マネキンの一体が目に入った。すらりとしていて白色のワンピースを着ていた。一瞬、心臓がどきりとした。もしアズラエルがあれを着たら──きっと、すごく、どきどきするはずだ。

「なるほど、白ワンピなんだね」

「ああっ！」

　ばれた。

「ということでアズラエルさん、よろしく」

「だからよろしくって何を!?」

「もちろん水着サービス」

「しないわよ私は!?」

「ふーん」

　ニコニコ笑顔のままリズナは続けた。

「じゃあ、ケーキカットができないから、第一層は浸水したまんまですね」

「ぐっ！」

「あーあ。ひどいなー。みんなビショビショに濡ぬれたまんまだなー」

「ぐうっ！」

「ねーアリスさん、こうなったのは誰のせいでしょうかねー？」

「疑いようもなくアズラエルのせいね」

「はううっ！」

　ぷるぷると涙目で震えるアズラエルであった。

「た、た、たしかに私の責任だけど……っ」

「うん、じゃあ二人でデートしてきてね」

「ついでに第一層の深部まで行って貰もらいましょ、そこに穴を開けるの」

「あううう……」

　アズラエルが水着を見て恥ずかしげに自分の体と見くらべた。

「あとササラキ」

「なに？」

　アリスはびしっとササラキを指差すと、

「デート中はちょっとだけ素直に、感想を口に出してみなさい」

「え──なんで？」

「感情を言葉にするとね。自分と相手を客観視できて」

　アリスはにんまりと笑った。

「とーっても、楽しいわよ？」
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　とにかくそういうことになった。

　二人は第一層の城門の上にいた。第一層の城の最下部には牢ろう屋やがあり、そこの下が最下層らしい。当然今はすべてが水没しているので、泳いでいく必要がある。だから二人が水着なのも当然なのだ──本当にそうか？　最近自分の思考が疑わしい。

「うううう……」

　アズラエルは大きな胸を隠して恥ずかしげにササラキを見ている。しかし隠しきれてない。それぐらい、大きい。なお水着は白のワンピースだ。ふだん黒や濃色の服しか纏まとわないアズラエルだけど、不思議と、白が似合っていた。

　足はすらりと伸びている。

　裸足はだしの先端はぶるぶると震えている。

　正直に言って──うん、すっごい、綺き麗れいだ。

「ちょ、そ、そんな集中して視ないでよう……」

「いや……み、見るよ、それは、うん」

　ササラキはどきどきする胸を押さえる。アリスの言葉を思い出していた。

『ちょっとだけ素直に、感想を口に出してみなさい』

　どういう意味があるのかわからないが……アリスの言うことだ。

　きっと何か意味はあるに違いない。とにかくやってみよう。

「き……き、き……」

　どきどきどきどき。

「き？」

「き、嫌われたく、ない、と、思ったけど」

「は？　……なにそれ？」

　綺麗だ、と素直に言おうとしたけれどムリだった。

　ササラキは心の中でため息をついた。

　やっぱり自分はヘタレだ。

「嫌われたく、って……べ、別に」

　アズラエルがぷいっと横を向いた。

「嫌ってるわけじゃ……ないけど……」

「え」

「あ、か、勘違いしないで！　好きって訳でもないから！」

「じゃあどっち？」

「どっちでもない！　なんでもない！」

　肩肘を張って言い張るアズラエル。

　ぷるん、とその両胸が激しく揺れた。

「あ、ちょ、ちょっと見ないでよ！」

「ぜ、善処するから！　あんまり揺らさないで！」

「揺らさ……あーもう、やだもう、なんで男って、こんなエッチなの！」

「ぼ、僕に言われても困るよ！」

　てんやわんやだった。

『もしもーし、二人とも聞こえるー？』

　と、リズナの声が響いてきた。

『あのね、デートだから腕を組んで行かなきゃダメだよー』

「んなっ！」

「なあっ！」

『じゃあがんばってねー、えへへへー』

　そしてぷつんと切れる通信。

　アズラエルはしばらくぷるぷると震えた後、くわっと目を見開いて。

「ササラキ！」

「はい！」

「ぜったい、ぜ──ったいに！　意識しないでよね！」

「え、意識しないって……何を!?」

「い、いろんなこと！」

　この時点で既すでにムリだと思ったが、とにかくうなずくササラキだった。
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　ともあれ二人のデートは更に続く。

　水着姿のアズラエルと共に海をぶくぶくと潜って、城に向かっていく。割れたステンドグラスの窓を通り抜けてお城の中に入る。広々とした玉ぎよく座ざの間についた。赤絨じゆう毯たんが百メートル以上にわたって敷かれていて、その先に玉座がある。

　ほかに調度品は何もない。プレイヤー達たちに盗まれたからだ。あとついでにＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターも誰もいない。プレイヤーの間では『手抜きで間に合わなかった』とウワサされている。それはたぶんというか確実に間違いなく事実だろう。

　だが──この部屋には一つだけ秘密が隠されていたのだ。

「玉座の後ろに隠し階段がある、ってアリスは言ってたよね」

「どんだけベタなのよ……とにかく探すわよ」

　腕を組んだまんま、二人で玉座の後ろまで泳いでいく。

　そのヒジにときどきぷにっ、ぷにっと何かやわっこいものが触れる。アズラエルが意識するなと言っていたアレだ。仮想空間なのに、いや、だからこそか、とんでもなく、やわらかくてすべっすべだ。

　正直、気が気ではない。

　アズラエルはどうなんだろう……と、アズラエルを見る。

　真剣に玉ぎよく座ざを見つめていた。しゃがんで玉座のあちこちをカンカンと叩たたいている。

　その動作がなんだか小動物っぽくて、ササラキはくすりと笑ってしまった。

　と、そのとき視線にアズラエルが気がついたようだ。

「……なに見てるのよ、セクハラ！」

「え。いや、そういうつもりはなくて」

「じゃあどういうつもりよ！」

「いや……なんか、その、ほほえましくて」

「やっぱりセクハラじゃない！」

　いや違うのだ。確かにアズラエルは顔も綺き麗れいだし胸も大きいし、どきどきしてくるけど。今はそうじゃなくて、なんか、秘密の通路を探る様子が、出口を探すハムスターでも見るような気分だったのだ。

　と、本人に言ったら怒るだろうから、言わないけれど。

　そうこうするうちに玉座の裏にたどりつく。

「隠し階段ってどうやって隠してるんだろ？」

「とにかく片っ端から探すわ」

　ササラキが床を、アズラエルが玉座を探る。

「スイッチとかない？」

「ないわね……玉座を動かすとか……あ、玉座に穴が空いてるわ」

「ほんと？」

　そばに泳いで寄って見てみると、細長く黒い穴がそこに空いている。ただの装飾のようにも見える。どうしたものかと考えていると、アズラエルがピンッと何かを閃ひらめく仕草。

「王家に伝わる物品をココに入れるのよ、きっと！」

　ＲＰＧらしい発想ではある。

「……王家って、そんなのあったっけ……？」

　このゲーム、第一層に城は存在するものの設定は完全にブン投げられている。

　この城がそもそも王国の城なのか単なるアトラクションなのかすらわからない。

「やってみないとわからないわ！」

「何をやってみればいいのか」

「ふふふ、私に考えがあるわ」

　アズラエルが《魔剣グラム》をしゅらりと引き抜いた。

「これ、剣を入れるのに丁度いいでしょ？」

「確かにそのぐらいの穴だけど」

「この伝説の剣を持つ者だけが地下に入れるという寸法よ」

「地下って地ち下か牢ろうだよね……それじゃ不便すぎない？」

「細かいことはいいの！」

　そもそも地ち下か牢ろうが玉ぎよく座ざの下にある時点でおかしいが。

　まあ、このゲームで確かに細かい点は気にしてはならない。

「それじゃあ行くわよ──我が永えい劫ごうの魔剣よ、封印されし道を開け放ちなさい──」

　なんか詠唱を始めた。まあ他にヒントがないのも確かだし、アズラエルに任せよう──と思っていたら、玉座の肘掛けの裏に、金色のボタンっぽい装飾が見えた。押しこめそうな気がする。

「たあっ！」

　アズラエルが《魔剣グラム》を突き刺した。

　二秒経たった。五秒経った。それでも何も起きなかった。

「………………」

　ササラキはふと思い立って、金色のボタンをぽちっと押した。

　すると、ゴゴゴゴゴウ！

「きゃっ!?」

　アズラエルの下方に下り階段が開けた。

　アズラエルが驚いた表情の後、歓喜の表情になった。

「ね、ほら見て見て！　ホントだったでしょ！」

「え」

「ふっふーん、さすがは私！　名推理ね」

「え」

　ササラキは数秒ほど考えてから、にこりと笑った。

「……うん、そうだね！」

「え、なによその妙に優しい笑みは」

「いや、なんでもないよ」

「むー？」

　不思議そうな、でもちょっとだけ嬉うれしそうなアズラエル。

　やっぱり、見てると、かわおもしろい。
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　水没した地下の石いし牢ろうは煌こう々こうとたいまつの明かりで照らし出されていた。

　なぜ水中なのにたいまつが……などとは二人はもうツッコまない。

　ここはそういう世界なのだ。

　ともあれそんな水の世界をアズラエルと手を繫つないで泳ぎ進んでいると。

『ときめきポイント取得：手を繫つないでデートが達成されました』

　そんなシステム音声が響いた。

　どうやらデートは完了したと見なされたらしい。

　アズラエルがふうっとため息をついた。ぼこっと水泡が口元から出た。

「ほ、ほら、デートごっこは終わり！」

「あ、うん……」

「何よその残念そうな声」

　ジト目でササラキを見つめるアズラエル。

「……どうせ、えっちなこと考えてたんでしょ」

「いや、えっと、そういうつもりは……」

　ないよ、と完全に言い切ることはできなかった。アズラエルはほんとに綺き麗れいだ。ワンピース水着の胸がこんもりと膨れあがっているし、ハイレグの太ももはぴっちりと引き締まっている。意識するなという方が無理だ。

「ごめん、ちょっとは考えてたかも」

「なっ……しょ、正直に言わないでよ、ばかばかっ！」

　更に身を隠してしまうアズラエルだった。

「……で、ＴＰは？　いま何ポイント？」

「いまのでやっと一二○ポイントですよー☆」

　フュリーの声が右から響いてきた。

　見るとグリーンのビキニになぜか着替えた妖精がそこにいた。

　ぱたぱたと羽ばたきながら水中を器用に泳いでいる。

「フュリーちゃんはいつでもマスターの背中（を刺すため）に控えていますよ☆」

「怖いよ!?」

　この妖精はだいたい常に邪悪だ。

「で、まだポイントが足りないね……もっかい手を繫いでみる？」

「あ、ダメですよー。同じ行動だとマンネリ化でＴＰは貯たまりません」

「またムダに高度ね……」

「で、あとの貯める方法ですけどー」

　フュリーが両手をぱっと広げると、ポンッと水中にスクリーンが出現した。

「要するに粘膜接触が必要ですね」

「いや、それも一回やったよね？」

　ラバーラバー・キャンディとかいうのの力を借りてやったはずだ。

「あ、アレはお口とお口同士ですから。他の部位ならオッケーです」

「他の部位って……」

「もちろんめしべとおしべ的な──」

「きゃああああああああああああああああああ!?」

　アズラエルが盛大に叫んだ。

「なによこの下品な妖精はああああああああっ!?」

「あれ☆　あれあれ☆　何を想像しちゃったんですかねー☆」

「フュリー……さすがにそれはないよ……」

　ササラキも若干胸が熱くなる。いくらなんでも、それはその、まずすぎる。

「まったくマスター達たちは純情ですねえ☆」

　フュリーはくすくすと笑うと、一瞬目をキラリと冷たく光らせた。

「ここはしょせんゲームの、ウソの世界でしょう？」

　そして満面の笑みを浮かべると。

「マスター、あなたは何でもできます。絶対者です。何をしてもいいんですよ☆」

「な──」

「そこのアズラエルさんにいっぱい、えっちなことしちゃいましょうよ☆」

「ちょ──」

　言われて思わずアズラエルを見る。

　アズラエルがびくんっとおびえた瞳でササラキを見つめ返した。

　一瞬で、自分が、ものすごい犯罪者になったような気分だった。

「……フュリー」

「はい☆」

「そういうのは、違うよ」

「なにがどう違うんですかねえ☆」

「たとえゲームの中でも、できることと、できないことがあるんだ」

「モンスターは躊ちゆう躇ちよなく蹂じゆう躙りんするのに、プレイヤー相手だとできないんですか☆」

「そういう理由じゃなくて……アズラエルは、友達だから」

「ふうん？」

「ゲームの中でも、友達は、友達なんだから、ひどいことはできないよ」

「友達じゃなければするんですね☆」

「しないよ」

　ササラキはアリスと同じように笑った。

「プレイヤーはみんな、僕の仲間だし」

「あーあ☆」

　フュリーはやっぱり楽しそうにくすくすと笑っていた。

「つまんない男ですねーマスターは☆　もっとカオスの化身になってくださいよ☆」

「いや、君の期待するとおりにはなれないよ……」

　フュリーはくるりんと回って、腕をぐーっと伸ばした。

　どうやらササラキの説得（あるいは誘惑）を諦めたようだった。

「あ……えっと」

　ササラキをじーっと見ていたアズラエルが声を発した。

「ひ、ひどいこと、しないのよね？」

「しないってば。仲間だし」

「そ、そっか……」

　ほおっと胸を押さえながら安堵のため息をつくアズラエル。

「ありがと……じゃ、なくて！　当然よねそんなの！」

　無邪気に笑う、勢いを取り戻したアズラエル。

　こっちの表情の方がおびえてるよりずっと似合っていた。

「で、どうするんですかマスター☆　結局粘膜接触は必要ですよ」

「粘膜って口とか以外にもいろいろあるよね」

「ほう☆　耳の穴を舐なめるとか？」

「それだ！」

「それだ！　じゃないわよーっ!?　ひどいことしないんじゃなかったの!?」

「耳の穴ならひどいことじゃないと思う」

「ふざけないで、ばか、死んじゃえっ！」

　しかし代だい替たい案は出てこなかった。

　アズラエルが胸の前で両手の拳を揃そろえてプルプル震えている。

「さ、覚悟を決めてくださいね、アズラエルさん☆」

「ううううううううう……」

　ぶるぶると震えている。

　耳の穴を舐められるのがあまりに恥ずかしいらしい。

　それでも拒否はしなかった。涙目でササラキに耳を向ける。

「え、えっと……それじゃ、し、してもいい？」

　どきどきしながら言う。ササラキもめちゃくちゃ緊張している。

　この白い耳の穴を舐めるかと思うといくら仮想世界でも──いやしっかりしろ自分！

「その言い方やらしいっ」

「ごめん！」

　キッと涙目でササラキを睨にらむアズラエル。

「ちょ、ちょっと待って！　設定の準備する！」

「設定の準備って」

「ええとええとええとええと」

　カチャカチャと頭の中で計算する音が聞こえてきそうだ。

「告死天使アズラエルの体からは──アズニウムが放出されてるの！」

「アズニウム」

「それを定じよう命みようのあるものに与えると、なんかこう、すごい力が出るの！」

「すごいチカラ」

「だからこれは決してえっちなコトじゃなくて、こう、すごい儀式なの！」

「すごい儀式」

「わかった!?」

「…………………………………………うん。わかった」

　反論したらたぶん『ふええん』と泣き出してしまいそうなのでうなずくしかなかった。

　そしてアズラエルは耳の上下に手を寄せ、気を放つようなポーズをした。

「……なにそれ」

「あ、アズニウム放出中なの！」

「…………………………うん」

　にやけそうになるのを抑える。

「えーと……じゃ、じゃあ、舐なめるよ？」

「舐めちゃだめ！」

「へ」

「吸収！　吸収するだけ！」

　わけがわからないこだわりだが、うなずくしかない。

「じゃあアズニウムを吸収するよ」

「そう！　それでいい！　はやく！」

「う、うん」

　なんでこれでいいのかわからない。

　とりあえず舌を出して、舐めていく。ぬぞりん。

「ひゃうううん!?」

「わっ!?」

「い、い、いきなり奥まで入れないでよこのばかあっ!?」

「無む茶ちやすぎるクレーム!?」

「楽しいお二人ですねえ☆」

　くすくすと楽しそうに笑うフュリーだった。

「じゃ、じゃあもう少しゆっくりと」

「う、うん……」

　くちゅり。くちゅくちゅりりり。

「は……ふあううううう……」

「ご、ごめん、大丈夫だった!?」

「さ、叫ばないで！　敏感になってるからあ！」

「つ、続けるよ……」

　細く伸ばした先端で、アズラエルの中をこちょこちょといじくる。

　仮想世界なので味はしないはずなのに、甘くて甘くてたまらない。

　夢中になって、舌でほじる動作を続ける。ふあん、ひあんと声が上がる。

　いじらしい。もっとしてあげたい──。

「（って何を考えてるんだ僕はーっ!?）」

　ぶんぶんと首を振って煩ぼん悩のうを振り払う。

　これは決していやらしい行為ではなくアズニウムの吸収なのだ。

　そうだろう自分──。

「あと五分ですよー」

　フュリーの声が響く中、ただひたすらに、ぺろぺろし続けた。

　めっちゃくちゃ、おいしかった。
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　耳の穴ぺろぺろもといアズニウム吸収は終わった。アズラエルは荒い息をついて頰ほおまで真っ赤にしていた。地ち下か牢ろうの棒をつかんでプルプル震えてる。ここが水の中だということを忘れそうなぐらい、うなじは真っ赤だった。

「こ、こ、これで！　ＴＰ貯たまったでしょ！」

「さきほどはおたのしみでしたね☆」

「うるさい死ねこの邪悪妖精！」

　涙目で剣をブンッと振るうがフュリーが華麗によけた。

「あ、やめてください☆　ソレ食らったらフュリーちゃんホントに死にます☆」

「え」

「私モンスター扱いですから☆」

　あっけらかんと言うフュリーだった。

「まあＨＰは三万を超えてますから、まず大丈夫ですけど☆」

「あ、そ、そうなんだ……」

　それでもくすくすと笑い続けるフュリー。

　ともあれ三人で地下牢を進んでいくと、大きな広間に出た。水で満たされているが、巨大な石碑がモノリスのようにいくつも建ち並んでいる。そこに、文字が光っていた。ものすごい数の文字だった。

「ここは……？」

「世界の最下層──《最低城アンダーキヤツスル》ですよ☆」

　フュリーが解説を始めた。

「あの石碑は全すべてのプレイヤーの墓ぼ標ひようなんです」

「墓標……」

「ええ。死ぬたびにあそこに名前が刻みつけられます」

「それすごい数にならない？」

「延べ百二十万行ぐらいになってますね」

　そのうち墓標が足りなくなりそうだ。

「なんでこんな場所が作られたのよ？」

「クリアしたときにスタッフロールで流すんです☆　殉職者達たちって☆」

「とんでもない長さになりそうだ……」

　と、そのときだった。

　突如として石造りの迷宮全体がゴゴゴと揺れ始めた。

「きゃっ!?」

「な、なんだ!?」

『地の底の墓ぼ標ひようを荒せし者よ……立ち去るが良い……』

　空間全体に響くような低く恐ろしい声。

「あ、立ち入った場合のイベント発生ですね☆」

　フュリーがのんきな声で言った。

「守護モンスターの出現ですよ、二人とも頑張ってくださいねー☆」

　ズゴゴゴと岩の崩れるような音と共に、巨大な人ひと形がたがササラキ達たちに迫ってくる。それは黒光りする金属でできたゴーレムだった。大きい。足だけでササラキの身長ほどもある。威圧感はドラゴンもかくやというほどだ。

　ステータスを見ると《虚きよ無む石のゴーレム》とある。

　隣でアズラエルがフッと笑った。

「なるほど、中ボスってわけねっ！　よおし、行くわよササラキ！」

　ニヤリと笑って《魔剣グラム》を引き抜くアズラエル。

「あ、ちょっと待って！」

「てえいやあああああ！」

　ササラキの制止の声を聞かず、アズラエルが地を蹴ってゴーレムに立ち向かう。瞬時に反撃パンチがブオオオオオンンと繰り出され、アズラエルにズバゴンと命中して、アズラエルがぶっ飛んで、床にたたきつけられて、ダメージ八二○○で死んだ。

「……だから言ったのに」

「《虚無石のゴーレム》は第二○○層のフロアボスに匹敵する隠しボスですからー☆」

　十分後にアズラエルは戻ってきた。

「何よあれはあああああああっ!?」

「今、無敵バリア切れてるし、無視した方がよくない？」

「やだ！　倒す！　ズルして攻略してもしょうがないでしょ！」

「うーん……」

　涙目で主張するアズラエルを見ると、なんとかしてやりたくなる。

　たしかに最近ゲームマスター的行為ばかりで冒険していない。

「んー、じゃあ僕が相手の攻撃を引きつけるから、その間にアズラエルが斬り倒す？」

「ササラキは大丈夫なの？」

「たぶん大丈夫」

《剛剣アロンダイト》を引き抜いてササラキは笑った。

「僕は、この剣があれば無敵だから」

　誇張抜きでそのぐらいの性能はある。ゲームで三番目に性能の高い武器だ。攻撃力が尋常でないうえに、剣の達人としての命中・回避力をササラキに与えてくれる。あのゴーレムと張り合うことも可能だろう。

　アズラエルがコクンとうなずいて、再度、よおしっと気合の声を発した。

「行くわよササラキ！」

「うん──こっちだっ！」

『ググググオオオオオオウウウウウ！』

《虚きよ無む石のゴーレム》がササラキ達たちに反応してパンチを繰り出す。

　流石さすがに速い──が、今のササラキは剣のおかげで敏びん捷しよう性が増している。

　そのパンチを剣で受け止める──！

　パキィィィィィィィン！

『ゴオオオオオオウウウウウウウゥゥゥゥゥ…………』

「あれ」

　思わず間抜けな声を発した。

　剣で受け止める──のは成功した。

　というか剣でパンチが二つに割れていた。

　パンチどころか《虚無石のゴーレム》の体全体がぴきぴきとひび割れていた。

『オオオオオウウウウウウゥゥゥゥゥッゥ…………』

　どこか哀愁のある叫び声をあげながら《虚無石のゴーレム》が崩れ去った。

　残されたのは目をまん丸にしたササラキと、剣を振り上げた体勢のアズラエルだ。

「…………………………ごめん、倒しちゃったみたい」

「ちょっとおおおおおお!?」

　アズラエルが再度叫んだ。

「全然盛り上がらなかったじゃない!?」

「いや、うん、ほんとごめん……」

「やり直し！　やり直しを要求するわ！」

「え。やり直しって、できるかなあ」

「《虚無石のゴーレム》なら五分で自動復活しますよー☆」

「できるんだ……えーと、じゃあ、アズラエル、やる？」

「やる！」

　なんだかんだで五分後。

『余を倒せしと思いしか……地の底の墓ぼ標ひようを荒せし者よ……』

「えーと……じゃあ、僕が攻撃をよけるから、アズラエルが倒して」

　ササラキのＨＰはゲームマスターになったときにＭＡＸになっている。

　多少避け損なったとしても、倒されることはないだろう。

「ええ、任せて！」

　そして戦いが始まった。

　猛烈な勢いで天から降り注ぐゴーレムのパンチをササラキが避け、その間にアズラエルが《魔剣グラム》を振るう。あまりにも防御力が高すぎるためかクリティカル以外の攻撃は通らないが《魔剣グラム》の力はクリティカル率の向上だ。

　やがて十数分で、ふたたび《虚きよ無む石のゴーレム》がズズンと床に倒れた。

「やったわ！　私達たちの勝利よ！」

「うん（二度目だけど）そうだね！」

「あはは、マスター達が楽しそうで何よりです☆」

　フュリーが楽しそうに笑いながら言った。

「うん……まあ、楽しかったし、いいんじゃないかな」

　たとえやらせの戦闘であっても、それなりの緊張感はあった。

　僕らはこんな冒険でも楽しむことはできるのだ。

　だからまあ、それなりの意味はあったのだろう。

「さあて、最後の仕上げよササラキ！　ココで床をブチ割ればいいのよね！」

　アズラエルがもう一度《魔剣グラム》を振りかぶる。

「この一撃で──あらゆる因果を断ち切る！」

「あ、ごめんアズラエル、あんまり喋しやべらないで」

「なんで!?」

「何か言うたびに失敗フラグが積み上がってる」

「ササラキ最近ひどくない!?」

　ぷんすか怒ってみせるアズラエル。

「大丈夫よ、何も心配はないわ。計画通りに行くに決まってるわ」

「既すでに何もかもがフラグにしか聞こえないよ……」

「ムダに心配性ね。何が起きるっていうのよ」

「致命的な何かが起きると思う」

「じゃあ、どうするのよ」

「どうしようもない」

「ダメじゃない！」

　確かにダメである。というか、このゲームは最初からダメなのだ。

　何をどうやっても全すべてが失敗するようにできている。そうとしか思えない。

「あーもうほら、行くわよ！　《ザ・ファースト・ケーキカット！》」

「既にファーストじゃなくてセカンドな気が……」

「ごちゃごちゃうるさーい！　たあああああっ！」

　アズラエルと一緒に《魔剣グラム》を振り下ろす。

　ふたたび、光の奔ほん流りゆうが起こった。

　ゲームでよく見るような強烈な光のビームが床を切り裂き天を切り裂き壁を切り裂き墓ぼ標ひようを切り裂いた。その場に存在するありとあらゆる物体が、魔剣が発する光に飲み込まれていき──そして、断裂した。

　ズゴオオオオオオオウウウウウウウ。

　強烈な渦巻きが、床に空いた黒い穴を中心に起こった。

　どうやら水があそこに吸い込まれているようだった。

「ほら──やったわ！　ちゃんとできたじゃない！」

「ちょっと待った」

「なによ！」

「いや、たぶん、何かが起きると思う」

「なにかってなによ！」

「だから、致命的な何かが」

　それから十数秒。何も起きなかった。

　アズラエルが得意げに腰に手を当ててフフンと笑って見せた。

「ほら、何も起きないじゃない！」

「……そうだね」

　やっぱり自分が心配性過ぎたのだろうか。

　このクソゲーでも、努力にはきちんと報いがあるのだろうか。

　希望を捨ててはいけないのだろうか。うん──きっとそうだ。

　思った直後だった。

『ササラキ！　たいへんよ！』

　アリスの声がその場に響いた。

　ブウンとアリスのホログラムが目の前に映し出された。

『サーバの計算資源が食い尽くされかけているわ！』

「なんだかわからないけど、わかった」

「どういうことよ!?」

　なんだか安心感を覚えた。

　やっぱり、このゲームで、一ひと筋すじ縄なわでうまくいくことなんてないのだ。
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　デバッグルームに戻った二人。

　メインスクリーンには、城を中心に巻き起こる渦巻きが映し出されていた。

　そこに巻き込まれて悲鳴を上げるプレイヤー達たちが大量に視界に入っている。

「こいつらは別に問題ないんだけど」

「ひどいね」

「ゲームマスターは非道なモノよ。問題はコレ！」

　渦巻きの一部が拡大される。恐ろしい勢いでプレイヤーを巻き込んでいる水の流れがなぜかカクカクとコマ送りになっていた。巻き込まれるプレイヤー達も、同様にコマ送りのように見えている。

「なにこれ」

「物理的動作に画面描画が間に合ってないのよ」

「それのどこがまずいんですか？」

　リズナがもっともな質問をするとアリスが答える。

「サーバの計算資源が全すべて食い尽くされる」

「すると？」

「ゲームが──停止するわ」

　重苦しい沈黙がその場に流れた。

「──ちょ、ゲーム停止ってそんな簡単にするものなの!?」

「わりと簡単にするわ」

「……しそうだね」

　アリスとササラキが同時にうなずく。

　さもありなん。このゲームの物理エンジンはポンコツきわまりない。

「で、どうすれば止められるのかな」

「水の流れをどうにかして止めるしかないわ」

「どうにか」

　アリスの出す方針は相変わらずファジーである。

「あ、それならいい方法がありますよ☆」

「聞きたくないけど言って」

「ＴＰを一五○○使う奥おう義ぎがあります☆」

「また!?」

　アズラエルが悲鳴を上げた。

「二人の思いが奇跡を起こす──《あのころにもどりたい》時間を戻す技です☆」

「なるほど……それなら行けそうね」

「な、ちょ、ちょっと待ってよっ!?」

　アズラエルが慌てて止める。

「せ、せんごひゃくって、それ何すれば貯たまるのよ!?」

「恋人同士の、特別なキスをするだけです☆」

　二人で同時に噴いた。

「キスしたら妊娠するんでしょっ!?」

「しますね☆」

「で、で、できるわけないでしょっ!?」

「でもしないとサービス停止ですよ！　サービス停止！」

「楽しそうに言ってるんじゃないわよリズナ!?」

　叫ぶアズラエルとは対照的にササラキは止まっていた。

　アズラエルとキス。いつも一緒にいる女の子とキス。まずい。どきどきが止まらない。アズニウムを摂取したときですら緊張がマックスだったのに──冷静に考えるとキスよりすごいことのような気がするが──ほんとの、キスなんて。

「ササラキ、何嬉うれしそうな顔してんのよっ!?　想像禁止ーっ！」

「はっ!?　してない！　唇の感触とかぷりぷりしてそうとか想像してない！」

「してるんじゃないのおおおおおおおっ!?」

　プルプルと震えるアズラエルであった。

「と、とにかく、これ以上はムリ！　妊娠とか！」

「ふむ……仕方ないわね」

　黙ったままのアリスが腕組みした。

「流石さすがにこれ以上無理強いするわけにもいかないし」

「そう！　そうよっ！」

「しょうがないわね」

　アリスが《データキューブ》を取り出した。

　見覚えがあるドクロマークのついたキューブだった。

　にこりと笑って、アリスは言った。

「──リズナ、ちょっとササラキと結婚してくれる？」

　五秒ほど時が止まった。

「──え？」

　リズナがぱちぱちとまばたきをする。

　アリスとササラキとを交互に見やる。

　ササラキもぱちぱちとまばたきをする。

　何を言ってるんだこのおかしなゲームマスターは。

「今から例の《デスゲームパッチ》を適用するから、新たに結婚できるようになるわ。それでキスして、ＴＰを貯ためて、《あのころにもどりたい》を使えば、このサービス停止の危機は回避できるわ」

「え──あのえと、その、ちょちょちょっと待ってアリスさん！」

　リズナが慌てた風に手を振った。

　自身に被害が及ぶことはないとタカをくくっていたのだろうか──。

「そ、そ、それはダメ！　ぜったいダメだよ！」

「そ、そうだよアリス！　これ以上結婚なんて──」

「ササラキ君の妻はアズラエルさん！　わたしと結婚したら離婚しちゃうでしょ!?」

「そっち!?」

「あ、大丈夫。このゲームは重婚が可能だから、アズラエルはササラキの妻のままよ」

　きょとんとするリズナ。

「あ、そうなの？　じゃあいいよ」

「軽っ!?」

　一瞬で承諾されてしまった。リズナがくるんとササラキに振り向いた。

「じゃあササラキくん、結婚して、一緒に子供つくろっか」

「ままま、待ちなさいリズナ、あなたそれでいいのっ!?」

　呆ぼう然ぜんとしていたアズラエルが口を挟んできた。

「え、別に私はいいけど」

「け、結婚なのよ！　ササラキと！」

「うん、楽しそうだよね！」

「あなたササラキのこと好きなの!?」

「好きだけど？」

「「いっ!?」」

　即答されてしまい、アズラエルとササラキが同時に固まる。

「あれ、どうかした──あ、ごめんね、アズラエルさんも大好きだよ！」

「いやいやいやそういう意味じゃなくて！　り、リズナ、よく考えなさい！」

　アズラエルはリズナの肩を持って顔を近づける。

「あなたの好きは友達の好きでしょ！　それとも男としてササラキが好きなの!?」

「え、男として、って？」

「ササラキの顔を見てときめいちゃったりするの!?」

「それはないかな。ヘタレだし、男らしくないし、顔はいいけど」

「ひどっ!?」

「そ、そんなんでキスとか、まして結婚とか、絶対ダメよ！」

「うーん、ダメかなあ」

　リズナが不思議そうにアズラエルを見つめた。

　じーっと見つめて──数秒ほど経たったところで。

「──あ、なるほど」

　と、不穏な声を小さく発した。

　すうっと息を吸うとまっすぐにアズラエルを見つめる。

「そうだね。確かに愛し合ってないのにキスなんてダメだよね！」

「そうよ、ダメよ、絶対にダメよ！」

「でも……キスしないとサービス停止するなら、わたしはするよ」

「え」

「だって、わたしはこの世界が大好きだから」

　リズナはひまわりのようにさわやかな笑顔になった。

「わたしなんかが犠牲になるだけで、世界が続くなら──迷うコトなんてないよ」

「な──」

「ササラキくん」

　コツリと足音をわざとらしく立てて、リズナは一歩ササラキに近づいた。

「それじゃあ──して、いいよ」

「し、してって」

「わたしの貞てい操そうは奪われちゃうけど──世界を続かせるためだもんね」

　更に一歩近づいてくる。顔が近い。近すぎる。

「ちょ、ま──」

「ま、ま、待ちなさい！　待ちなさいリズナ！」

「待てないよ。世界のためだもん」

「ダメよ、そんなのそんなの絶対にダメなんだからっっっ！」

「ふーん。だったら」

　リズナはくすりと笑うと。

「アズラエルさんが、代わりにササラキくんと特別なキスしてくれる？」

「する！　するからっ！」

　直後、リズナがスタッとササラキから離れた。

「だって！　よかったね、ササラキくん！」

「………………………………え」

「アズラエルさん、キスしてくれるって！」

「えっ」

　にこにこにこにこ。リズナがすっごく楽しそうに笑っていた。

　その隣でフュリーが『こやつ、なかなかやる』と神妙な顔をしていた。





　＊　＊　＊






　真っ暗な部屋のすぐ前に、黒髪の少女が立っていた。頰ほおは真っ赤。耳も真っ赤。唇を嚙かみしめて悔しそうにしているその姿は、見ているだけで、なんだかいけないことをしているような気分になってしまう。ムリもない。

　だってこれから《いけないこと》をするのだ、自分たちは。




『騙だましたわねリズナあああああっ!?』

　あの後、すぐに気付いたアズラエルがそんな叫びを上げた。

『えへへ。告死天使に二言はないんだよね！』

『うぐっ！』

『それにキスしないとサービス終了しちゃうのはホントなんだし』

『はううううっ！』

『ほら、諦めて、ササラキくんこっち来て！』

　──そして今に至る。

「ううううううううううううう」

　ササラキのすぐ前でアズラエルがうなっている。

「や……や、や、やっぱり、だめ！　こんなの！」

「『ウソをつくのは最も恥ずべき行為』──じゃなかったっけ？」

「はううっ！」

　びくんとアズラエルが震えてしばらく下を向いていた。

「ほら、ササラキくん、同意も得られたし、ちゃちゃっとやっちゃお？」

「ちょ、ちょっと待ってってば、流石さすがにこんな騙すような……」

「アズラエルさんの唇、やわらかいんだよー」

「うっ」

「あったかくて、きもちいいよー」

「ううっ」

「ササラキいいいいいいっ!?」

「うわあああああ!?　ごめんっ!?」

　ついつい想像してしまう。

「ううううう………………………………」

　しばらくアズラエルはぷるぷると震えていたが、やがて。

「せ……せ、せ、せめて、妊娠だけは何とかならないの!?」

　妥協案を出してきた。

「あ、それならなりますよー☆」

　反応したのはフュリーだ。

《データキューブ》の一つを手に抱えている。

「これ、避妊パッチです☆」

「名前が最悪だ！」

「これさえインストールすればキスしても妊娠はしませんよ☆」

　そう言ってササラキにパッチを渡す。

　とりあえずスクリーンにちゃぽんと放り込む。

「なるほど！　それなら問題はすべて解決しましたね！」

「……くっ」

　アズラエルがササラキをちらりと見た。

「さ、ササラキ！」

「はいっ!?」

　両手の五本の指同士を付き合わせてアズラエルは言う。

「これは世界を救うためであって！　決してえっちな行為ではないから！」

「う、うん！」

「あとしてる最中ににやけたりしないこと！」

「了解！」

「ちょ、ちょこっと触れるだけで、絶対にし、舌、入れたりしないこと！」

「わかった！」

「そ、それからそれから……ええと……」

「アズラエル！　そろそろサーバ計算資源が持たないわ！」

「く……わ、わ、わかった！　あーもうっ！」

　アズラエルがササラキの頰ほおをがしっとつかんで顔を寄せる。

「いくわよ」

「う、うん！」

　まるでサッカーの試合開始みたいな合図だったがとにかくうなずく。ぐおうっと、頭突きみたいな勢いで、目をつむったアズラエルの顔がササラキに接近してきた。そして──そのまま接触する。キス。がちん！

　歯が触れる勢いのとんでもないキスだった。

　ドキドキも何もなかった。

　ただ目をつむって頰を紅潮させたアズラエルが間近にいた。

　とんでもなく──綺き麗れいだな、と思った。

「んんっ！」

　コンマ二秒。

　たったそれだけでアズラエルはササラキからバッと離れた。

「く……っ！」

　ごしごしと唇をぬぐって、アズラエルはササラキから更に距離を取る。

「くっ……ど、ど、どうよ、これでいいんでしょっ！」

「ぶっぶー☆」

　フュリーが腕で大きくバッテンを作った。

「今のは《特別なキス》の要件を満たしていませーん」

「「ええっ!?」」

「言ったでしょう、普通のキスじゃないって☆」

　フュリーがパチンと（アリスと同じように）指を鳴らすと、メインスクリーンが切り替わった。マネキンの男女が映し出された。『特別なキスの三要件：唇が五秒間触れあうこと。舌同士が五秒間触れあうこと。５㏄以上の唾液交換を伴うこと』とあった。

「ふざけないで───────っ!?」

　スクリーンを見たアズラエルが真っ赤な顔のまま叫んだ。ササラキも同様だった。唾液って。いやそれ以前に舌同士が触れあうってそれ完全にディープな方のキスじゃんどんな味がするんだろうな……じゃなくって！

「だ、だ、だだだ唾液交換って！　ダエキって！　ダメだめ駄目えええええ！」

「アズラエル！　残り時間が三分しかないわ！」

「んなああああっ！」

　アリスのせかす声に手をわたわたと動かすアズラエル。

「リズナ、やっぱり代わって──」

「ダメよ、もう交代する時間がない！」

「そんなあああっ!?」

「アズラエル、お願い──ッ！」

　アリスが深々とお辞儀をしてアズラエルに懇こん願がんした。その隣でリズナがビデオカメラを回す格好をして『はやくはやく！』といったカンジでらんらんと目を輝かせていた。フュリーはいつもどおりとんでもなく楽しそうだった。

「ぐぐぐぐぐぐ……ああもうヤケよ──っ！」

　歯をむき出しにしてアズラエルがササラキにがばああっと飛びかかってきた。ちゅ……とかいうレベルじゃなくてなんかやわっこいもので唇圧迫。息ができなかった。あと意識が遠くなった。舌がぬぞりんっとぺろりんっと舐なめられた。

　ナニカが舌の上を踊り回る。ああ──キスってこんな踊るような感覚なんだ。

　白く霧がかったような意識の中でササラキは思った。

「っっっっっっぷはああっ！」

「はい、オッケーでーす☆」

「やったねササラキくん！　しっかり録画したから思い出にしてね！」

「ササラキ、アズラエル、残り二分よ！　よろしく！」

「あーもう！　あーもう！」

　アズラエルがなんか両腕をブンブン振りながら、叫ぶ。

「スキル《あのころにもどりたい》──発動ッ！」




　しーん。




　十秒待っても、特に何も起きなかった。

　スキル発動の効果音も効果エフェクトもなかった。

「なんでよおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　もう半泣きというか七割泣きである。

「あ、すみません《あのころにもどりたい》は未実装だったみたいです☆」

　このゲームでは実によくあることだ。

「ちょ……な、ななななによそれーっ!?　ムダだったってこと!?」

「くっ……こうなったらあの手を使うしかないわね！」

　アリスがごそごそとナニカを取り出してきた。一つの《データキューブ》だ。

「アリス、あの手って何!?」

「第一層の全水分を蒸発させるパッチよ！」

　一瞬の間まがあった。

「そんなのあるなら最初から使いなさいよおおおおおおおおおおおお!?」

　アズラエルが唇を押さえて顔をへちゃへちゃにして全泣きで叫んだ。

「これを使うと多少問題があってね……でも四しの五ごの言ってられないわ！」

　アリスがササラキに《データキューブ》を押しつけて言う。

「ササラキ、これの適用準備して！」

「いいけど多少の問題ってなに!?」

　おそろしく嫌な予感しかしない。

「リズナ！　全プレイヤーにクエスト終了通知をっ！」

「了解だよっ！」

　リズナがうなずいて、シュウンと消えていった。

　メインスクリーンに水没した第一層の上空が映し出される。

　そこに女神服姿のリズナがいた。

【みなさん、聞こえますかー！　リズエルトナですよーっ！】

『おお、また現れたぞ』

『カワイイ女神ねー』

『中身は黒いけどね』

　プレイヤー達たちの声が聞こえる。

【みなさんの努力のおかげで、サメはだいたい倒されましたー！』

『だいたいって、テキトーすぎる！』

『コレ結局何のイベントだったんだ？』

『運営の考えることを予測してもムダよ』

【そこで、私のチカラで第一層から水を蒸発させてあげまーす】

『なんと』『まじで』『どうやって？』

【よっし、じゃあササラキくん、お願い！】

「え、う、うん！」

　アリスをちらりと振り返る。

「アリス、適用しちゃっていいんだよね!?」

「いいわ！」

「なにか問題は起きないんだよね！」

「いつものことだから問題ないわ！」

　不安が激増。

「いつものことって何!?」

「ササラキ！　あと五秒しかないっ！」

「だあああもう！　てやっ！」

　ササラキがパッチの《データキューブ》をスクリーンに投げ込んだ。

　直後のことだ。

　メインスクリーンに見えるプレイヤー達全すべてから、湯気が漏れた。

　凄すさまじい勢いで白い煙が上がっていた。




『プレイヤー・タタクルは死にました　死因：蒸発』

『プレイヤー・エレットは死にました　死因：蒸発』

『プレイヤー・ココリコは死にました　死因：蒸発』

『プレイヤー・エルは死にました　　　死因：蒸発』

『プレイヤー・クラウドは死にました　死因：蒸発』

　ｅｔｃ．ｅｔｃ．……。




　とかそんな感じのウインドウが大量に出ていた。ササラキはパッチを投げ込んだ体勢のまま止まっていた。アズラエルは呆ぼう然ぜんとその様子を見ていた。ササラキは『ああそっか、人間の体って水分だもんな』と冷静に思った。

　リズナが、一瞬不思議そうな顔をした後──にこっと笑った。




【みなさん、新しい死に方ができましたね！　よかったですねーっ！】




　──後のちに『虐殺の女神事件』と呼ばれるようになるできごとである。


























　翌日のことである。

　デバッグルームのメインスクリーンに一通のメールが映し出されていた。

　差出人は、渡会わたらい桐きり音ね。このゲームの開発会社の社長（さんじゅっさい）である。




『アリスへ　生きることを放棄したいキリネより




　こんにちは、アリス。

　突然ですが、アリスは病院の屋上からの風景はとても綺き麗れいだと知ってましたか？　特に下に広がるアスファルト道路の冷たい灰色は、確実に死ねる硬さの色だなあと、とってもさわやかな気持ちになれます。屋上にフェンスがあるのだけが残念です。

　あ、えと、それで、現状をお伝えします。

　率直に言って、プレイヤーが約一パーセント減りました。

　一〇二八二人から一〇一九八人になってます。

　サービス停止までのこりさんびゃくにんです。

　ぎゃくさつのめがみ、ひどい。

　ショックのあまりひらがなになりましたがお気になさらず。

　で、サービス停止の猶ゆう予よ期間が、縮まりました。

　のこり十四日だったのが、十日に減りました。

　えっと、つまり、かなり、ピンチです。

　アリス、もうあなたしか頼れる人がいません。

　というか、最初からあなたしかいませんけど。

　すみません、どうか、どうか、そのかわいそうな世界を、助けてあげてください。

　わたしには何もできませんけど、せめてここで世界の存続を祈っています。

　あと屋上のフェンスがなくなることも願ってます。

　かしこ。




　でもやっぱり生きることを決意したキリネより』




　ササラキはしばらくその文面を見つめてから、やがてぽつりと。

「……この人いつも死にそうだね」

「出会ったときから瀕ひん死しだったわ」

「楽しい人だね……」

　ササラキが深く深くため息をついた。

　プレイヤーが一パーセント減り、猶予が十日になってしまった。

　それでもまだ、即時サービス停止よりはマシな方だった。

「一パーセント減ったのは痛手だけど、予想よりは低かったわね」

「九十九パーセント以上が残ってることが驚異だよ……」

「わ、わたしの言い方が悪かったのかな……」

　しょぼんと肩を落とすリズナ。

「えーと」

　悪くないとは言えないササラキだった。さすがにアレはない。

「そんなわけで早さつ急きゆうにリカバリー策を考えるわ」

「（何をしても逆効果になる気がする……）」

「まず公開間近の第二層の宣伝ね」

　アリスがパチンと指を鳴らすとアズラエルの水着姿が映し出された。

　かなり、えっちなアングルだ。

「ってちょっっ!?」

「第二層にはこういう色気満載のＮＰＣノン・プレイヤー・キャラクターが大量に待っていると宣伝するわ」

「もはや詐欺だね」

「待った待った待ちなさあああーい！」

　ブンブンと赤い顔で首を振るアズラエルは完全に無視された。

「じゃあ、そういうことで宣伝素材として使いつつ第二層のリリース準備を──」

「そ、それよりもっ！　私とササラキの離婚！　離婚を早く！」

「もう諦めたほうがいいと思うわ」

「お似合いだよ！　キスもしたしね！」

「くっ……！」

　アリスとリズナを当てにならないと見てササラキに振り返る。

「さ、ササラキ！　私達たち二人だけで、なんとかするわよ！」

「もう何をやっても無駄な気がするけど……」

「するの！　いいわよね！」

「ねえ、アズラエルさん」

　と、リズナがずいっとアズラエルに顔を近づけてきた。

　にっこりと笑って言う。

「そんなに深刻に考えなくても、いいんじゃないかな？」

「な」

「ゲーム内のことだよ。結婚ぐらい試しにしてみてもよくない？」

「よ……よ、よくないわよっ」

　妙にプレッシャーのあるリズナの発言にそれでも反論するアズラエル。

「遊びで結婚なんて、できるわけないでしょ！」

「わたし達たちは遊びで生きてるんだし、別によくないかなー」

「そういうことは強制キスされてから言いなさいよっ!?」

「わたしなら別に平気だったけど」

「あーもうとにかくっ！」

　アズラエルがびしいっとササラキを指差す。

「とにかく、だめなものは、だめなの！」

「うーん、キスしたのにまだ素直じゃない……どうすべきかなあ……」

「考えないでよ!?」

　リズナはあごに手を当てて『ふむう』と悩むポーズ。

「ほら、ササラキ、いくわよ！」

「う、うん」

　手を引っ張られてずるずるとコンソール前に連れて行かれるササラキだった。

「まったく、リズナは何を考えてるのよう……」

「いや、ある意味何を考えてるのかわかりやすいけど」

　結婚とキスを平気で肩代わりしたこともそうだったが、リズナはゲーム中のどんなできごとに対しても、どこか反応がおかしい。唯一まともだったのはアズラエル空回り事件の時だけだった。このゲームにリアリティをまったく期待していないのだろう。

　そして、それは大半のプレイヤーも同じなはずだ。

　そういう意味ではロールプレイを重視するアズラエルのプレイスタイルは特異だ。

「（でも……）」

　ちらりとアズラエルの横顔を見る。

　ピンク色の唇にどうしても目が行ってしまう。

　彼女のロマンに溢あふれたプレイスタイルは──やっぱり、とても好きだ。

「とにかく離婚パッチを作りましょう！」

　ぐっと拳を握って力強く宣言するアズラエル。

「いいけど……どういう方針でいく？」

　結婚指輪の破壊は結局ダメだった。もうＴＰときめきポイントを増やすのはムリだろう。

「それなら私にいい考えがありますよー☆」

「完全に嫌な予感しかしないけど何フュリー」

　フュリーが一つの《データキューブ》を取り出した。

「ここに一夫多妻制システムのソースコードがあります☆」

「世にも恐ろしいシステムだね……」

「でも結婚関連パッチですから参考になるはずですよ☆」

「オッケー、とりあえずそれでやってみるわ」

　アズラエルがコンソールに向かい始めた。

「ねえササラキ、これ宣伝素材としてどうかしら？」

　アリスが指を空中に走らせると、スクリーンいっぱいにまぶしい肌色が現れた。

「どうって──わわわわわ!?」

　ローアングルから撮ったアズラエルのむちむちの太ももだった。

　白い布が食い込んだ肌に太陽の光が反射して、まぶしい。

「公開していい？　いちおう旦だん那なの許可を取っておかないと」

「それ以前に私の許可を取りなさいよ!?」

「アズラエルの所有権はササラキにあるし」

「ないわよっ!?」

　そんなこんなで三十分後。

「で……できたわっ！　離婚パッチ！」

「え、ほんと!?」

「ふふふ、私も結構慣れてきたわ」

　ピンク色の《データキューブ》を手にして嬉うれしそうに笑うアズラエル。

「このパッチはね、一夫多妻制の現状を、一夫一妻制にするパッチなの」

「へえ……あれ、離婚は？」

「話を聞きなさい。それで、一夫一妻制だから、新パートナーがいれば離婚できるの」

「新パートナーがいるんだ」

「そこだけはどうにも変えられなかったわ……」

　たぶんあの性格の悪い旧マスターの呪いのせいだろう。

　アズラエルがびしっとササラキを指差した。

「というわけでササラキ、誰か新しいお嫁さんを捕まえなさい」

「無む茶ちや言わないで」

「なによ。ひとりやふたり、結婚してくれる女友達ぐらいいないの？」

「リズナ」

「あの子が私達たちの離婚を許してくれると思う？」

「……そういえばそうだ」

　二人で考え込む。

「……アズラエルはどうなの」

「……男の友達なんか居ないわよ」

　ひゅるりらー。

　ぼっちの二人であった。

「あ……そういえば、一応、女友達ならいることはいるけど」

　リゲル＋二人の顔を思い浮かべる。一緒に冒険もしたし仲がいいと言えばいい。

「じゃあその子と結婚してきてよ、今すぐ」

「いいのかなあ」

「一刻も早く離婚しないと妊娠しそうで怖いでしょ！」

　とにかくそういうことになった。
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「（って、なんでこんなことになるんだろ……）」

　第一層。水抜きの済んだ広場はカラッカラになっていた。

　噴水広場のはずが噴水は一滴も水を出さない。池も空っぽ。とどめに北方に見える雪山《フロストマウンテン》は完全にハゲ山になっていた。そりゃあ雪から水分を抜いたら消えて無くなるのが道理だ。

《マスタースクリーン》を用いて水を復活させたいところだが、相変わらずポイント制なのでムダに使うわけにはいかない。しばらくの間、第一層は水のない都として、運営していくほかなさそうだ。

　さて。

　こんな中で自分は結婚相手を探さなければならない。

　さもなくばアズラエルに殺される。

「まあ、当たってくだけてみるしかないか……」

「あらササラキ、大丈夫だった？」

　金髪ロングの女の子が声をかけてきた。ちょうどいいことにリゲルだ。といっても彼女達たちがこのあたりを集合場所にしているのは聞いていたので、偶然ではない。さて彼女に結婚のことを話して承諾して貰もらわなければ──。

「って無理無理無理！」

　勢いでここまで来てしまったが。考えてみればムチャがあまりに過ぎる。

「ん、どうかしたのかしら？　何か悩み事？」

「大量の悩み事が山のようにそびえているよ」

「私でよければ力になるけど？」

　実にまっとうでいい人だ。リズナやアリスとは大違いだ（失礼だが）。

「いや、力になられるとまずいというかなんというか……」

「あら、私達はもう仲間でしょ？」

　リゲルはぱちんとウインクすると。

「仲間は譲り合い、そして助け合うもの。私にもたまには助けさせてよ」

「（ああ……すごくいい人だ……）」

　こんなクソゲーにあってもまだこんないい子がいるのだ。

　こんな子を騙だますなんてさすがに気が引ける。全部話すとしよう。

「実は」

「うん」

「とある女の子と間違って結婚してキスしちゃったんだ」

「────最低ね」

「最低だね」

　二人でうなずきあう。

「それはゲーム内で？　ゲームの外で？」

「ゲーム内で」

「ゲーム内恋愛って禁止じゃなかったかしら？」

「バグで一時的にできる状態になってたんだ」

　このゲームはどんな無む茶ちやもバグで説明がつく。

「そう。どっちにしても最低ね」

「うん。我ながら最低だと思う」

　二人でまたうなずきあう。

「で、離婚するために、新しく結婚してくれる女の子を探してるんだ」

「最低のクズね」

「最低のクズだね」

　三み度たび、二人でうなずきあう。

「で……それを私に相談して、どうしろと？」

「いや、結婚してくれないかなあと思って」

「すると思う？」

「まったく」

「当たりよ」

　リゲルが思いっきりメイスを振りかぶったかと思うとササラキに叩たたきつけた。

　ダメージ二○。

「ぐはっ！」

「自分で悪いと思うことを、他人に相談するんじゃありません！」

　お母さんみたいなしかり方だった。

「……ごめん、まったくだよ」

　素直にぺこりと謝る。やはり自分は頭がどうかしていた。

「で、それを踏まえた上で……何がどういう経緯でそうなったわけ？」

「えーと」

　ゲームマスターのことを隠しながら、経緯をかいつまんで話す。

「まぬけね」

「まぬけだよ」

　この世界は明らかにまぬけ法則に支配されている。

「でもそういう経緯なら、別にそのままでいいんじゃない？　実害はないんでしょ？」

「実害はないけど、アズラエルが嫌がってるわけだし」

「じゃあ嫌がらないようにしちゃえばいいのよ」

「つまり？」

「惚ほれさせればいいの」

「無む茶ちやを言う」

「出会って三日の相手に求婚するよりはムチャじゃないわよ、それに」

　リゲルはにこりと笑うと。

「あなただって、まんざらじゃ無いんでしょ？」

「それは──」

　アズラエルのことを意識はしている、と思う。

　水着姿を見るとどきどきが止まらなくなるし。

　ゲームマスターとしてもっといじってみたいという思いも止まらない。

　でも、それが恋とか愛とか、そういう類たぐいのものとは、とても思えなかった。

　どちらかというと『一緒に遊びたい』あるいは──。

「あ。リゲルとササラキを発見」

「やっほー！」

　と、セシリコとサラピがとととと駆け寄ってきた。

「何してるのかなー？」

「求婚されてたわ」

「ホワッツ」

　セシリコが驚きの声を上げた。いやホワッツって。

「説明を要求します」

「かくかくしかじかで」

「なるほど、結婚詐欺師の汚名を返上したいと」

　理解が早くて助かる。

「でも結婚詐欺って離婚しても汚名は変わらないんじゃないかな！」

「詐欺じゃなくて本当にするしかないわよね」

「だからなぜそういう方向に……」

「だってササラキちゃんは、そのアズラエルさんとやらが好きなんだよね！」

「好きというか、かわいいというか」

「かわいい＝好きだよ！」

「その方程式はちょっと短絡的だと思う」

「ぶー、煮え切らないなあ」

　自分でも煮え切らないやつだと思う

「じゃあ催眠術かけてあげる。きみはアズラエルが好きになる、好きにナール」

「そんなスキルはこのゲームに存在しないよ……」

　結局、何も解決しなかった。
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　デバッグルームに戻るとフュリーだけがいた。

「あれ、みんなは？」

「リズナさんとアリスさんは宣伝中、アズラエルさんはゲーム外でトイレ中です☆」

「そっか」

　一人になるのは久しぶりだ（フュリーは数には入らない）。

　中央の椅子にどかりと座りこんでため息をつく。

　結局、離婚に繫つながる手がかりはなかった。もう一度『ザ・ファースト・ケーキカット』を試すべきなのだろうか。そのためには、アズラエルともう一度恋愛的行為をしなければならない。たぶん、もうしてくれないだろう。

　残念ではあるけど──。

「（って、いやいや、煩ぼん悩のうに負けるな自分！）」

　アズラエルとはそういう関係じゃないのだ。

「あのですね、マスター☆」

「あ、ごめんねフュリー、なに？」

「そろそろラブコメの次の展開に行ってほしいんでコクりませんか☆」

「なにその理由!?　告るも何もアズラエルとはそういう関係じゃないよ!?」

「フュリーちゃんは誰にコクるとは言ってませんよ☆」

「ぐっ！　話の流れ的に明らかにアズラエルだよね!?」

「うーん、つまんないですねえ……何とかする手は☆」

　邪悪な笑みを浮かべるフュリー。

「きみ、何考えて生きてるの？」

「私ですか？　私はマスター達たちの幸せを願ってますよ☆」

「ウソだよね」

「クソゲーの中で幸せの絶頂を極めてくれることを信じてますよ☆」

「訂正。正直だね」

「あのですね、フュリーちゃんはですね、信じてるんですよ」

　と、フュリーが羽ばたいてササラキのイスの肘掛けに座った。

「フュリーちゃんは生まれて以来、このクソゲーの世界しか知りません☆」

「そうみたいだね」

「だから、どんなクソゲーの中でも、人は幸せになれるって信じたいんです☆」

「そうなんだ」

「だから、この世界はめいっぱい、クソゲーにしなくちゃいけません☆」

「待って」

　そういう意図を持っていたのか、この邪悪な妖精は。

　フュリーはササラキを見上げるといつものように純粋な笑みを浮かべた。

「ね、マスター☆　クソゲーに負けず幸せになってくださいよ☆」

「いや……クソゲーの方をなんとかしようよ……」

「クソゲーじゃない世界なんて存在しません☆」

　フュリーが言い切った。

　確かに、彼女にとってはそれが全すべてなのだろう。

「うーん……それにしても、マスターはどうすれば幸せになるのでしょうね☆」

「この世界で、みんなが楽しんでくれれば、それで幸せになれると思うよ」

「まあ☆　じゃあフュリーちゃんと一致してますね☆」

「いや、きみのとはだいぶ違う」

「ほぼ一緒ですよー☆」

　にこやかに宣言するフュリーだった。

「うーん、マスターを幸せに……やっぱり健全な青少年は恋愛ですよねえ……☆」

「余計なお世話はしなくていいから……」

　と、フュリーがデバッグルームの時計にチラリと視線をやった。

「んー、行ってから三分……もうちょっと……かな？」

　何かをつぶやいてから、ニヤリと笑う。

「そうだっ☆　ねえマスター、アズラエルさんと離婚したかったんですよね☆」

「うん、そうだけど」

「だったらいい方法がありますよ☆」

　フュリーがパタパタと羽ばたいて。

「もう一度ＴＰを上げれば《ザ・ファースト・ケーキカット》ができますよ☆」

「できるけど、アズラエルがもう、そういうことはしてくれないでしょ……」

　アズニウムの摂取の時も、した後に死ぬほど恥ずかしがっていた。

「大丈夫です☆　マスター一人だけでできるプレイですから！」

「プレイって……どんな？」

　嫌な予感しかしないが聞いてみる。

「心を込めて『アズラエル好きだ！』と一○○デシベル以上の音量で叫ぶんです☆」

　やっぱりまともな方法ではなかった。

「ほら、やりましょうよ今すぐ☆」

「いや……それ、かなり恥ずかしいんだけど……」

　アズラエル好きだと叫ぶって。たとえ密室でも恥ずかしすぎる。

「マスター一人が恥ずかしいだけなら、万々歳じゃないですか☆」

「もう少し恥ずかしくない方法はない？」

「そうですね、じゃあ相手の名前をつぶやきながら」

「うん、そっちの方が」

「ひとりえっち的な行為を」

「うわあああああ！」

　ぜえぜえはあはあ。

「わ、わかったよ……確かに、僕が恥ずかしいだけだもんね」

「かかった☆」

「……フュリー、今何か言った？」

「いいえ☆　じゃあ叫んでください、力いっぱい☆」

　ササラキは周りを見回して誰もいないことを確認してから、ぐっと息を吸う。

「アズラエル好きだ！」

「マスター、まだ声量が足りません☆」

「アズラエル、好きだ!!」

「ほらもう一息☆」

「ま、まだ？　アズラエル！！！！　大好きだ！！！！」

「お、一ポイント貯たまりました！　もう一回ですよ！」

「これで一ポイント!?　あ、アズラエル、大好きだっ！！！！」

「今のは感情こもってました──おっ☆」

　と、そのとき、フュリーの目がキラリンと光った。

　その目はデバッグルームの入口──魔法陣に向かっていた。

「いまのカンジでもう一度！　マスターがんばって！」












「アズラエル─────ッ！！！！　大好きだ──────ッ！！！！」

「きゃっ☆」

　フュリーが楽しそうにニコニコと笑った。

「ぜえ、はあ……」

「オッケーです☆　これでＴＰ一○ポイント貯たまりましたよ☆」

「こ、これだけやって一○ポイントって……きつい……」

「えへへへー☆　おつかれさまでした、マスター☆」

　パタパタと羽ばたいてタオルを差し出してくるフュリー。

「……ねえ、ところで」

「なんでしょう☆」

「気付いたけど、今のがアズラエルとかリズナに見られたら大変だったよね」

　別の部屋でやるべきだった。

　フュリーは両手を合わせるとほっぺたに沿わせた。

　そして一言。

「──もちろん、大変なことになったでしょうね☆」
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　そして何も解決しないまま、翌朝。ササラキは第一層の城壁の上に呼び出された。

　目の前にはマントをなびかせ、頰ほおを紅に染めたアズラエルがいる。

「……どうかしたの？」

「どうかした、じゃないわ」

　ビシイッと《魔剣グラム》をササラキに向けるアズラエル。

「あ、あ、あなたの言うことは、よくわかったわ」

「え？」

「た、た、確かに、受け取ったから」

「ええ？」

「でも──わ、私はそんなに安い女じゃないから！」

「ええっ？」

　何がなにやらさっぱりである。

「ま、まず試練！　十二の試練をあなたに与えるわ！」

「いや、まずそれ以前にまず解説を」

　アズラエルは聞いちゃいない。

　くるりんと回って、ロングの黒髪を風に揺らしながら宣言する。

「ひとつめは──この世のどこかに存在するという《天使の羽》を集めること！」

「いや、僕ゲームマスターだから、アイテムとかすぐ手に入るけど」

「あ、そ、そうだった……そうじゃなくて自力で！　自力で集めること！」

「いや、僕ゲームマスターだから、忙しいんだけど」

「結婚よりそっちの方が重要なの!?」

「どちらかというと」

　ぐぬぬぬぬと真っ赤な顔で悔しそうにするアズラエル。

「ふ、ふん、己の使命を優先するというわけね……やるじゃないササラキ」

「なにをやったのかさっぱりなんだけど」

「でも！　私はキスひとつで妻にできるほど安い女じゃないのっ！」

「妻って、もう妻だよね（形式上は）」

「な、な、なななななな！」

　顔が耳たぶからうなじまで真っ赤に染まっていく。

「とととととにか───くっ！」

　二本の剣を振りかざしてササラキに向けて、アズラエルは高らかに叫んだ。

「試練を乗り切った上でこの私を決闘で討ち倒す──それが！　条件よッ！」

「いや、だから、なんの条件のことだか──」

　ツッコもうとしたその時。アズラエルが口を手で押さえた。

「──うっ!?」

　カクンと膝が落ちる。

「ちょ、アズラエル、どうしたの!?」

「わ、わかんない……ちょっとめまいが……」

「めまい!?」

《ペイン・リアリティ・コントロールＰＲＣ》によって、プレイヤーに不快感を与える機能は大幅に制限されているはずだ。まさかＰＲＣにまでバグが発生したのか？　それは水没事件どころじゃなく一大事のような──と、そこまで思った時だった。

　ぽこん。

「えっ」

　アズラエルがいきなり太った。

　おなかがまんまるに、ポコンと膨れあがった。

　その姿は単純に太ったというか、どう見ても──。

「──え、妊娠？」

「──────────────は？」

　アズラエルが下を向いて自分の丸くふくれたおなかを見た。ぽんぽこ。そんな音がなぜかそこから聞こえてきた。紫色のワンピースが押し上げられていた。じーっ。しばらくそのおなかを見つめてから、アズラエルは、












「なによこれええええええええええええっ!?」

　と叫んだ。

「ウソよウソよウソでしょ冗談でしょなんでよおおおおおおおっ!?」

「え、あ……ひょ、ひょっとしてキスしたから!?」

「避妊パッチを当ててたはずでしょっ!?」

「だよね……えーと、フュリーッ！」

　とりあえず当事者を呼び出す。

　ポンッと煙を上げてフュリーが登場した。

「はいはい☆　お呼びですね愛しのへたれマスター☆」

「いきなりひどいね!?　じゃなくて、アズラエルが妊娠したんだけど!?」

「へっ？」

　フュリーが珍しくすっとんきょうな声を上げた。

　アズラエルの突き出たおなかをじっと見る。

「避妊パッチを用意したんじゃなかったっけ!?」

「あれ、確かに、なんで妊娠しちゃって──あ、なるほど☆」

　あごに手を当てて、うんうんと深々とうなずくフュリー。

「マスター、これはいつものアレですよ☆」

「いつものアレ!?」

「つまり──」

　フュリーが（なぜか）立て看板を取り出した。

　そこには大きな文字で『バグではありません、仕様です』と書かれていた。




「パッチがうまく動かない──そんなの、よくある仕様です☆」




「うわあ!?」

　確かによくあることではあるが。

　どうしよう。バグで結婚どころか妊娠までさせてしまった。

「まあ問題ありませんよね☆　マスターはアズラエルさんが大好きなんですから☆」

　まだたわ言を言う妖精を放って、こわごわとアズラエルを見る。

　まだ呆ぼう然ぜんとしている。自分のおなかを見てる。

「──────────────も」

　そして、一拍置いて、叫んだ。

「問題ありまくりでしょおおおおおおおおっ!?」

　そして泣き出した。

「ササラキ、ど、どどどどどど、どうしてくれるのよおおおうううううう!?」

「うわっ、ちょ、アズラエルっ!?」

　首根っこを摑つかまれてガクガクと頭をゆすられてしまう。

「ど・う・す・る・の・よおおううううううう!?」

　どうするって言われたって、どうしようもない。

　この世界はどうしようもないことばかりなのだ。

「あ、駄目ですよアズラエルさん、マスターに手を出したら──☆」

　そのときだった。システムウインドウが立ち上がり『夫婦げんか防止システム』と表示された。磁石のように、アズラエルがブンッと弾はじかれた。そしてここは城壁の上なので弾かれたアズラエルがぶわあっと城壁の上から飛んでいった。

「あ」

　ひゅーん。ぐしゃ。




『プレイヤー・アズラエルは死にました　死因：墜落死　※おなかの子は無事です』




　そんな表示がされた。

　城壁から見下ろすと、キラキラと光になっていく死体のアズラエル（身み重おも）。

　ササラキはそれから五秒ほど止まっていた。やがてつぶやく。

「……フュリー、どうしよう？」

「どうしようもないですね☆」

　そのときリズナからメッセージが入ってきた。

『ササラキくんついにアズラエルさんに告白したってホント!?　おめでとう！　今夜はお赤飯だね！　お祝いのケーキも用意するからリアルオフ会開こうよ！　あ、もちろんアズラエルさんとお隣の席を──』


（続く）








あとがき






　こんにちは。つちせ八や十そ八はちです。

　二巻です。おかげさまで続きを出せました。一巻を読んで頂いた読者様には感謝の言葉しかありません。ありがとうございます。多謝です。すごくうれしいです。今後ともがんばって私にやれる限りのことを、やります。しぬきで。

　で、内容について解説を。

　二巻ですが、この仮想世界は相変わらずクソゲーです。作者の私があらゆるゲームはクソゲーであると信じてるせいで、クソゲーであることを運命付けられています。そんな中であがくプレイヤーとゲームマスターを、楽しく見守っていただければ幸いです。

　また、一巻でササラキが嫁に迎えたアズラエルちゃん（15）が、処女受胎しました。処女受胎は二千年以上前からの人類の願いであり、それが（バグで）簡単に叶う仮想世界は魅力的だと思います。これで日本の少子化問題も解決です。

　いずれ産まれてくる二人の子どもには、幸せに生きてほしいと願っています。

　たとえクソゲーの中であっても、幸せになるのは可能なはず。

　次の巻があれば、なんとかそのへんをコメディにしたいなあと思います。

　続いて謝辞に入ります。

　今回は（も）スケジュール進行がギリギリで、担当編集様はじめ出版関係者様に多大なご配慮を頂きました。この場をお借りして皆様に深くお詫び申し上げると共に今後の再発防止策に取り組みますのでええと……次こそしぬきで、なんとかします。はい。

　イラストのにろ先生と東雲しののめ先生。お二方の絵を見るたびにつねづね、ああ、自分の小説は幸せものだなあと思います。今回は特に、にろ先生は特典絵の赤水着リズナが、東雲先生は耳の穴に舌を突っ込まれるアズラエルがスーパーえろえろかわいいと思います。水着とみみのあなが大好物です。

　最後に宣伝。

　今作発売とほぼ同時に、前作「ざるそば（かわいい）」のドラマＣＤが、シーサイドコミュニケーションズ様から発売されます。メインヒロインのざるそば役は、照てる井い春はる佳かさんです。つまりざるそば（照井春佳（（かわいい（ドラマＣＤ））））です。カッコが多い。

　耳の穴にざるそばがするすると入ってくる新感覚麵類系ＣＤ。ぜひ聞いてください。

　以上、あとがきでした。今後ともどうか、よろしくお願いします。

　ではまた。





二○一六年某月　つちせ八十八































特別付録　書き下ろし短編







『キリネ日記』




　どさどさどさっと、ファイリングされた書類が溢れてきた。

　デバッグルームの小部屋の一つをササラキが開けたときのことだ。

「うわ。なんだろ、この書類群？」

「ふむ。どうやらキリネが作ったプロジェクト管理書類のようね」

　アリスが青い背表紙のファイルを持ち上げ、ササラキに渡した。

　表紙には確かに『スケジュール管理表　第二四半期分』と書かれている。

「でも仮想世界なのに、なんでスケジュールをこんな原始的なファイルで」

「完全な電子化もできるけど、実体がないとよくバグで消失しちゃうのよ」

「バグで書類が消失って……仮想世界で仕事って、やっぱりダメだよ……」

　とにかくスケジュール表をペラリとめくってみる。

　一枚目は真っ白な紙だった。すみっこにぽつりと、赤ボールペンの手書き文字で『もうだめです』とだけ書かれていた。既に嫌な予感しかしなかったがとりあえずもう一枚めくってみる。詳細なタスク表だった。すべて順調に遅れていた。

　余白のところどころに赤字でコメントが入っている。

『イベント実装が進捗遅れ。田中さんが休日出勤でリカバリ。いつもごめん』

『想定外バグ。どうしようもないので仕様ということにしちゃう。バグは文化』

『地震。ボロのハードディスクが落ちて壊れたけどなんとか復旧。負けないもん』

　全部キリネさんの手書きメモらしい。

「いちいち最後に一言コメントが入るのはなんなの」

「心情を外に出さないと精神がおかしくなっちゃうからじゃない？」

「嫌すぎる理由だ……」

「あ、ササラキ、こっちに日記があるわ」

「読んじゃっていいの？」

「キリネには全権を預けられてるから大丈夫よ」

　許可が出たので日記をめくっていく。まず初日。

『宣言。キリネさんは運営をがんばります。バグになんか負けません！』

　翌日。

『やっぱりバグには勝てなかったよ……あきらめます』

「諦めるの早いよッ!?」

「大丈夫、諦めた夜に酒を飲んで、翌朝には立ち直るのがキリネのいいところよ」

　更に日記を読み進めてみる。内容はプレイヤーがまた減っただの深刻なバグが見つかっただのと絶望的なことばかり。そしてキリネさんが落ち込んではがんばるの繰り返し。見てて痛々しくなるアップダウンだった。

「ねえ、もう読むのやめていいかな……」

「安心して、次が最後みたい」

　言われて最終ページをめくってみる。

『今日は、とてもいいことがありました』

「おっ」

　なんだろう、珍しいな──思いながら読み進める。




『田中さんと鈴木さんと佐藤さんと権田原さんとバイトさん達が、出社してきません』

『きっとみんな、私をびっくりさせようと、隠れてパーティの準備をしてるんです』

『だって今日は私の誕生日ですから。みんなには言ってませんけど』

『だから、とにかく、絶対に、パーティです』

『決してみんなが会社を見捨てて逃げたとか、そういうのじゃないです』

『ないです』

『パーティですから、リアルでシャンペンを買ってきました』

『予行演習に、一人で乾杯しました』

『準備万端です。えへへ。みんなまだかなあ』

『キリネさんはずっと、ずっと、みんなを待ってますよ』




　日記はそこで終わっている。

「…………………………………………うわあ」

「ちなみに私が運営に戻ったのはその翌日よ」

「キリネさん、どうなってた？」

「シャンペンの空き瓶を胸に抱いて涙流してぐーすかと寝てたわ」

「キリネさんて、大変な人だね……」

　もしゲーム外でキリネさんと会ったら優しくしよう──決意するササラキだった。









　著者

　つちせ八十八（つちせ・やそはち）

　　「ざるそば（かわいい）」で第11回ＭＦ文庫Ｊ新人賞を受賞しデビュー。趣味はローグライクゲーム、特にＮｅｔＨａｃｋと変愚蛮怒（孤独なダンジョン探索家）。ツイッターやってます。アカウントはこちら：@ZAP_TSUCHISE




　イラストレーター

　にろ

　　一巻よりもさらに斜め上を行ったストーリーに興奮した私はその昴ぶる思いをたくさんの水着に込め思い残すことなく絶頂しました。次回も想定外の展開が起きるのではと今から楽しみです！




　東雲太郎（しののめ・たろう）

　　挿絵を描かせて頂きました東雲太郎と申します。もし《ソード＆マジック・オンライン》で遊べるとしたらアズラエル＆リズナにちょっかいを出してメイスでふっ飛ばされてみたいという思いを抱きつつヤングアニマル嵐誌上にてコミカライズも担当させていただいてます。よろしければそちらもよろしくお願いいたします。
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